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　第一夜　迫る初夏







「──グガアアアアアアアッ！」

「わひゃああ、危ないっ！」

　時刻は夜の七時過ぎ。薄うす暗ぐらい無人のショッピングセンターに、怒号と悲鳴が同時に響ひびき、そして激しい破は砕さい音おんが轟とどろいた。大型の熊くまほどもある巨大な猛もう犬けんが、陳ちん列れつ棚だなに突進したのだ。商品の見あたらない棚がバタバタと倒れていく中、棘とげだらけの首輪を付けた猛もう獣じゆうは、半分ほど骨が露ろ出しゆつした異様な顔を持ち上げると、苛いら立だたしげに唸うなった。

「グルウウウウウウウウ……ッ！」

　牙きばの間や目玉から、青い燐りん光こうが迸ほとばしる。今度こそ追い詰めたと思っていた獲え物ものが、またも仕し留とめる寸前で消えたことに腹を立てているのだろう、十メートルほど離はなれてこっそり見守っている俺おれにまで、怒りがビリビリ伝わってくる。レジカウンターの陰かげで床に突っ伏しながら、俺はニッと微ほほ笑えんだ。

「よし、いい感じに煽あおられてるな。その調子で頼むぜ、子こ猫ねこちゃん……」

　思わず小声でつぶやく俺。と、一いつ瞬しゆん前に闇やみに同化して消えたばかりの小こ柄がらな少女が、でかい犬の前に躍おどり出た。

　長い髪かみと白い肌。子どもっぽい身長と体格ではあったが、紫むらさきがかった瞳ひとみは意志の強さを感じさせる。胸から腰にかけてはバニーガールを思わせる黒のレザーに覆おおわれており、細い手足を包むのは長手袋とロングブーツだ。背中からはコウモリじみた翼つばさが、そしてお尻からは矢印のような尻しつ尾ぽが伸びている。プロポーションのいい美人が着ればセクシー極きわまりないであろう、そんな悪あく魔ま的なコスチュームを身に付けた少女は、これまた悪魔を思わせるフォーク状の武器を構えると、目の前の猛犬を見上げて口を開いた。

「どうしてさっきからお前に噛かみつけないんだ、って言いたそうな顔ですね？　お前はそんなにちっぽけで、大した魔力もないくせに──って」

「ガ、ガル……！」

「……ええ、確かに、わたしはまだまだ未み熟じゆくな夢む魔まです。母のような力はありませんし、魔力を使うにしたって、相あい棒ぼうの巧たく馬まに妄もう想そうをもらって変身しなくちゃいけませんから。そう、妄想に応じた、こんな恥はずかしい姿に──って、ああもうっ、恥ずかしい！」

　小さな悪魔がいきなりキレた。

「急にどうした？」と言いたげに眼を細める犬の化け物を前にしたまま、自じ称しよう未熟な夢魔──すなわち俺の相棒の夢魔、宵よい待まち芽め亜あは、自分の体を見回し「ほんとにもう！」と再び叫さけんだ。大きく露ろ出しゆつした白い肌が、かあっと赤く染まっていく。

「なんですかこれ！　今回は胸もお腹なかも出ないまともな衣い装しようだって巧たく馬まが言ったから安心してたのに、結局ほとんど下着じゃないですか！　信じたわたしが馬ば鹿かだったってことですか！」

　沸わき上がる怒りを隠かくそうともせずぶちまける芽め亜あ。その言葉の意味はおそらく目の前の猛もう犬けんには通じていないだろうが、少なくとも注意は引けているので、まあ、問題はない。それにしたって、「ほとんど下着」ってことはないと思うんですがね。一応ちゃんとした服なんだし。

　……つーか、せっかく肌が綺き麗れいなんだから、普段からもっと出せばいいのに。声を出すわけにはいかないので、内心でそっとつぶやくと、俺は静かに溜ため息いきを吐ついた。

「しかし、床に突っ伏してるだけで見つからないってのも不思議なもんだな……」

　──魔ま犬けんは、身を伏せた者の姿が見えないのさ。作戦開始前、鈴すず女めさんにそう聞いた時には半はん信しん半はん疑ぎだったが、今となっては信じざるを得ない。俺おれはどう考えてもあいつの視界に入ってるはずなのに、全まつたく気づいてないもんなあ。さすが魔物、よくわからない。

　感心している間に、芽亜の激げつ昂こうは収まったらしい。取り繕つくろうように咳せき払ばらいを挟むと、いかにも悪魔らしい姿の夢む魔まは、犬の化け物に向き直った。

「……こほん。ええと、ですから、未み熟じゆくなわたしは、あなたのような強力な魔物には勝てません。でも、これでも夢魔ですから、影に同化して攻こう撃げきを避さけることくらいはできるんです。こんなふうに、潰つぶれちゃって何年も経たってるお店みたいな、窓まどもないような暗い場所なら、いくらでも逃げられるんですよ」

　自分の何倍もある魔物の注意を引きつけながら、じりじりと後退していく芽亜。一方、でかい犬は、飛びかかるタイミングを見計らっているのか、牙きばを剥むき出しにしたまま、小こ柄がらな悪魔少女との間合いを詰めていく。そろそろ予定のポイントだ。うまくやれよ、と見つめる先で、キュートな相あい棒ぼうはぴたりと足を止め──そして、相手の巨体を見上げて肩をすくめた。

「どうしたんです？　来ないのですか？　お名前は知りませんが、名のある魔物なんでしょう？　なのに、こんなちっぽけな夢魔も仕し留とめられないなんて、お里が知れ──」

「ガアアアアアアアアアッ！」

　言葉は通じなくても、挑ちよう発はつされたことはわかるのだろう。馬鹿にすんじゃねえと言いたげに、骨じみた魔犬が吼ほえ、ほこりだらけの床を蹴ける。瞬しゆん間かん、芽亜の姿が薄うす暗ぐらい影に溶け込んで消え、怪かい物ぶつは何もない空間へと突進していき──ふいに、中空にその体が固定された。

「よし！　掛かった！」

「ガ……ガル？」

　うつぶせのままガッツポーズを取った俺の視線の先で、犬の化け物が戸と惑まどいの声を漏もらす。それに応じるように、その巨体を絡からめ取った蜘蛛の巣がじわじわと姿を現していた。罠わなに掛かったことに気づいたのか、怪物は怒り狂って暴あばれるが、残念ながら手遅れだ。すぐ傍そばで実体化する芽亜に「お疲れ」と告げると、俺は床に置いていたトランシーバーを弱った手で持ち上、通話ボタンを押した。

「囮おとり組から鈴すず女めさんへ、化け物が蜘く蛛もの巣に──じゃなかった、『赤ずきん』から『狩かりゆ人うど』へ、『赤ずきん』から『狩人』へ。たった今、『オオカミさん』が『川』に落ちました」

「了解」

　スピーカーから届くシンプルな返事。それと同時に、トランシーバーを手にした黒くろ髪かみの女性が、猛もう犬けんと芽め亜あの間に瞬しゆん間かん的に現れた。

「ようやく会えたね、魔ま犬けんくん」

　小さな唇くちびるから漏もれる不敵な声。最高のプロポーションに申し訳程度の細い布を纏まとい、大きく露ろ出しゆつした白い肌には式しき神がみを封じた星形の紋もん章しようがいくつも刻きざまれている。傍かたわらに、テレポート能力を備そなえたトンボ型式神『白びやく緑ろく』を従えた我らが生徒会長にして凄すご腕うでの陰おん陽みよう師じ、星ほし御み門かど鈴女さんは、芽亜に「ご苦労だったね」と優やさしい笑みを向けると、牙きばを剥むいて威い嚇かくする猛犬を再び見返し、口を開いた。

「飼い主に見放されたか捨てられたか、あるいは自みずから離り反はんしたか……。君の事情は知らないが、亡者の霊れいだけでなく、生者までも襲おそい始めたとあっては、ＥＸＩＴ祓魔師国際競技会所属の祓ふつ魔ま師しとして、もはや看かん過かできない。悪く思わないでくれたまえ」

「グ……グルルウ……！」

　淡々と言葉を紡つむぐ鈴女さんを前に、蜘蛛の巣に絡からめ取られたままの魔犬の体がぶるりと震ふるえた。野生の感覚でもって、目の前の美人がとんでもない実力者であり、自分は罠わなにはめられたと気づいたらしい。必死に身をよじる怪かい物ぶつだったが、鈴女さんは無情に首を横に振った。

「姿を消すつもりだろうが、あいにく無理だよ。私の式神の一つ、蜘蛛の『紅べに緋ひ』の糸は、一度捕らえた獲え物ものを放しはしない。君は、この宵よい待まちくんにまんまと誘ゆう導どうされたというわけさ。囮を使うのは、少々卑ひ怯きような手ではあるが、すぐ逃げてしまう君に相対するにはこうするしかなくてね……。ありがとう宵待くん。本当に助かったよ」

「え？　い、いえ、わたしはそんな、別に大したことは」

　唐突に労ねぎらいの言葉を掛けられ、鈴女さんの陰かげに隠かくれていた芽亜が、目を丸くして否定した。あの性格は相変わらずだなと苦笑しながら、俺はレジカウンターの陰から声を掛けた。

「謙けん遜そんするな、子こ猫ねこちゃん。囮ってのも大事な役だぞ。地味だけど」

「地味で悪かったですね！　というか、ほんとに何もしてない巧たく馬まに言われたくないです」

「こいつは失しつ敬けい。あと、今の俺おれは巧馬じゃなくてオリオンと呼んでほしいな」

「グガアアアアアアアアアアッ！」

　俺のクールな台詞せりふに割り込むように、凄すさまじい叫さけびが轟とどろいた。同時に、その巨体に絡みついていた糸が、ぶちぶちと引きちぎられていく。「うそ！」と驚おどろく芽亜を庇かばいながら、鈴女さんが悔くやしげに叫んだ。

「『紅緋』の糸から逃のがれるだと？　おのれ、そこまで力を上げていたとは、どれだけの霊れい魂こんを食い散らかしたのだ……！　こうなっては捕ほ獲かくは無理か、仕方ない──出ろっ、『常磐ときわ』！」

　鈴すず女めさんの声に応じ、その左肩の星形の紋もん様ようから二メートルはあろうかというカマキリ型の式しき神がみが躍おどり出す。糸を振りほどいて飛びかかってきた魔ま犬けんを前に、式神はギラリと輝かがやく二つの鎌かまを振り抜いた。瞬しゆん間かん、二筋の線が猛犬の体に走り、その巨体が三つに割れた。

「……ワウ？」

　自分がどうなったかよくわかっていないのだろう。なんとも間抜けな声とともに、切り身となった怪かい物ぶつの体が霧む消しようし、その巨体の断面からは、人ひと型がたの青い光がいくつも漏もれては消えていく。もしかしてあれが魔犬に食われた霊れい魂こんなのだろうか。ずいぶんはっきり見えるもんだなあ、と呑のん気きに眺めていると、青い光の中の一つと目が合った。パンチパーマを振り乱した半透明の骸がい骨こつは、にたりと笑うと、俺おれを目がけてまっすぐ突進してきて──って。

「ソコニ隠かくレテルガキ！　テメエノ体、寄よ越こセエエエッ！」

「え？　俺狙ねらい？」

「あっ！　会長、幽ゆう霊れいさんが巧たく馬まに──！」

「しまった！　消化されていない霊が残っていたか！」

「今ゴロ気ヅイテモ、モウ遅イ！　生身ノ体──イタダイタゼエエエエエッ！」

　芽め亜あと鈴女さんが叫さけんだのと同じタイミングで、青い悪あく霊りようが俺の体に重なった。一瞬ぞくりと背筋が冷え、体の支配権が力任せに奪うばわれる。芽亜たちが見守る中、俺の体を奪った悪霊は、勝ち誇ほこったように邪じや悪あくな笑みを浮かべてみせた。

「ク、ククククク……！　ヤッタ、ヤッタゾ……！　アノ馬ば鹿か犬ニ食ワレタ時ハ、オ終しまイカト思ッタガ、マサカコンナトコロデ生キタ体ガ手ニ入ルトハ──悪霊ヤッテテ良カッター！　オット、ソコノ嬢じようチャンタチ？　無む駄だナ抵抗スルト、コノ体ガドウニカナルカラ、ソノツモリデナ？　ト、釘くぎヲ刺シタトコロデ、サッソク、俺ヲ見捨テタ組ノ連中ニ仕返シヲコッテリト──ッテ、アレ？　……体ガ……動カナイ？」

「でしょうね」

　床に転がったまま不ふ審しんげな声を漏もらす悪霊を──つまりは俺を、芽亜が呆あきれた顔で見下ろした。大きく露ろ出しゆつした脚あしを恥はずかしそうに隠かくしながら、悪あく魔ま装しよう束ぞくの相あい棒ぼうは先を続ける。

「わたしに妄想のエネルギーを与えた巧馬は──ああ、今あなたが取り憑ついたその人のことですが──一時的に体力をごっそり失うんです。当分は立ち上がることもできませんよ」

「……エ。マジデ？」

「まじです。というわけで会長、除じよ霊れいお願いします」

「ああ、心得た」

　ドライに告げた芽亜の隣となりで、鈴女さんが静かにうなずく。自分の運命を悟さとったのだろう、冷や汗を流しながらごくりと息を呑のんだ悪霊に、俺はほんのちょっとだけ同情した。

「いやー助かりました鈴すず女めさん！　しかし、ずいぶんはっきり見える亡ぼう霊れいでしたね、あいつ。俺おれ、霊感はないほうだと思ってたんですが──芽め亜あと契けい約やくして体質変わった？」

「え？　契約者にそんな力は備そなわらないはずですが……」

「そもそも亡者の霊は普通に目視できるものだよ。姿を消せる霊のほうが珍しいくらいさ。その手の存在は一部の人間にしか見えないという説は前世紀から流は行やり始めたのだが、なんのことはない、魔ま物ものたちがこの世界から去り、目もく撃げき例が減っただけのこと。人間の霊れい魂こんは、強大な霊的存在──要するに、魔物が近くにいないと存在を保つのが難しいからね」

「へえ、そういうものなんですか」

「ああ、そういうものさ。霊感がどうとか言う話は、一割が思い込みで九割が詐さ欺ぎだというのが祓ふつ魔ま師し界での常じよう識しきだよ。引っかからないよう気を付けたまえ」

「はーい気を付けまーす！　それにしても綺き麗れいだなあもう……！」

　一件落着後のショッピングセンター前にて。放置されていたベンチに腰掛け、愛用の手帳に今日の記録を書き込む鈴女さんを前に、ようやく体と心が元に戻った俺は感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらしていた。にやけっぱなしの俺の隣となりで、変身を解除し、学校指定のブラウスにスカートという夏服姿に戻っていた芽め亜あが、「じろじろ見すぎです」とつぶやいたが、そんなこと言ったってこれは見るだろう。なにしろ今の鈴女さん、肩に薄うす手でのコートを羽は織おりはしたものの、まだ露ろ出しゆつ度全開の戦せん闘とう装しよう束ぞくのままなのだ。

「ああ、細い首もお腹なかもおっぱ──もとい、胸も、目に映る全すべてが美しい！　最高ですね！」

「お褒ほめに与あずかり光栄だね。しかし、『最高』は言いすぎではないかな？」

「鈴女さんのレベルが最高じゃなくて普通なら、この世は天国ですよ！　特に今は隣にちびっこ──ではなくて、ええと、小こ柄がらな芽亜がいるもんで、余計に際きわだって見えるんですよね」

「ちょっと巧たく馬ま。人を比較対象にしないでください」

「そうそう。今のはひどいよね。芽亜ちゃんはこんなかわいいのにさ」

　芽亜に相あい槌づちを打ちながら、パソコンを携たずさえた髭ひげ面づらの青年が建物の陰かげからぬっと姿を現した。長い髪かみに中折れ帽を乗せ、首に巻いたネクタイはそれはもうだらしなく緩ゆるんでいる。レアな秘ひ宝ほうや魔ま術じゆつを求める研究集団『篦へら鹿じか亭てい』の一員にして、一応は俺たちの学校──御ご仰ぎよう学園の臨時講師でもある男、埴は生にゆう文ふみ彦ひこは、俺たちを見回して「お疲れさん」と微ほほ笑えんだ。

「しかし、鮮あざやかなもんだったねえ。さすがは星ほし御み門かど家の陰おん陽みよう術じゆつ！　芽亜ちゃんもよく頑がん張ばってたしさ。うちの相方がいろいろ教えた甲か斐いがあったかな？」

「え？　いえそんな、わたしは今日は全然たいしたことしてませんから……。あっ、今のはその、エオラさんの指導が役に立っていないと言うわけではなくて、むしろその逆なんですが」

　いつものように謙けん遜そんしたかと思うと、芽亜は慌あわてて自分の言葉を打ち消した。それを聞き、そりゃ良かった、と文彦が笑った。

　ちなみにエオラさんってのは、文彦同様『篦鹿亭』に所属する祓魔師だ。白衣と眼鏡めがねの似合う、いかにも先生っぽいおっとり系の美人で、本業は古代生物の研究者。恐きよう竜りゆうの霊れいを操あやつって戦うメディスンマンという顔も持っており、魔ま力りよくや霊れい力りよくを効率的に使う方法について、芽め亜あに教えてくれた人物でもある。できれば俺おれも個人的にいろいろ指導してほしいのだけど……特に教えてもらうことが何もないんだよなあ。恐竜とか化石の話なら一対一で盛り上がれるかと思って話を振ってみたら、いきなり専門的な講義が始まって全然付いていけなかったし。

「ああエオラ先生！　この胸のたぎりを僕ぼくはいったいどうしたらいいんですか！」

「わっ！　いきなりどうした？」

「……気にしなくていいです文ふみ彦ひこさん。また妄もう想そうの世界に入ってるだけですから」

　驚おどろく文彦の傍かたわらで、芽め亜あがやれやれと溜ため息いきを落とす。心底恥はずかしいのだろう、白い肌を赤く染める夢む魔まを見て、文彦は「大変だね」と同情すると、鈴すず女めさんへ向き直った。

「それはそうと、今回のお仕事に同行させてもらってほんとに良かったよ。まさか、あんな大物が見られるとはなあ」

「喜んでいただけて何よりです。何か面白いデータでも取れましたか？」

「もちろんさ。生きた魔物の体たい組そ織しきだよ、これ以上のサンプルがあるもんか！　なあ巧たく馬ま、お前も男だったらこの興こう奮ふんがわかるだろ？」

「だから先生ぼかーもう──いや、全然」

　熱ねつっぽく語りかけてきた文彦に、俺は妄想を中断して冷たく応じた。「えー」とつまらなそうに肩をすくめる髭ひげ面づらの青年を見返し、俺は呆あきれた声で先を続ける。

「だいたい、最初から最後まで女の子に任せてずーっと隠かくれてただけってどうなんだ。車を出してくれたのは助かったけどさ、その他にもできることはあっただろ？　あんた一応ライセンス持ってる祓ふつ魔ま師しなんだから」

「ペーパー祓魔師なんだよ、俺は。本ほん職しよくはあくまでオカルトエンジニア、専門は後方支援と呪じゆ具ぐの開発。巧馬だって知ってるくせに。それより鈴女ちゃん、さっきのワンちゃんだけど」

　じろりと睨にらんだ俺をあっさり受け流し、文彦が鈴女さんへ視線を向ける。手帳をぱたんと閉じながら「何か？」と小さく首を傾かしげた陰おん陽みよう師じを前に、自じ称しようオカルトエンジニアは神しん妙みようそうに問いかけた。

「──『ダンドーの猟りよう犬けん』だよね、あれ」

「ほぼ間違いなく、そうかと」

　間かん髪はつ入れずうなずく鈴女さんである。

　その断言っぷりからすると有名な犬なのかもしれないが、あいにくそんな名前は初耳だ。

「知ってます？」と小声で尋たずねてきた芽亜に、首を横に振って答えていると、鈴女さんは俺たち無知コンビに向き直り、優やさしく微ほほ笑えんだ。ああ癒いやされる。

「ついでにキスしてくれませんか」

「あいにくだが断る。それはそうと、ダンドーの猟犬というのは、ヨーロッパに伝わる魔物でね、地じ獄ごくの使者にして霊れい魂こんの狩かりゆ人うどたる悪あく魔まダンドーに使し役えきされる魔ま獣じゆうだよ。本来、昇天することを忘れた悪あく霊りようたちを狩り集める役目を持っているのだが──おそらく、主と離はなれているうちに、霊れい魂こんを喰くらって力に変えることを覚えてしまったのだろうね」

「で、見境なく霊を食い散らかした結果、溜ため込んだ霊力に振り回され、自制できなくなって暴あばれ始めたってとこか。……しかし、ダンドーの猟りよう犬けんって、何匹かで群れを作ってるんじゃなかったっけ？」

「ええ、そこは私も気になっていました。周辺に同種の魔物の気配もありませんし、単独行動していたようですが……一匹だけが逃げたのか、あるいは、共食いしたか」

「ま、そんなところだろうね。しかし、どっちにしても飼い主の監督不行届きだなあ。飼い主の悪魔がいたら、ペットの面倒くらいちゃんと見ろって叱しかりつけてやりたいよ」

「文ふみ彦ひこさんの気持ちはわかりますが……その悪ひ魔と、もうどこにもいないと思いますよ？」

　呆あきれたような文彦の声に、芽め亜あがおずおずと口を挟み、俺おれは「だろうな」と相あい槌づちを打った。

　悪魔や妖よう怪かいといった世界中の魔物たちは、祓ふつ魔ま師しとの面倒な争いを避さけるため、百年ほど前に《あちら》と呼ばれる別世界に移住したと聞いている。つまり、自然発生する下等な連中や、《あちら》行きを拒こばんだ一部の変わり者を除けば、この世界には悪魔も妖怪もほとんど存在していないのだ。

　ちなみに、芽亜のお母さんである美人夢む魔まの夕ゆう星づつさんは、その「一部の変わり者」だったわけだけど──そう言や、なんでこっちに残ったんだろうか。と、ふとそんなことを考えていると、鈴すず女めさんが「そろそろ行こうか」とベンチから立ち上がった。

「宵よい待まちくん、下しも野つけくん、学校が終わってから遅くまで付き合わせて悪かったね。助かったよ」

「い、いえそんな……。危ない魔物は放ほうっておけませんし、それに」

「そう！　それにバイト代も出るわけですしね！　鈴女さんとご一緒できてお金までもらえるなんて、やっててよかったＥＸＩＴ外部協力者！　というわけで、いつでも遠えん慮りよなく呼んでくださいね！　下野巧たく馬まは二十四時間全速力で駆かけつけます！」

「はは、ありがとう。頼りにしているよ。しかし下野くん、バイト代をずいぶん喜んでいるようだが、使うアテでもあるのかい？」

「へっ？　いや別に。ただ、もうすぐ夏休みですから」

「この春から女の子の知り合いも増えたから、海とかプールで目一杯遊ぶんですって。会長にサニーに湧ゆうさん、それにエオラさんも誘さそうんだって、熱あつく語ってましたよね」

　鈴女さんの問いかけに応じる俺に、芽亜が呆れた声で割り込んできた。それを聞いた文彦は「巧馬らしいね」と苦笑すると、ポケットから車のキーを引っ張り出しながら肩をすくめた。

「俺、一応高等部の教師でもあるから言っとくけどさ。来週には期末テストってものがあって、赤点取ったら休み返上で補習だからね。芽亜ちゃんと契けい約やくして得た『真理』のおかげで理系はなんとかなるかもだけど、英国社あたりは大丈夫なのかい？」

「そ、それを言われると……！　特に先月は、エオラさんの恐きよう竜りゆう事件とかのせいで、勉強どころじゃなかったからなあ……。そうだ芽め亜あ、ノート貸してくれないか！」

「高校生が中学生に頼らない！　だいたい範はん囲いも内容も全然違うでしょ」

「あ、そうか。言われてみれば確かに」

「それくらいは言われる前に気付いてくださいよ……」

　納得する俺おれを見上げ、芽亜が大きな溜ため息いきを吐つく。すみません、と素直に頭を下げていると、そこに鈴すず女めさんが口を挟んできた。

「同学年の知人に頼むことだね。そうだな、たとえば楠くすのきくんなら」

「持じ郎ろうですか？　中間試験の時に借りたノート、いろいろあってなかなか返さなかったもんで、もう貸してやんないって言われてるんですよ……。ほら、ちょうど芽亜と契けい約やくした頃でしたから。あと同級生って言えば湧ゆうですが、おととい断られたところですしね。テストは自分の力を試す機会だ、人に頼るな、って」

「なるほど。生き真ま面じ目めな羽う那な原ばらくんらしいな」

「ま、そこが湧のいいところなんですが。しかしそうなると、こりゃもう自力でやるしかないかな……」

「それがいいです──って巧たく馬ま、も、もしかして、他に同級生の友達いないんですか……？」

「いるよ！　失しつ敬けいな！」

　真剣に驚おどろいた相あい棒ぼうに、俺は思わず反論する。ただ、クラスや寮りようの男友達のノートは、俺同様かそれ以下に汚いからアテにならないのだ。きっぱりそう説明すれば、芽亜は鈴女さんと顔を見合わせ、「これだから男子は」と言いたげにやるせなく苦笑したのであった。
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「──というわけで俺は自力で頑がん張ばった！　頑張ったぞ俺は！　かくしてテストをクリアした俺が意い気き揚よう々ようと夜の職員室に成果を報告に向かったところ、憧あこがれのあの先生はすっかり疲れて寝てしまっていたのでえーとまだるっこしいのでいろいろ省略！」

「え？　どうしたのさ、藪やぶから棒に」

「な、なんの話だ、いきなり」

「そしてベッドに横たわった先生は照れくさそうに笑ってブラをゆっくり──え？　あ、ごめんごめん。ほら、テスト終わった解放感に浸ひたってたら、つい妄もう想そうが漏もれた」

　試験終了の日の放課後、部室棟へと向かう学内通路にて。驚かせてごめんと頭を掻かけば、一緒に歩いていたサニーと湧は顔を見合わせ、「そういうことか」とうなずいた。

「相変わらずだよね、巧馬はさ。まあ、二週間ぶりの部活だし、夏休みも近いし、わくわくしちゃうのはわかるよ」

「……だからと言って破は廉れん恥ちな妄もう想そうを実況する必要はなかろう」

　やんちゃ極きわまるプロポーションにＴシャツとショートパンツを纏まとい、ギターを担かついだ少女がニッと笑って親指を立てる。その隣となりでは、ライダースーツ姿のスレンダーな少女が呆あきれ顔で肩をすくめていた。

　中等部の三年生で軽音部所属、ギターを愛あいするネオドルイドのサニー・ハルシオンと、高等部一年──つまり俺おれと同学年の、自動車部のクールなバイク乗りにして、セイレーンの血を引く『先祖返りフラツシユバック』の羽う那な原ばら湧ゆうの二人だ。タイプは違うが、どちらも文句なしにかわいい上に性格もいいので、俺のテンションが上がりっぱなしなのは言うまでもない。やっほう。

　ちなみに、サニーは軽音部に、湧は自動車部に、そして俺は生徒会雑ざつ務む係として落語研究会のロッカー搬はん出しゆつの手伝いに行くところである。たまたまこの二人に会えるなんて、今日は実に素晴らしい日だ。溢あふれ出る喜びを噛かみしめながら、俺は二人に話しかけた。

「しかし、こうやって湧とサニーに会うのもなんだか久しぶりな気がするな」

「そうか？　そんなこともないと思うが」

「だよねえ。あたし、芽め亜あが男子寮りようの巧馬の部屋に妄想吸いに行く時、ほとんど毎晩付いて行ってるし、試験前だって、持じ郎ろうのとこに勉強教えてもらいに行った時にも会ったよね。それに湧も、ほら、こないだの恐きよう竜りゆう騒ぎでマンションめちゃくちゃにされちゃって──」

「うむ。寮に引っ越してからと言うもの、巧馬とは行き帰りによく顔を合わせているだろう。女子寮と男子寮は隣となり合っているのだから、それも当然だが」

「そりゃそうなんだけど、放課後の部活タイムに会うのが久々ってことだよ」

　ステレオでの否定を受け、俺は憮ぶ然ぜんと言い返す。それを聞いたサニーは「納得」と言いたげにうなずくと、湧へと向き直り、「それより、さっきの続きだけど」と笑いかけた。

「騙だまされたと思って軽音部うちに体験入部してみてよ。大丈夫、痛くないから！」

「痛くないのは当然だろう。それに、何度も言ったはずだ。わたしは歌は苦手で──」

「歌う人魚セイレーンの血を引いてるくせにそりゃないよ。実際、その歌声で恐竜だか翼よく竜りゆうだかを一匹撃げき墜ついしてるんでしょ？　というわけで、そのダイナミックな歌声を是ぜ非ひステージで！」

「あのな、セイレーンの歌声は生物を眠らせ物体を破は壊かいする、魔ま力りよくの籠こもった音波なのだぞ？　そんなものを人前で歌えるか。それに第一、変身しないことにはあの歌声は出ない」

「だったらステージで人魚モードに変身を」

「するかっ！　というわけで、何度誘さそわれても無理なものは無理だ」

　親しげに肩を抱くサニーの手を払いのけ、湧がきっぱりと言い切った。どうやらサニーのやつ、湧を軽音部に引っ張り込むことを諦あきらめてはいないようだが、拒こばむ相手に無む理り強じいするのはどうかと思う。というわけで俺は「湧も嫌いやがってるんだから」と助け船を出したのだが、サニーは不敵に微ほほ笑えみ、そして立てた人差し指をチッチッと振った。

「ほんとに歌が嫌きらいだってんなら、あたしもここまで粘ねばらないよ。でもさ、湧、歌うの好きでしょ？　クラスの友達とカラオケ行ったら、マイク離はなさないらしいしさ」

「え。そうなのか、湧ゆう」

「な──なぜそれを！」

　思わず俺おれが問いかけたのと同時に、湧の顔色が一変した。その反応が予想どおりだったのだろう、サニーが自じ慢まんげににたりと微ほほ笑えむ。

「ネオドルイドの情報網は広いのですよ。てか、湧のクラスメートの七なな瀬せさん、うちんとこのＤＹダＮイＡＭナＯモ部長とつきあってて、よく練習見に来るんだよねー。知らなかった？」

「初耳だ！　おのれ、そんなところから漏もれるとは……！」

「え。七瀬さんってあの茶ちや髪ぱつでノリのいい子？　彼氏いたのか……！」

　二人揃そろってショックを受ける湧と俺おれ。サニーは「なんで巧たく馬ままで落ち込んでるんだか」と呆あきれると、俺たちの肩をポンと叩たたいて歩き出す。それに促うながされるように力なく顔を上げると、いつの間にか部室棟は目の前だった。そろそろ仕事か、とポケットから軍手を引っ張り出せば、サニーが振り返って問いかけてきた。

「お仕事お疲れ様、雑ざつ務む係さん。って、そういえば、会計さんは一緒じゃないの？」

「芽め亜あなら別行動。俺が生徒会室に行った時にはもう出てたんだよ。クラブの活動計画書を集めに回ってるはずだから、部室棟ここにも来ると思うけど──お、噂うわさをすれば夏の虫」

　部室棟の陰かげに見慣れた後ろ姿を発見し、俺は思わずをあげた。中等部の夏服にちんまりした背丈、そしてサイドで結んだ長い髪かみ。うん、間違いなく芽亜である。「そんなことわざはない」と呆あきれる湧をしれっと無視し、俺は芽亜に呼びかけようとしたのだが。

「おい芽亜、そんなとこで何を──むぐ」

「しゃらっぷっ！」

　ふいに柔やわらかな手が俺の口を塞ふさいだ。俺を「隠かくれて！」と植え込みの陰へと引っ張り込んだサニーは、湧をも強引に引き寄せると、自分もすかさず身をかがめた。

　え。何これ？　というかサニーと湧が近いんですが！　ああ心拍数が上がっていく！　状況が理解できないまま、ばくんばくんとヒートアップしていく心しん臓ぞうをどうにかこうにか制していると、湧が不ふ審しんげにサニーへと問いかけた。

「いきなりどうしたのだ？　芽亜に見られると困ることでも」

「しっ。芽亜、男の子と一緒なんだよ。とりあえず、こっそり監視するしかないでしょ」

「……心得た」

　サニーの静かな声を聞くと、湧は神しん妙みように黙だまり込み、植え込みからそっと顔を覗のぞかせた。切り替え早いな、と呆れつつ、俺も続いてこっそり顔を出せば──なるほど、サニーの言うとおり。さっきは建物の陰になって見えなかった位置に、芽亜と向かい合うように、背の高い男が立っていた。

「ほう。中等部の制服だな」

「しかもなかなか男前だね。やるなあ芽め亜あ」

　湧ゆうが声を抑えてつぶやき、それを受けたサニーがにやついた。

　確かに、芽亜と向き合う男を見てみれば、整った笑顔はムダに爽さわやかで、中途半端に長い髪かみはムカつくことにさらさらと風に揺ゆれており、半はん袖そでから覗のぞく腕はよせばいいのに引き締しまっている。芽亜とそいつの話し声は残念ながら聞こえなかったが、少なくとも険けん悪あくなムードでは全まつたくないようで、なぜか俺おれの心がざわついてくる。いや別に芽亜が誰だれと話そうが芽亜の勝手だってのはわかっている。わかっているんだけれども。

「なのに、なんだろう、この妙なイライラ感というか不安感は……！」

「心が狭いぞ巧たく馬ま。見た目で負けたからと言って、いきなり嫉しつ妬とするのはどうか」

「嫉妬？　そんなつもりじゃなかったんだけど……。それよりサニー、あいつ誰なんだ？　中等部ってことは同級生か？」

「それが、見覚えないんだよね。芽亜のクラスメートならあたしも知ってるはずだから、別のクラスの生徒じゃないかなあ。どういう関係かはわかんないけど──ただ」

「……ただ、なんだよ」

「うん。少なくとも、あの男の子、かなり芽亜に好意持ってるね」

　俺の不安げな問いかけを受け、サニーがはっきり断言した。え、と俺が目を見開くのと同時に、湧が「だろうな」と首を縦たてに振る。

「実に嬉うれしそうな顔だ。この手の話には疎うといわたしでも、それくらいはわかるぞ」

「まあ、芽亜はポテンシャル高いからねえ。クラスでも密ひそかに人気上昇中だし」

「そうなの？　いや、でもその、言っちゃなんだけど、芽亜って、知り合いも友達もほとんどいなかったはずじゃ……」

　なぜうろたえているのかわからないまま、不安げに二人の少女に問いかける俺。と、サニーは湧と顔を見合わせて静かに溜ため息いきを吐つき、ブルーの瞳ひとみで俺を見み据すえた。

「それは巧馬と契けい約やくするまでの話。以前は目立たないポジションだったらしいけど、最近の芽亜は全然そんなことないんだからさ。真ま面じ目めだし優やさしいし、ぶつくさ言う割にはノリ悪くないし、そりゃ人気も出るよね。もともとかわいいんだもん」

「かわいいって……芽亜が？」

「何その反応。自じ慢まんの相あい棒ぼうがかわいくないとでも？」

「そ、そんなことは言ってないだろ！　まあ、確かに、なんだかんだと口うるさいし、ほんとに中三かと思うくらいに小さいけど、それでもだな」

「へー。口うるさい上に小さくて悪かったですね」

「だからな芽亜、今から褒ほめるところなんだからちゃんと聞いて──って。へっ？」

　つい自然に相あい槌づちを打った直後、ハッと視線を上げれば、植え込みの陰かげの俺たちを見下ろすように、話題の主が腕を組んで立っていた。どうやらいつの間にか例のイケメンとの話は終わっていたようで、あいつの姿はどこにもない。おろおろとあたりを見回す俺おれたちを前に、芽め亜あはやれやれと溜ため息いきを吐ついた。

「こそこそと、いったい何をしてたんです？　巧たく馬まとサニーはともかく、湧ゆうさんまで」

「め、面めん目ぼくない……！　つい面白そうな誘ゆう惑わくに負けてしまった」

「そんなことより芽亜、今のホスト顔のハンサム、誰だれさ？　親友のあたしにも隠かくしてあんなの捕つかまえるなんて、さすが夢む魔まだなあ、もう！　どこで知り合ってどこまで行った？」

「え？　と、苫とま島しまくんのことですか？」

　潔いさぎよく頭を下げる湧を押しのけ、サニーが芽亜へとにじり寄る。友人のテンションに気け圧おされたのか、小こ柄がらな夢魔は顔を薄うす赤あかくしながらぼそぼそと答えた。

「廊下でなんとなく知り合った、普通に挨あい拶さつするくらいの仲なんですが……。ほら、彼、隣となりのクラスですから。今日も部室棟でたまたま会ったので、ちょっと話していただけで──って、なんですかその露ろ骨こつにがっかりした顔！　言っておきますけど、サニーの考えてるような仲じゃないですからねっ！　そこ、湧さんも残念そうに肩を落とさない！」

　呆あきれているのか恥はずかしいのか、真っ赤な顔でサニーたちに食ってかかる芽亜。どうやらほんとに単なる知り合いらしい。妙にほっとしている自分を心底情けなく思いつつも、俺はぼそっと声を発した。

「あいつはやめとけ。勘かんだけど、嫌いやな予感がする」

「巧馬まで？　で、ですから、そういうのじゃなくて──あ、そうだ」

　キッと俺を睨にらんだ芽亜が、いきなりけろりと沈ちん静せい化した。え、急にどうした？　拍子抜けする俺を前に、小さな相あい棒ぼうは「巧馬に話があったんですよ」と思い出したようにつぶやくと、制服のポケットから折りたたんだ紙を取り出した。

「実は、昨夜ゆうべ、わたしの部屋の窓まどに、こんな手紙が挟まってたんです」

「……手紙？　まさか、また祓ふつ魔ま師しの挑戦状じゃないだろうな」

　鈴すず女めさんと和解し、ＥＸＩＴにこっちの存在を認みとめさせるまでは、日替わりで祓魔師が挑戦してきたからなあ。あのめんどくさかった日々を回想しつつ、俺は芽亜から手紙を受け取った。サニーたちに覗のぞき込まれながら、妙にゴワゴワした厚手の紙を開くと、そこには──。

「え。何このくねくねした字？」

「アラビア語のようだが……サニー、読めないか？」

「無理無理。あたしはアルファベットと日本語と、あとは五ご線せん譜ふ専門だもん。微び妙みように魔力が感じられるのが気になるけど──芽亜はこの意味わかったの？」

「いえ、さっぱり。でも、わたしの部屋に届いたんですから、放ほうっておくのも気味悪いでしょう？　だから、昼休みにエオラさんに訳してもらったんです」

「へえ。あの人、アラビア語もできるのか。さすが一流研究者──って、芽亜、エオラさんのところ行ったのか？　一人で？　言ってくれよーもう！」

　思わず大きな声が出てしまった。白衣と眼鏡めがねの似合うおっとり系美人であるエオラさんは、普段は御ご仰ぎよう学園大学部の古生物学研究室で化石の解かい析せきにいそしんでいらっしゃる。位置的にはすぐ隣となりとは言え、大学部は中等部や高等部に比べてなんとなく敷しき居いが高く、だからこそ堂々とあちらにお邪じや魔まできる機会は逃のがせないのに！　気が付けば、俺おれは悔くやしさのあまり拳こぶしを握にぎって叫さけんでいた。

「白衣の上からでもありありと見て取れる、まるで柔やわらかな太陽のようなあのおっぱい！　むっちりとしていながらも引き締しまった太もものライン！　そして日だまりのような暖あたたかな笑み……！　ああ、会いたかったです、エオラさん……！」

「すぐ近くにいるんだから会いたけりゃ行けばいいのにさ。てか、まず胸から思い出すあたりがさすが巧たく馬まだよねえ」

「しかし、その思い出し方は、どことなく失礼な気もするが」

「どことなくも何も、明らかに失礼ですよ。訴えられたら確実に負けますね」

「ま、今に始まった事じゃないけど。それより芽め亜あ、手紙、なんて書いてあったのさ？」

「ええ、それなんですけど」

　嗚お咽えつする俺を尻目に、さくさく話を進める女性陣である。慣れって凄すごいなあと感心している間に、芽亜は制服のポケットから折りたたんだレポート用紙を取り出し、読み始めた。

「ええと──またこの時期が来た。今回も世話になるが、よろしく頼む。来週土曜午後、礼れ馬ば野の浜で待つ。詳しよう細さいはいつもどおり現場にて」

　エオラさんが訳したメモなのだろう、丁てい寧ねいな字で記されたレポート用紙を読み上げていく芽亜。文章の意味ははっきりしているが、なんのことだかさっぱりだ。そもそもほんとに芽亜宛あてなのか、それ？　そう首を捻ひねるのと同時に、芽亜が最後の部分を口にした。

「──では、再会を楽しみにしている。我が友、夕ゆう星づつへ」

「え？　ちょっと待った、芽亜。夕星って、それ──」

「芽亜のお母さんだよね？」

　俺の言葉を遮さえぎりながら、サニーが目を見開いた。

　そう、確かにそのとおり。めちゃくちゃ美人の夢む魔まであり、五年前、ウロボロスのマークの祓ふつ魔ま師しにやられてしまった人だ。そんな人物宛の手紙ってことは、差出人の正体は……？　思わず静かになった俺たちを見回し、芽亜はゆっくり口を開いた。

「ええ。これ、どうやら、母の古い知人──おそらく魔ま物ものからの手紙なんです。サニーも言っていましたが、微かすかな魔力も残っていますし。どうやって届いたかはわかりませんけど」

「悪魔の仲間であれば、どうにかして手紙を届けるくらいの術は使えるのではないか？」

「だよなあ。湧ゆうの言うとおりだと思う。……で、どうする気だ？」

「行くつもりです」

　俺の問いかけに、芽亜は即座に首を縦たてに振った。折りたたんだ手紙と、エオラさんが訳したメモを握にぎったまま、小さな夢む魔まはどこか寂さびしげに苦笑し、先を続けた。

「母のこと、できる限り知りたいですから。……ただ、母の知人だから、危険な魔ま物ものではないと思いたいですが──もしかしたら、そうでない可能性もあるでしょう？　ですから」

「イザという時のために、俺おれに一緒に来いってことか。了解」

　芽め亜あの言葉の先を読み、はっきりと言い切ってやる。いいんですか、と驚おどろく相あい棒ぼうを前に、俺はけろりとうなずいてみせた。

「いつものことだろ。土曜なら学校もないし、それに、夕ゆう星づつさんの友達だったら間違いなく美女だろうからな！」

「そ、そうとは限りませんが……。実際、ジェイムズも母の知人ですが全然違いますよね」

「……そう、夢を壊こわすようなことを言わないでほしいなあ、夢魔なんだから。で、そのなんとか浜だっけ？　場所はわかってるのか？」

「ええ。翻ほん訳やくのついでに、エオラさんが調べてくれました。車で三時間くらいの──」

「はい、ここでサニー・ハルシオンからの質問！　浜ってことは海岸だよね！　泳げるの？」

「え？　ええ、辺へん鄙ぴな場所ですが、水は綺き麗れいだそうですよ」

　唐突にサニーが割り込んでくる。面食らいながら「たぶん」と言い足す芽亜を見ると、ギターを担かついだ軽音部員は嬉うれしげにパチンと指を鳴らし、高らかに叫さけんだ。

「よし決まった！　じゃあ来週土曜はみんなで海水浴だね！　日本の海で泳いでみたかったんだよねえ。というわけで芽亜、あたしたちも一緒に行くのでよろしく」

「え？　ちょ、ちょっと待ってくださいサニー！　まだ安全と決まったわけでは」

「堅かたいこと言わないの。ねえ、いいでしょ巧たく馬ま？　水着だよ水着！」

「そういうことなら俺はもちろん───って、待った！　ここはやっぱり芽亜の意見を」

「おっ、持ちこたえた？　やるじゃん巧馬、ちょっとは成長してるんだねえ。でもそう言わずにさあ。湧ゆうももちろん連れてくし、芽亜の水着も見たいでしょ？　それに──そうだ！　鈴すず女めにエオラも誘さそおうよ！　ね？」

「さ──サニーに湧に芽亜、それに鈴女さんとエオラさんが水着で……？」

　そこが理性の限界だった。一いつ瞬しゆんのうちにビーチパラダイスが脳のう裏りにぶわっと展開し、想像がふくらみ続けて止まらない。駄だ目めです、俺は一度にそんな大勢にサンオイルを塗ぬれません！

「……でもどうしてもと言うのなら一人ずつみっちり丁てい寧ねいにやらせていただくことにやぶさかではありません！　えっ、いいんですか鈴女さん！　そんなこと言われたら俺、もう自分を抑えきれる自信がありませんよ！　それでもいいというのなら──この下しも野つけ巧馬、喜んでご奉ほう仕しさせていただきます！」

「……よし、これで巧馬は堕おちた、と。あ、湧も行くよね？」

「まあ、海は好きだから、断る理由はないが……。しかし芽亜。大変だな、こんな相棒で」

「慣れましたから」







　第二夜　渚のフェニックス




「えーと、さっきのカーブがこれだよな？　だから今は──待てよ、こんな分かれ道はなかったから、じゃあ……ええと……こう来て……ああもう！　わかんねえ！」

　細い道の脇に停まったクラシックカーの助手席で、俺おれは思わず叫さけんでいた。

　わかるかこんなもん、と繰り返しながら道路地図のコピーを膝ひざの上に投げ出せば、後ろの座席からしみじみと静かな声が届いた。

「たぶん、地図に載ってないような、小さい道に入っちゃったんだよ」

　だから地図見てもムダじゃないかな。やるせなく語るのは、女じよ装そう趣しゆ味みのある手芸部員にして、一応は祓ふつ魔ま師しでもある俺の友人、楠くすのき持じ郎ろうだ。相変わらず男か女かはっきりしないような外出着だなあと感心していると、持郎の隣となりの席のサニーが「ほんとにもう」と溜ため息いきを吐ついた。

「こんなことなら、おとなしく文ふみ彦ひこの車の後を追っかけてれば良かったのにさあ。あっちは『篦へら鹿じか亭てい』特製のカーナビ付いてるんだから、迷うことなんかないのに。もう、少しでも早く海に着きたいから近道しようって言ったの誰だれだよ」

「サニーだろ」

「へへ、そうでした。……でも、巧たく馬まだって思いっきり賛成したよね？」

　決まり悪そうに頭を掻かきつつも、じろっと俺を睨にらむサニー。う、それは確かにそのとおり。ぴったりしたＴシャツとショートパンツに包まれた健康的なスタイルを前に、おとなしく頭を下げていると、持郎が運転席へと問いかけた。

「ところでエオラさん。電話、繋つながりました？」

「さっぱりですねえ」

　おっとりした声のお姉さんが、明快な一言とともに携けい帯たい電話を耳元から離はなす。今日のエオラさんは、見慣れた白衣ではなく、ノースリーブにジーンズというアクティブな着こなしだ。くっきり表出したプロポーションはもちろん素晴らしかったが、残念そうな表情のおかげで魅み力りよくが半減してしまっている。古代生物の霊れいを操あやつるメディスンマンは、剥むき出しの白い肩を小さくすくめると、クラシカルなデザインの携帯電話をぱたんと閉じた。

「芽め亜あちゃんも鈴すず女めちゃんも文彦も、それから湧ゆうちゃんにも掛けてみましたが、全然繋がりませんでした。電波状態があまりよくないみたいですねえ」

「そうですか……。あ、そうだガーニー。もしかしてお前、このへんの地理に詳くわしかったり」

　駄だ目めもとでぼそっと問いかければ、すかさず車のエンジンが不満げに唸うなった。「詳しかったら迷うかアホ」とでも言いたいらしい。そりゃそうだ。

　ちなみに俺おれたち四人の乗っているこの車、年を経て意思を持った道具や機き械かいの妖よう怪かい──九つ十く九も神がみである。名前はガーニー。文ふみ彦ひこのワゴン車だけでは全員乗り切れなかったので、機械グいレじムりリ妖ン精の血を引く自動車部のメカニック、林はやし暮くれ六むさんから頼んでもらい、こうして来てもらったのだ。頼めば勝手に走ってくれる便利なやつではあるのだが、迷ってしまえば普通の車と変わらない。あーあ、と何度目かの溜ため息いきを吐つきつつ、俺は窓まどの外を見回した。

　右を見れば茂った森、左を見れば険けわしい岩場。一車線のみの細い道路のアスファルトはいい感じにひび割れており、道路標ひよう識しきは赤さびの塊かたまりと化している。人里離はなれた、という形容詞がぴったりくるような、見事に無人の空間だ。

「波の音が聞こえてるんだから、海は近いはずなんだけど……」

「だよね。芽め亜あたち、もう泳いでるかなあ」

　うらやましげにサニーがこぼす。向こうの車に乗っているのは、車の持ち主の文彦に、鈴すず女めさんと芽亜の三人。自前のバイクの湧ゆうも一緒だったので、あの四人はもうとっくに海に着いているだろう。

　ちなみにこの班分けは、じゃんけんと話し合いで公平に決められたものである。俺は「文彦と持じ郎ろうが文彦の車、そして女性陣全員と俺でガーニー」という班分けをそれはもう強く主張したのだが、誰だれ一人相手にしてくれなかったのでした。悲しかったです。

「まあ確かに無茶を言いすぎたとは思うけど……って、そんな回想をしている間にも、刻一刻と水着タイムが減っていくというこの現実！　水泳は苦手だとかなんとか言って渋った鈴女さんを、二時間かけて涙と土下座でどうにか口説き落としたってのに！」

「うーん。こうなったら、仕方ないですわね」

　思わず俺が叫さけんだのと同時に、エオラさんが口を開いた。え、仕方ないって何がですか？　学生組が注目する中、眼鏡めがねの似合う祓ふつ魔ま師しは、ジーンズのポケットから小さなカードを何枚か取り出した。透明なプラスチックに薄い石のカケラのようなものが挟み込まれたカードの中から一枚を選んだエオラさんは、それを窓から空へと投げ上げ、凜りんと通る声を張り上げた。

「ナウ・ゴウ・ジョウ・サア・ナ道　し　る　べ　を　持　た　ぬ　我　ら　に──ウィ・ユウ・ウイン・ゴウ・バそ　の　翼　で　先　を　示　せ！」

　響ひびき渡るメディスンマンの呪じゆ文もん。瞬しゆん間かん、宙に舞まったカードを光るオーラが包みこみ、四肢全てに羽を備そなえた鳥のような奇き妙みような生き物の形を作り出す。カラスほどの大きさのそいつが優ゆう雅がに旋せん回かいする姿を見上げ、サニーは「うわ！」と目を丸くした。

「なっ、何あれ？　鳥？」

「鳥じゃなくて恐きよう竜りゆうじゃなかったっけ？　エオラさんが操あやつられてた時に見た気がします」

「巧たく馬まくん、正解です。私の精せい霊れいの一人、ミクロラプトルのミクラスですねえ」

「ふーん。それにしても、一瞬で精霊を実体化させるなんてすごいよね。あたしも妖よう精せい楽団呼び出せるけど、あれは半実体で透明だし、勝手に動いてくれないもん」

「サニーちゃんとは術の系統が違いますからねえ。私の場合、カードに挟み込んだ化石の切せつ片ぺんが媒ばい介かいになってくれますから。生前の体の一部が存在し、なおかつ、術者が精せい霊れいの本来の姿を内部構造まで正しく思い描ければ、形を為なすのってそう難しくはないんですよ。──さあミクラス、このあたりをぐるっと回って、浜に出る道を探してきなさい」

　優やさしい声での指示を受け、上空の恐きよう竜りゆうは四枚の翼つばさを器用にはばたかせながら飛び去った。なるほど、空から見れば迷うこともないもんな。さすがはエオラさんである。

「普段からいろんな精霊持ってるんですねー。助かりました！」

「うふふ、ありがとうございます。お仕事以外でメディスンマンの力を使うのは、自分的にはちょっとルール違反なんですけどね」

「あ、そうだったんですか？　でも、じゃあなんで」

「今回は特別。だって、私も早く海に行きたいですから」

　持じ郎ろうの質問にきっぱりと答えると、エオラさんは「泳ぐの好きなんですよ」と恥はずかしそうに付け足した。はにかんだようなその笑顔に、俺おれが思わず言葉を失ったのは言うまでもない。

「美人な上にかわいいなんて──それはずるいエオラさん！　ずるいですよ！」

「何わけのわかんないことで怒ってるんだよ巧たく馬ま。でもほんと、エオラ、ありがとね」

　なぜか熱あつくなっている俺に呆あきれつつ、サニーは座席にもたれかかった。待ってれば道がわかると知って気が楽になったのだろう、Ｔシャツ姿のネオドルイドはぐーんと背筋を伸ばしながら「楽しみだなー日本の海」とニヤついた。

「家出してくる前から、一度行ってみたかったんだよねえ。確か、海の家があって河かつ童ぱがいてクジラもいて、チャラいサーファーが次から次へとナンパしてくるんでしょ？」

「サニー、いろんなイメージ混じりすぎ。河童もクジラもたぶんいないよ」

「持郎の言うとおり。あと、海の家とナンパもないぞ。メジャーな海水浴場ならともかく、おそろしく辺へん鄙ぴな海岸なんだから。……まあ、そういう場所じゃなかったら、鈴すず女めさんは絶対に来てくれなかったから、結果オーライだけど」

「あら、そうなのですか？　鈴女ちゃん、人前で水着になるのを恥ずかしがるような性格とも思えないのですが」

「ほら、会長って、体中に式しき神がみの封ふう印いん紋もんが刻きざんであるじゃないですか。だから人前では肌を見せないようにしてるらしいんです。水泳の授業もずっと休んでるって」

　首を傾かしげたエオラさんに、持郎がすかさず説明する。うん、そういうことなのです。その事情を知っていた俺は、鈴女さんの水着姿は半ば諦あきらめていたのだけれど──まさか、こんな形で運が巡めぐってくるなんて！　芽め亜あに手紙を届けた謎なぞの人物に、俺は心の底から感かん謝しやした。

「ありがとうございます謎の人……！　どんな方かは存じませんが、地元の人もろくに来ないような海岸を、誰だれも通りかからないような場所を指定してくれたことを、俺は心から──」

　──プアーッ！

　唐突に鳴り響ひびいたクラクションが、俺の独白を遮さえぎった。いきなりなんだとそちらを向けば、派手な黄色のスポーツカーが道路に停まっている。「言ったそばから、誰だれか通りかかりましたわねえ」と苦笑したのは、運転席のエオラさんだ。ですね、と相あい槌づちを打っていると、黄色い車の助手席側の窓まどが開き、甘ったるい声とともにお団子ヘアの美少女が顔を覗のぞかせた。

「すみませーん」

　年齢は俺おれと同じくらいだろうか。大きく胸元を開いた黄色のチャイナドレスが高ポイントだ。しかもよく見ればその隣となり、運転席のサングラスの年上美人、さらには後部座席の小こ柄がらな女の子もまた美しい！　ああ、と息を呑のむ俺の視線の先で、イエローチャイナ（仮名）は「道を聞きたいんですけどお」と先を続けた。

「円えん丈じよう伯はく爵しやく邸ていってどこにあるのか、ご存じないですかあ？」

「俺、下しも野つけ巧たく馬まって言います！　ずっと前から愛あいしてまし──ゴフ！」

「やると思った。あのね巧馬、初対面の人に告白するのはやめようね」

　反射的に車から飛び降りようとした俺を呪じゆ禁ごん士し流の金かな縛しばりの術で捕つかまえながら、持じ郎ろうが呆あきれた声を漏もらした。さすがは友人、俺の動きを読んでいやがる！　固まったまま感心している俺をよそに、サニーは窓から身を乗り出し、大きく肩をすくめた。

「ごめん。知ってれば教えてあげたいけどさ、あたしたちも迷ってるんだよね」

「ええ。そういうことなので、申し訳ありませんが」

「はァ？　なんやそれ」

　唐突に、イエローチャイナの口調がどぎつい関西弁に切り替わった。目を丸くする俺たちを前に、なんとか伯爵邸を探す女性は、露骨に舌打ちをしてみせる。げ、ガラ悪いなあ。

「そういうことなら早はよ言わんかいアホ。時間ムダにしたやないかい！　ほれ、あんたらもぼさっとしとらんで何か言うたれ」

「……一生迷っていればいいのです」

「全まつたくだ。そこで死ね」

　長い前まえ髪がみで目を隠かくした後部座席の少女がぼそりと言い放ち、運転席の美人はビッと中指を突き立てる。え、そこまで言うか。思わず呆れる俺たちを残し、派手な車はぶあーっと走り去ってしまったのであった。えーと、なんだありゃ。

「……なんで道を教えられなかっただけで死ななきゃならんのだ。俺だけが言われるならともかく、サニーとエオラさんに失礼だろ、いくらなんでも」

「卑ひ屈くつなんだか紳しん士し的なんだか微び妙みような意見だね……。でもまあ、世の中には理り不ふ尽じんな人もいるからさ」

「持郎は大人だねえ。ま、忘れちゃえばいいよ。海で泳げばいやなことは流れるって！」

「そうそう。ミクラスもそろそろ戻ってくるはずですから──あら、噂うわさをすれば」

　言葉を句切り、エオラさんが嬉うれしげに空を見上げる。それに釣つられて視線を向ければ、四枚の翼つばさを備そなえた恐きよう竜りゆうが意い気き揚よう々ようと戻ってくるのが見えた。どうやら道を見つけたらしい。

「さすが恐きよう竜りゆう！　そして恐竜使いのエオラさん！　感動しました、俺おれとつきあって」

「はい、謹つつしんでお断りします」

　勢いきおいで告白した俺を優やさしい声がざっくり遮さえぎり、ぶるるるる、と車のエンジンが笑うように鳴り響く。笑うんじゃねえガーニー。
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「さあ！　少々遅れはしたけれど！　ようやく来ました礼れ馬ば野の浜！」

「芽め亜あたちは見あたらないけど、文ふみ彦ひこの車があるってことはここに間違いないんだからね！」

「待っててください鈴すず女めさん、湧ゆう、それに芽亜！　文彦は正直どうでもいい！」

「ムダにした時間を取り戻す勢いで泳いじゃうからね、このやろーっ­­­­­」

　左右を岩場に囲まれた小さな砂浜、礼馬野浜。浜に乗り出して停められたガーニーの前で、海パンの紐ひもを締しめ直しながら叫べば、水着姿も眩まぶしいサニーが合わせて拳こぶしを突き上げてきた。よっぽど待ちかねていたのだろう、言動がいつにも増してハイテンションだったが、派手に体を動かす度たびに水着に包まれた胸が揺ゆれるもんだからたまらない。

　サニーが身に纏まとっているのは、前から見たらワンピース風で後ろから見るとビキニっぽいという、だまし絵みたいなデザインの水着だ。背中の大きく開いた開放的なデザインは、元気なサニーによく似合っていた。似合いすぎていた。

「ほんと、綺き麗れいでかっこよくてセクシーで、最高で……ありがとうございます！　知り合ってから苦節八十五日と十九時間、ようやくサニーの水着を目にすることができた！　やった──やったぞ、見てるか三ヶ月前の俺！」

「へっへっへ、存分に感かん謝しやするが良いぞよ。ねえねえ、持じ郎ろうは感想ないの？」

「うん、かわいいよ。でも、ガーニーの中で着替えるの難しくなかった？」

「ちょっとね。まっすぐ立てないし、背の高いエオラは大変そうだったよ」

「僕ぼくと巧たく馬まは最初から水着を着てたから楽だったけど、女の人はそうはいかないもんね。ガーニーのスモークガラス機き能のうで中は見えないとは言え、そこをなんとかして覗のぞきそうな人も、約一名いたしさ」

「なんだよ、その言い方。今回はちゃんと自分で自分を抑おさえただろ！」

　ぼそっと言い返せば、ハーフパンツ姿の友人は「はいはい」と肩をすくめた。さすが女物の服をばっちり着こなす男だけあって、腰は相変わらずきゅっと引き締まっており、肌もしっかり綺麗だったが、寮りようの風呂で見慣れているので珍しくもないし、そもそも見たいわけでもない。とかなんとか、そんなことを思っていると、ガーニーのドアが静かに開いた。

「お待たせしました」

「おお、お待ちしてましたエオ──」

　着替えを終えて姿を現したエオラさんを見るのと同時に、俺おれは思わず言葉を失った。

　大人なんだから露ろ出しゆつ度控ひかえめの落ち着いた路線だろうと、俺はそう思っていた。思っていたのだけれども、まさか──。

「ま、まさかこんな……大だい胆たんきわまるビキニとは！」

「ふふ。人ひと気けのない海と聞きましたから、少し思い切ってみたのですけれど……。うーん、やっぱり、少し恥はずかしいですわね」

　照れくさそうに微ほほ笑えむエオラさんだったが、その言葉はもはや俺の耳には届いていなかった。最低限の布地と紐ひもだけで構成されたそれは、俺にとって──いや、思春期の男子にとっては、もはや水着というより大たい量りよう破は壊かい兵へい器きであった。視界に映るすべすべの白い首が、豊かな胸が、柔やわらかそうな太ももが、俺の意い識しきを埋め尽くしていく。気が付けば、例によって例のごとく、俺は妄もう想そうを口からぼろぼろ漏もらしていた。

「……照りつける太陽、どこまでも続く青い海と砂浜、『つかまえてごらんなさーい』と響ひびく笑い声、不自然なまでにぽろぽろ外れるブラの紐……そして日は沈み二人は」

「一いつ瞬しゆん前まで照りつけてたのに？　えらく日が落ちるの早いなあ。冬かよ」

「そういう細かいところを突っ込まれても──って、誰だれかと思ったら、おっさんか」

　後ろから投げかけられた男の声に、我に返って振り向けば、帽子を被かぶった髭ひげ面づらの青年が、海を背景に手を振っていた。俺たちが到着したのに気づいて呼びに来てくれたらしい。水着ではなくポロシャツ姿の文ふみ彦ひこは「おっさん呼ばわりはないだろ」と俺を睨にらむと、サニーやエオラさん、持じ郎ろうたちに向き直り、大おお仰ぎように一礼してみせる。

「ようこそいらっしゃいました。……それにしてもエオラ、またずいぶん思い切った姿だね。その水着は初めて見るけど、わざわざ新しいの買ったのかい？」

「せっかくの海ですからねえ。文彦こそ、どうして着替えていないのですか」

「パートナーなんだから知ってるくせに。俺は基本インドア派で、体動かすの苦手なの。浜辺でのんびり一服してるほうが性に合ってるのさ。ちょうどゆっくり考えたいこともあったしね。こないだ鈴すず女めちゃんが退治した魔ま犬けんの破片の分ぶん析せき結果が──」

「わあ、若くないなあ。そういうことだからおじさんって言われちゃうんだよ。それより、芽め亜あと鈴女と湧ゆうは？」

　文彦を押しのけるように一歩踏み出し、サニーがあたりを見渡しながら問いかけた。崖がけのように切り立った岩場に囲まれた浜辺には、確かに芽亜たちの姿はない。どこ行ったんだかと砂浜を眺ながめていると、文彦は煙草たばこを取り出し、左側の岩場を指した。

「芽亜ちゃんたちなら、その崖の向こう側。ここからは見えないけど、小さな入り江になってるらしくてね。浅くて波がほとんどないから、鈴女ちゃんの特訓にはちょうどいいって」

「会長の特訓？　なんのです？」

「水泳だよ、持郎くん。あの凄すご腕うで祓ふつ魔ま師しさん、実は泳いだことがないらしくてさ。それを聞いた芽め亜あちゃんが、じゃあわたしが教えてあげますと言い出して、尻しり込ごみする大だい陰おん陽みよう師じを引きずっていったってわけ。ほんと、責任感の強い、いい子だよなあ……。小さいしかわいいし」

　何を回想しているのか、うっとりしながら煙草たばこを吹かす文ふみ彦ひこである。相変わらず偏かたよった嗜し好こうであり、これを相あい棒ぼうにしているエオラさんの苦労が知れるが、そんなことより問題は鈴すず女めさんたちがあの岩の向こうにいるという事実だ！　というわけで気が付けば俺おれは海へ向かって走っていた。

「ちょっと巧たく馬ま？　海に入る前には準備体操を」

「あとでやる！」

　呼び止める持じ郎ろうにそう言い返し、勢いきおい任せに海へ突っ込む。「それじゃ意味ないですよ」と苦笑するエオラさんの声を背中に受けながら、腰ほどまでの深さの水の中を、ざばざばと波をかき分けて走れば、潮しおの香りを漂ただよわせた波がぶつかってくる。太陽にじりじり照らされていた上に、エオラさんとサニーの水着のおかげで内面からも熱あつくなっていた体には、冷たい海水が心地ここち好よかったが、堪たん能のうしているヒマはない。

　──待っていてくださいね鈴女さん！　あと湧ゆう！　ついでに芽亜！

　心の中で叫びつつ、岩場に沿ってぐるっと回る。と、そこには、文彦の言っていたとおり、丸い入り江が広がっており、バタ足の練習に励む長い髪かみの少女と、その手を掴つかんで立つ小こ柄がらな少女の姿が──。

「ぷはっ！　すまない、少し休きゆう憩けいを──ん？　おお、誰だれかと思ったら」

「え？　ああ、巧馬じゃないですか」

　近づく俺に気づいたのだろう、二人の少女が練習を中断して顔を上げる。一人はスタイル抜群の黒髪の持ち主で、もう一人はちんまり小柄。言うまでもなく、鈴女さんと芽亜の二人だ。その姿を視界に捉とらえたその瞬しゆん間かん、俺ははっと息を呑のみ──そして、そのまま絶句していた。

「お……おああ……！」

　オットセイの声のような奇き妙みような呻うめきが、感動のあまり喉のどの奥から漏もれる。背の高い岩に囲まれた入り江の中、対照的な体格の二人が並んで立つ様はなんだか妙に荘そう厳ごんで、その光景だけでも充分に見み応ごたえはあったが、俺の心を打ち抜いたのは、やはり鈴女さんだった。きっかり二分間呻いた後、俺は堰せきを切ったように叫さけびをあげていた。

「う──美しい、美しいですよ鈴女さん！　いつも最高ですが、今日は一段と最高です！　最高の中でも最高ですから──ええと、最さい高こう最さい？」

「裁判所ですか」

「ぼそっと突っ込むな芽亜！　自分でもそう思ったけども！　ああくそ、語ご彙いの少ない自分が恨うらめしい……！　とにかく、背景含めて丸ごと素す敵てきです！　好きです！」

「そ、そうか……？　ありがたい言葉ではあるが──君も聞いただろう、私は全まつたく泳げないのだぞ？　そんな私が水着でいたところで、滑こつ稽けいなだけかと思うのだが」

「何を仰おつしやいますか！　そんなこと言う奴やつがいたら俺おれが許しません！」

　目の前で謙けん遜そんする鈴すず女めさんに向かって、俺はきっぱり断言した。

　ほかに水着を持っていなかったのだろう、身に付けているのは高等部指定の地味な競泳用水着だったが、おかげで鈴女さん持ち前のスタイルの良さが問答無用で表出していた。濡ぬれた黒くろ髪かみ、はち切れそうな胸、星形の封ふう印いん紋もんが浮き上がった細い腕や太もも、目に映る全すべてが、どれもこの上なく素晴らしい。引き締しまっていながらも柔やわらかそうで、かっこよくも美しく、頼り甲が斐いがありながらどこか儚はかなげ。ああ、なんて盛りだくさんに素す敵てきなんだこの人は！

　……とまあ、そんな具合にひとしきり感動を堪たん能のうした俺は、一つ深呼吸を挟むと、ようやくその隣となりの小こ柄がらな少女へ向き直った。

「それに、芽め亜あも──えーと。か、かわいいな」

「思い出したように言い足さなくていいです。お世辞なんかいりませんから」

　ぼそっと言葉を発した俺を、芽亜の紫むらさきがかった瞳ひとみがじろりと睨にらむ。これまた水着を調達する時間がなかったのだろう、中等部の体育用のスクール水着だったが、小学生じみた体型にはむしろよく似合う。露出が少ないのは残念だけど、そこがまた真ま面じ目めな芽亜らしいというかなんというか。そんなことを頭の中でごちゃごちゃ考えながら、俺は慌あわてて首を左右に振った。

「いやいやいや、お世辞なんかじゃないっての。鈴女さんにぐわーっと感動したのも事実だけど、芽亜は芽亜でなんかこう、別ベクトルのだな」
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「ベクトル？　何が言いたいんですか？」

「それを今まとめてるんだからちょっと待て！　つまり、芽め亜あには芽亜の、じわっとくる良さがあるわけで、俺おれは、その感じも嫌きらいではなく……いや、その感じ『も』ってのは違うか。その感じ『が』のほうがいいのかな？」

　声がどんどんしどろもどろになっていく。鈴すず女めさんやサニー、エオラさんの場合は、興こう奮ふんに任せて思うまま口から言葉が出たのだが、芽亜はなんだか勝手が違うのだ。正面切って褒ほめるのがやたらと照れくさく、そんでもって恥はずかしい。

　そもそも、鈴女さんと芽亜の水着をセットで見せられている時点で俺の理性は崩ほう壊かい直前まで来ているわけで、この状態で言葉を選んで話すのはかなり難しいのである。えーとえーとと頭を悩ませた挙あげ句く、俺は開き直ったように「だから！」と叫さけんだ。

「つまりその要するに！　芽亜はかわいいんだよ！」

「え？　そ、それ──ほ」

「ほんとだ！」

　芽亜の「本当ですか」と聞き返す癖くせを先読みし、すかさず反論を被かぶせる俺。と、それを聞いた芽亜は、面食らったように目を見開き、慌あわてて顔を背そむけてしまった。

「や、やめてくださいよ、恥ずかしい……！　会長の見てる前なんですよ？」

「私のことなら気にしてくれなくていいさ。それとも何かい、宵よい待まちくんは、下しも野つけくんに褒められるのが嫌いやなのかな？」

「え？　そ──そんなことは、うう……な、ない、ですけれども……」

　語尾がか細くなっていき、それに応じて芽亜の白い肌がかあっと赤く染まっていく。その姿を見たとたん、既すでにビートアップしていた胸がどくんと大きく跳はねやがった。

　ああもう、いつものことながら、照れる姿がかわいすぎるだろ、俺の相あい棒ぼうは！　顔がどんどん熱あつくなり、意い識しきがふわふわ遠のいていく。このままでは海に倒れ込みかねないと悟さとった俺は、強引に話を変えることにした。

「しかし何を話せば──そうだ！　湧ゆうは？　文ふみ彦ひこはこっちに来てるって言ってたけど」

「え？　ゆ、湧さんですか？　湧さんなら、しばらく会長の練習に付き合った後、一泳ぎしてくるって沖に行っちゃいましたけど……。すごく泳ぎが上う手まいんですよ」

「うむ。さすがはセイレーンの血を引いているだけはあるな。変身せずともあれだけ自在に泳ぎ回れるとは──それよりも下野くん、大丈夫か？　なんだかふらふらしているが……」

　俺の状じよう態たいが気になるのだろう、鈴女さんが不安げに俺へと近づき、手を伸ばしてきた。濡ぬれた水着が、立派なおっぱいが、どんどん視界を占せん領りようしていき、同時に意識が遠のいていく。ああ駄だ目めです、それ以上は！　困こん惑わくする俺に向かって、鈴女さんはどんどん歩み寄ってくる。そして「具合が悪いなら、無理しないほうが」の声とともに、柔やわらかくしなやかな細い指がそっと俺の頬ほおに触ふれた、その瞬しゆん間かん。

「──愛あいしています！」

　思いの丈を叫さけびながら、俺おれは、意い識しきを失ったのだった。ごめんなさいもう無理です。

「し、下しも野つけくん？　どうした、しっかりしろ！」

「駄だ目めです会長！　会長が抱き起こすとたぶん巧たく馬ま幸せすぎて死んじゃいますから！」
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「──くま？　おい、起きろ、巧馬」

「……うーん……むにゃむにゃ……悪いけど、今、鈴すず女めさんにからみついたタコを引きはがすのに忙しいので……これはその、不可抗力ですから！　ああ太ももが柔やわらかい……」

「なっ！　ええい、また破は廉れん恥ちな寝言を……！　い、いい加減に起きないかっ！」

「それにこのむっちりとした──え？　は、はいごめんなさい俺が悪かったです！」

　聞き慣れた怒声が耳に響ひびき、俺は反射的に謝あやまりながら上半身を跳ね上げた。

　どうやら砂浜に寝かされていたらしいが、状況がよくわからない。夢ゆめ見み心地ごこちのぼんやりした頭のまま、顔を右に向ければ、不安げにこちらを見つめるショートカットの美少女──ではなく、ショートカットの人魚と目が合った。

「おおう」

　自然と漏もれる感かん嘆たんの声。健康的でスレンダーな上半身に、青い鱗うろこに包まれた魚のような下半身。胸を隠かくすブラが、カジュアルな普通の水着であることを除けば、昔話やファンタジーに出てくる人魚の姿そのものだ。その美しい姿に、俺は思わず息を呑のんで見み惚とれ──そして同時に首を捻ひねった。

「なんでこんなところに美人の人魚が……？　待てよ、もしかしてこれ、夢ゆめの続きか？」

「……夢？　いったい何を」

「だとしたらこんなチャンスは逃のがせないな！　初めましてマーメイドさん、俺、下野巧馬です！　ずっと前から愛してました！　さあ、思いっきり愛し合いましょう！」

「言って──え？　お、おいこらっ！　やめないか！」

「大丈夫、太陽しか見ていないから──ぎゃふ！」

　がばっと起き上がって抱きつこうとした俺に、人魚の少女は一いつ瞬しゆん顔を赤くして硬こう直ちよくしたが、すぐさま我に返り、引き締しまった尻しつ尾ぽを振り抜いた。見かけによらない豪ごう快かいな一いち撃げきで俺を弾はじき飛ばすと、意外に荒っぽいマーメイドは「しっかりしろ！」と声を発した。

「いつまで夢を見ているつもりだ！　わたしだ、わたし！」

「いや、わたしと言われても、あいにく人魚に知り合いは」

「だからわたしだと言っている！　セイレーンの血を引く先祖返りフラツシユバツクの、羽う那な原ばら湧ゆうだ！」

「へっ？　──って、ああっ、言われてみれば確かに湧！　……しかし、なんで下半分だけ魚なんだよ。前にセイレーンに変身した時は、上半身が鳥っぽくなってたろ？」

「先日、半分だけ変身するコツを覚えたのだ。海に潜もぐるには、この姿の方が都合がいい」

　少し自じ慢まんげに告げると、湧ゆうはぴちぴちと魚っぽい下半分をくねらせた。

　まあ確かに、泳ぐには鳥の羽毛は邪じや魔まだろう。便利なもんだな、と感心しながら、俺おれは改めて目の前のマーメイド──ではなく、セイレーンの下半身を見つめた。その熱ねつ心しんな視線に違い和わ感を覚えたのか、湧が小さく首を傾かしげる。

「……どうした巧たく馬ま？　この脚あしがそんなに珍しいか？　以前見たこともあったろう」

「だって、あの時は夜だったし、よく見えなかっただろ？」

「それはそうだが、そんなに熱心に見るようなものでもないと思うぞ」

「何を言う！　ノーパン美少女の下半身を見る機き会かいなんてそうそう──がふっ！」

　再び尾の一いち撃げきが炸さく裂れつし、俺の体が宙に舞まう。ぶざまに砂浜に突き刺さる俺にこの上なく蔑さげすんだ視線を向けながら、下半分は素っ裸の同級生は「見み損そこなったぞ！」と吼ほえた。

「女好きと知ってはいたが、それはさすがにアウトだぞ！　一時の気の迷いとは言え、こんな男に惚ほれそうになったことがあるとは、この羽う那な原ばら湧、一生の不覚……！　いくらなんでも魚に興こう奮ふんするのはな、それは人の道を外はずれすぎだ！」

「違う！　今回は相手が湧だからだよ！　水族館とか魚屋でドキドキするような変へん態たいじゃないからな、俺は！　人魚は確かに半分が魚だけどデザイン的には人間に近いからオッケーなわけで、これがたとえば人と魚の配分が逆ならさすがに俺も興奮しづらいと思うけど、がんばればなんとか行けるかどうか、それはちょっとやってみないとわからない」

「……力説中に申し訳ないですが、よろしいですか？」

「そう、だからよろしいんだ──って。……え？」

　湧に必死に弁明する俺に向かって、冷たい声が飛んでくる。それに釣つられて振り返れば、スクール水着の芽め亜あが呆あきれた顔で立っていた。なんだ、芽亜もいたのか。どうしたんだと尋たずねる間もなく、小こ柄がらな相あい棒ぼうは、足下の砂浜を指さした。

「実は、この子がさっきからわたしを呼んでるみたいなんですよ」




「……うん。間違いなく、芽亜に反応してるな。何度試しても、芽亜がどこかに行こうとする度たびに、必死に先回りしようとしてる」

「でしょう？　わたしも最初は偶ぐう然ぜんかなと思ったんですが」

　そう言いながら芽亜が指し示した先では、十センチほどの四つ足の動物が、砂浜の上をちょろちょろと走り回っていた。燃もえるように真っ赤なウロコはほんのり発光しており、全身からは蒸じよう気きが絶え間なく噴ふん出しゆつしている。

「しかしこいつはなんなんだ？　新種のトカゲ？」

「見た目はそんな感じですけど、魔ま物ものの一種だと思うんです。魔力が感じられますから」

「ふむ。どうやら芽め亜あをどこかへ連れていきたいようだな」

　そう言いながら、湧ゆうが会話に加わってくる。俺おれが芽亜と話している間に元の姿に戻ったようで、へそから下はしっかり人間で、水着もしっかり着用済みだ。その姿はもちろんかっこよくてかわいいのだが、もったいなく感じてしまうのはなぜだろう。そんなことを心の端はしで考えながら──口に出すと怒られることくらいは学習済みだ──俺は「確かに、案内したそうだな」とうなずいた。ちょっと進んでは振り返るその仕草は「こっち来てよ」と訴うつたえてるように見えるのだ。

「で。こいつ、どうする？」

「どうするって巧たく馬ま……。今回、海に来た理由、忘れてませんよね」

「理由ってそりゃあみんなの水着を心の底から堪たん能のうするため」

「……はい？」

「ではなく！」

　芽亜の両眼が怒りと呆あきれでギラリと光ったのを見た瞬しゆん間かん、俺は慌あわてて言葉を飲み込んだ。小こ柄がらで年下でもさすがは悪あく魔ま、本気になった時の迫力は大したもんだ。危ない危ないと自分に言い聞かせながら、記き憶おくを探る。えーと、そもそものきっかけは……。

「そうそう。確か、夕ゆう星づつさん宛あてにここに来いって手紙が届いたから──って、待てよ？　魔力があるってことは、もしかして、このトカゲが差出人……？　えーと初めまして、芽亜の契けい約やく者しややってる下しも野つけです」

　慌てて深く頭を下げたが、トカゲは全まつたく無反応だった。あれ、もしかして日本語通じない方なんだろうか。首を傾かしげる俺の耳に、芽亜の呆れた声が届く。

「話は最後まで聞いてくださいよ。この子、たぶん手紙をくれた方の使い魔です」

「はー、なるほど。じゃあこいつに付いていけば、謎なぞの誰だれかさんに会えるってわけか」

「だといいんですけどね」

　俺の言葉にうなずきながら、芽亜がトカゲに続いて歩き出す。しゃかしゃかと沖とは逆の方向に進む小さな使い魔を見下ろしながら、俺は湧へと問いかけた。

「そう言や、俺が気絶してた間に鈴すず女めさんたちはどっか行ったのか？　もし魔物が襲おそってきたりした場合、自じ慢まんじゃないけど、俺はあてにならないぞ。誰か呼んできたほうが」

「しかし、みんな沖へ出てしまったからな。戻ってくるのは当分先だぞ」

「そうそう。サニーに引っ張られて、みんなで沖へ遠泳中なんです。湧さんから、沖のほうが波が低くて泳ぎやすいし水も綺き麗れいだって聞いたら、我が慢まんできなくなっちゃったみたいです」

「なるほどなー。あれ、じゃあ芽亜と湧はなんで残ってるんだ？」

「手紙のこともありますし……巧馬を放ほうっておくのもどうかなと思ったので」

「あ、気き遣づかってくれたのか？　それはありがたいけど、鈴女さんにも残っててほしかった──って、鈴女さんも沖に行ったのか？　あの人泳げないのに？」

「会長なら水中用のカニみたいな式しき神がみ出して乗っていきましたよ」

「そんな裏うら技わざが……！　ほんとになんでもありだな、星ほし御み門かど家式神シリーズ」

「それについては同感だ。お、こっちだぞ」

　しみじみとうなずきながら、トカゲの後を追う俺おれたち。やがて小さな案内人は、砂浜を囲む岩場へとたどりつき、細い石段を登り始めた。

「へー。崖がけの上には行けないと思ってたけど、こんなところに道があったんだな」

「ですね。サンダル履はいてきて良かったです」

「だが、いったいどこまで連れていくつもりだ？」

　湧ゆうが漏もらした言葉に、俺たちは不安げに顔を見合わせた。なにしろ三人とも水着なので、俺としては心こころ躍おどることこの上なく、湧の引き締しまったスタイルも、芽め亜あの小こ柄がらながら愛あいらしい──もとい！　ええとその、つまり、とにかく！　あんまり海から離はなれたくはないのだ！

「……巧たく馬ま。いまエッチなこと考えてましたね」

「げっ！　なんでわかった？」

「勘かんです」

「というか、巧馬は二十四時間常にそういうことを考えているだろう」

「そんなに多くないぞ湧！　せいぜい一日の九割だ」

「充分多い──などと言ってる間に、到着したようだな」

　湧のその一声に、俺たちは揃そろって立ち止まった。

　砂浜を囲んだ崖の上まで連れてこられた俺たちの前には、豪ごう奢しやな造りの古い洋館が雄お々おしくそそり立っていた。なんとも異様なその雰ふん囲い気きに、むきだしの背中がぞくりと冷える。半開きの扉の前では、赤いトカゲが「どうしたの？」と言いたげに足を止めていたが、ほいほい入れる空気ではなかった。

「ほう。下からでは見えなかったが、こんな目立つ建物があったのだな」

「しかし……な、なんだか、不気味ですね。幽ゆう霊れい出そうです」

「悪あく魔まが幽霊怖がるなよ」

　そう言ってはみたものの、芽亜の気持ちもよくわかる。本来は赤かったであろう外がい壁へきの煉れん瓦がはヒビだらけで黒ずんでおり、尖とがった屋根はところどころが崩ほう落らくしていて、庭は草がぼうぼうという有様なのだ。玄関の脇わきには、この館やかたの主の名前だろう、「円えん丈じよう」の二文字が刻こく印いんされており──。

「ん？　『円丈』って、どっかで聞いたような。というか聞かれたような……？」

「何を悩んでるんです巧馬。ほら、行きますよ」

「ほいほい、了解──って。え？　入るの？　マジで？」

　おろおろと問いかければ、スクール水着姿の相あい棒ぼうは「当然です」と断言し、湧ともども扉とびらの中へと進んでいく。仕方ないので俺は慌あわてて後を追い、玄関から続く廊下に足を踏み入れた。窓まどが塞ふさがれているのか日当たりが悪いのか、館やかたの中は薄うす暗ぐらかったが、幸い先せん導どう役のトカゲはほんのり発光しているので、見失うことはない。

「しかし水着で家の中に上がり込むのって、落ち着かないよな」

「なんだか不安になりますよね……って、く、くっつかないでくださいよ！」

「え？　いやいや、くっついてきたのは芽め亜あのほうだろ！」

「わたしが見る限り、二人とも同時に近づいていたが」

　口こう論ろんする俺おれと芽亜に、湧ゆうが冷ややかな声を投げかける。それを聞き、芽亜は顔を真っ赤にしてそそくさと俺から離はなれてしまい、こっちも恥はずかしいやら情けないやらで言葉が出ない。そんな俺たちのやりとりを聞いているのかいないのか、トカゲは長い廊下をどんどん進み、やがて突き当たりの扉とびらの前でドロンと姿を消してしまった。

　どうやら案内の役目は終わったってことらしいが──それはつまり、ここがゴールってことか。よし、と深呼吸してドアノブに手を掛けると、俺は傍かたわらの相あい棒ぼうへと問いかけた。

「なあ、芽亜。念のために聞くけど、魔ま力りよくとか感じるか？」

「それが、全然。……ただ、ベテランの魔物には魔力の気配を消せる人がいますから」

「ジェイムズさんがそんなことを言っていたな。ふむ、ということは──」

　心細げに湧が言葉の先を飲み込んだ。つまり、この先にいるのは無力な誰かか、あるいはかなり手て練だれの悪魔かどっちかだな、と言いたいらしい。全まつたく役に立たない予測ではあるが、ここまで来て帰るわけにもいかないか。仕方なく、俺は芽亜と湧に視線で合図すると、ノブを静かに回した。

「よし、開け──っと、待った。……なあ、初対面の相手に水着って失礼じゃないかな」

「何を今さら心配しているんだ。ここまで来て引き返すほうが無礼だぞ」

「そうですよ。巧たく馬まが開けないならわたしが」

「ストップ！　相手の素す性じようもわかんないのに、芽亜を先に行かせられるか！　えーと、というわけで、下しも野つけ巧馬、入りま──おお」

　そして古びたドアを引き開けた瞬しゆん間かん、俺は言葉を失った。

　俺に続いて部屋を覗のぞき込んだ芽亜と湧もまた、同じく目を見開き、口を押さえて黙だまり込んでいる。まあ、いきなりこんな光景が現れたら、誰だれだってそうなるよな。何しろ綺き麗れいでおそろしく荘そう厳ごんなんだから……と、心の端はしっこでそんなことを思いながら見つめる先、薄うす暗ぐらく、だだっ広いホールの中央のソファーには──。

「ようやく来おったか、夕ゆう星づつ。五十年振りというのに、待たせおって。危うく、命が尽きるところじゃったぞ」

　──赤く輝かがやく一羽の鳥が、ゆったりと横たわっていたのだった。

「相変わらずのんびりした登場じゃのう」

　体長は二メートルほどだろうか。嘴くちばしから漏もれる艶つややかな声こそ女性のものだったが、鷲わしと鶴つると孔く雀じやくを合わせたような姿を見る限り、種類はともかく鳥であるのは間違いなかった。

　全身を燃もえるような赤と金の羽毛で覆おおい、長く伸びた尾羽はエメラルドブルーに輝かがやいている。ぽかんと見入ったままの俺おれたちを前に、赤く大きなその鳥は物もの憂うげに長い首を振り、苦笑混じりに先を続ける。

「お主らしいとは思うが、待たせすぎじゃ。そろそろ、時間切れになるところであったぞ。全まつたく、お主は昔から──ん？　……お主、よく見れば、夕ゆう星づつではないな」

　鳥の声がいきなり止まった。

　ようやくこっちが招待した相手じゃないと気づいたらしい。閉じかかっていた瞳ひとみをゆっくり開き、輝く視線で俺たちを射い竦すくめながら、輝く鳥は訝いぶかるように声を発した。

「妾わらわの使い魔まがここへ導みちびいたところを見ると、夕星と無関係とも思えぬが……。あやつはどうした？　そして、お主らは……？」

「母は亡くなりました。わたしは夕星の娘で、芽め亜あと言います」

　鳥の問いかけに凜りんとした態たい度どで応じながら、芽亜が一歩進み出る。その静かな回答に、鳥はソファーに横たわったまま、ぴくりとまぶたを動かした。

「……死んだ？　あの、見かけとは裏うら腹はらな実力者がか？　まさかそんな──いや、愚ぐ問もんじゃな。夕星が地上のどこかにいれば、妾の命を受けた火ひ蜥蜴とかげは、そこへと文ふみを届けたはず。それをせずに、やむなく最も魔力の反応が近かった相手を招いたということは……」

　そこでいったん言葉を句切り、真っ赤な鳥は黒い瞳を芽亜へと向けた。そういうことなのだな、と視線で確かく認にんしながら、夕星さんの古い知人は重たい声をぽつりとこぼした。

「そうか……。あやつは、もう、どこにもおらぬというわけじゃな……」

　夕星さんを回想するように、赤い鳥は寂さびしげにか細い溜ため息いきを落とした。しかしこの人──というかこの鳥さん、さっきからソファーに横たわったまま体が全く動いていないが、もしかしてかなり弱っているのだろうか。そう言えば「命が尽きる」とかサラッと言ってたしなあ。ふと不安になったので、隣の湧ゆうに尋たずねてみたら「わたしにわかるか」と怒られた。

「初対面の鳥の体調などわかるわけないだろう。しかも相手は魔物だ」

「だから聞いてるんだよ。セイレーンって鳥系の魔物だから、仲間みたいなもんだろ」

「いや、どっちかというと魚だぞ。というかな、わたしは人だ人！」

　鳥と向き合う芽亜の後ろで、ひそひそとやりあう俺と湧。と、それを聞きつけたのか、鳥さんは首を傾かしげながら芽亜へ「もし」と問いかける。いちいち言葉が古風な鳥だ。

「夕星の娘──芽亜と言ったか？　後ろの二人は、魔物ではないようじゃが……従者かえ？」

「じゅ、じゅうしゃ？　いえ、そんな！　友人の湧さんと──ええと、相あい棒ぼうの巧たく馬まです」

「初めまして、羽う那な原ばら湧と申します」

「そんでもって下しも野つけ巧馬です。……おい芽亜、俺の紹介の時、ちょっと言葉を選んだだろ」

　小声でぼそっと言い足せば、芽亜は慌あわてて振り返り「仕方ないでしょう」と俺を睨にらむ。鳥さんはそんなやりとりを微ほほ笑えましく見つめていたが、ややあって思い出したように口を開いた。

「おお。名乗られたからには、返すのが礼れい儀ぎじゃな。妾わらわは、フェニックスのエルハーム」

「フェニックス？　ああ、それなら知ってます。火の鳥で不死鳥なアレですよね」

「ちょっと巧たく馬ま！　アレって言い方は失礼ですよ！」

「そ、そうだ！　わたしでさえ名を知っているくらいだ、相当高名な魔ま物ものだぞ！　だいたい初対面の相手にそのノリはないだろう！　も、申し訳ありません、エルハームさん！　連れが礼儀をわきまえておらず……」

　フェニックスさんに気軽に近づこうとした俺おれを芽め亜あが押しとどめ、湧ゆうがぺこぺこ頭を下げる。赤い翼つばさの鳥は、そんな俺たちをきょとんと見守っていたが、すぐに「構わぬよ」と苦笑した。

「気を遣つかわれるのは逆に苦手でのう。……そう、確かに妾は、そこな少年の言うところの『アレ』じゃな。永遠に生き続ける炎の鳥、その血を啜すすり肉を喰くろうた者を不老不死に変えるという伝説の火の鳥。それが妾じゃよ」

「不老不死に変える……？　まあ、ゲームとか映画ではそんな設定でしたけど……それ、ほんとなんですか？」

　まさかこんなところで聞くとは思わなかった単語を耳にして、訝いぶかるように尋たずねる俺。と、エルハームと名乗った鳥はやんわりと首を左右に振った。

「期待しておるなら悪いが、俗ぞく信しんじゃな。確かに、不死鳥の体たい組そ織しきは、生物の体を少々丈夫にすることはできるものの、その身をサラマンダーへと変えてしまうのじゃ」

「サラマンダー……？」

「うむ。炎の力を宿した怪かい物ぶつの総そう称しようじゃよ。全身から猛もう火かと熱ねつ気きを絶え間なく噴ふき出し、その体表は、数千度の高熱にも耐えるよう、岩のように変質してしまう。そんな異様な姿に変わってしまうのを見るのは、たとえ憎にくい祓ふつ魔ま師しであっても心が痛むし……それに何より、血肉を取られる妾が痛い」

　すごく正直な感想である。でしょうね、と三人揃そろってうなずく俺たちを前に、フェニックスは「そんなわけでな」と先を続けた。

「なるべく人間には関かかわらぬようにしておったが、いつの間にか、妾の血肉が不老不死の妙みよう薬やくという話だけが広まってしまってのう……。おかげで、欲の皮の張った馬ば鹿か者ものどもの襲しゆう撃げきが後を絶たぬ。全まつたくもって面倒なことよ」

　いろいろ苦労したのだろう、重たい溜ため息いきを吐つくエルハームさんである。フェニックスも大変ですねえと同情していると、芽亜が一歩近づき、そしておずおず口を開いた。

「あ、あの……母とは──夕ゆう星づつとは、どういったご関係だったんですか？」

「夕星とは、三百年来の友であったよ。特に、百年ほど前、ほとんどの魔物たちが《あちら》へ渡ってからは、お互い知人の少ない身、仲良くしていたものじゃ」

「はー、なるほど。しかし、なんでエルハームさんは行かなかったんです？」

「《あちら》行きのきっかけは、人間たちの魔ま物もの狩りが活発化したことというのは知っておろう？　つまり、死にたくない、狩られたくないからこそ、魔物たちはこの時空を捨てたわけじゃが──妾わらわの場合、その心配は不要だったのじゃよ」

　俺おれの問いかけに、エルハームさんが苦笑する。口調こそ時代がかっているが、割合話しやすい人──というか鳥である。それだけに体調が悪そうなのが心配だな、と見つめる先で、不死鳥は「何しろ」と言葉を続けた。

「妾は、殺されても死なないという特性を有した魔物じゃからな。狩られ、殺される心配とは無む縁えんじゃった」

「ああ、そっか！　不死鳥ですもんね！　そりゃ死なないですよね！　便利だなあ」

「ちょっと巧たく馬ま！　その言い方は失礼ですよ！」

「構わぬ、構わぬ。……あと、それに、いくら《あちら》が間違いなく安全とは言え、先に進まぬのはな……。どうも、妾の好みとは合わぬ」

「『先に進まぬ』？　えーと、それってどういうことです？」

「なんじゃ。お主ら、《あちら》のことを知らぬのか。しかし、それにしても巧馬とやら」

　きょとんと目を丸くしたエルハームさんが、ふいに俺へと顔を向けた。はいはい、なんでしょう。かがみこんで視線を合わせば、年老いた不死鳥は苦笑しながら声を発した。

「お主、ずいぶんフランクな男じゃのう……。気を遣つかうなとは言うたものの、ここまで軽く接してきた人間はお主が初めてじゃ。何しろ、今まで出で会おうた人間は、目の色を変えて血肉を求めるか、恐れおののくか、そのどちらかじゃったからなあ」

「へー。そうなんすか」

「そうなんじゃよ。一応古代エジプトでは神じゃからな、妾」

「かっ、神様？　そんな偉えらい人を……すみません！　この人、ほんとに礼れい儀ぎ知らずで……！　ほら巧馬、謝あやまって！　早く！」

「良い良い。しかし芽め亜あ。お主のその性格、夕ゆう星づつとは正反対じゃなあ。あやつは礼儀も何もあったものではなかったぞ？」

　強引に俺に頭を下げさせる芽亜を見て、くすくすと笑い声を漏もらすエルハームさん。あんな母で申し訳ないです、と縮ちぢこまる芽亜を前に、赤い翼つばさの不死鳥は「お主が謝ることではなかろう」と微ほほ笑えみながら先を続ける。

「それにつけても懐なつかしいのう。夕星の奴やつが、いつもの気まぐれで、極きよく東とうの島国へ渡ると言い出してから、半世紀ほどは会うておらんかったが、まさか、亡くなっていたとは……。やはり、祓魔師ハンターの仕業か？」

「……はい。五年前に」

　こくりと首を縦たてに振る芽亜。ウロボロスの印を手の平に刻きざみ、仮面で顔を隠かくしていたという、例のハンターのことを思い出しているのだろう、スクール水着の小さな背中が細かく震ふるえている。その言葉に、エルハームさんは残念そうに首を振った。

「夢む魔まは不老ではないものの、魔ま物ものの中でも寿じゆ命みようの長い種族。それ故ゆえに、まだ当分生きられたはずじゃったが……あの気楽な笑みをもう見られぬかと思うと、残念じゃ」

「写真でしか見たことありませんけど、綺き麗れいな人だったんですよね」

　不死鳥の漏もらす重たい声に、俺おれは静かに同調し、同時に、以前芽め亜あに見せられた夕ゆう星づつさんの写真のことを思い出していた。二十代前半にしか見えなかったけど、あれで数百歳ってんだから魔物はわからない──って。

「……なあ芽亜。ちょっといいか？　今さらだけど、お前も夕星さんと同じ夢魔だよな？　ってことは、やっぱり寿命は何百年も……？」

「どうしたんですか急に。それはまあ、わたしも母と同じ種族ですから……」

「何？　そうじゃったのか？」

　小声で応じた芽亜の声に、エルハームさんが割り込んだ。首を小さく傾かしげると、年老いたフェニックスは友人の娘をまっすぐ見つめ、弱った声で先を続ける。

「初めて見た時から、別の種族か人間との混血だと思うておったが、純じゆん粋すいな夢魔じゃったか。妾わらわの目も衰おとろえたのう……。しかしお主、欲望を掻かき立ててそれを喰くらう魔物──夢魔にしては、何かこう、ずいぶんと……その、どう言えばいいものか、背丈や、見た目が……」

「ああ、要するに色気に欠けるってことですよね。わかります、わかります」

「はっきり言わないっ！　せっかくエルハームさんが気を遣つかってくれてるのに！」

　思わず相あい槌づちを打った俺を、芽亜がキッと睨にらみ付ける。そんな俺たちを前に、エルハームさんは「まあ、そんな感じじゃ」とお茶を濁にごすと、再び芽亜をしげしげ眺ながめた。

「となると、ずいぶん変わり種の夢魔なんじゃな、お主は……。確か、夢魔は生まれた時から死ぬまで、容よう姿しは変わらんはずじゃがなあ」

「え。じゃあ芽亜──お前、生まれた時からその身長なのか？」

「小学校入学前からその姿だと、さぞいろいろあっただろう……。苦労したのだな、芽亜」

「そ、そんなわけないでしょう。普通に育ってきましたし、今も成長中ですよ！　湧ゆうさん、勝手に人の過去を想像して泣かないでください！」

　驚おどろく俺と同情する湧に、慌あわてて芽亜が反論する。それを聞いたエルハームさんは、納得がいかないのか、大きく首を捻ひねり、「だとすると」と何かを言おうとしたが──その首が、ふいにどすんとソファーに落ちた。ごほ、と大きく咳せき込むフェニックスに、芽亜が慌てて駆かけ寄る。

「え──エルハームさん？　大丈夫ですか？」

「……あいにく、あまり大丈夫ではないのう。達者な頃であれば、人の姿に転じて酒と料理でもてなしておったが、今や、首をもたげることさえできぬとは──いやはや、情けない」

　尖とがった嘴くちばしから、弱々しい声が微かすかに漏れる。不安げに顔を見合わせる芽亜と湧、そして意味もなくおろおろする俺を見回すと、弱ったフェニックスは「せんないことじゃ」と笑った。

「病や怪け我がなら手立てもあろうがな。寿じゆ命みようが近づいておるのじゃ、仕方ない」

「寿命って──不死鳥なのに？　いやでも、死なないって自分で言ったじゃないですか！」

「確かに不死ではあるが、不死にもいろいろあるのじゃよ。そのために、夕ゆう星づつに文ふみを送り、百年ほど前、円えん丈じようの名で購入しておいた、この館やかたを訪れたのじゃ」

「ああ、だから玄関の表札が『円丈』だったわけですか」

　なるほど。このお屋や敷しき、エルハームさんの持ち家だったわけか。百年前に建てた家だってんなら、ボロボロでも当然だ。

「つーかむしろ、よくちゃんと残ってたなって話だよなあ」

「確かに。しかしエルハームさん、どうして今になって、芽め亜あの母はは君ぎみを呼んだのです？」

「おお、そう言えばまだ用件を言うておらんかったな」

　湧ゆうの問いかけに、弱ったフェニックスが思い出したようにうなずいた。エルハームさんはぐるりと俺おれたちを見回すと、やれやれと言いたげに自じ嘲ちようする。

「すまぬ。歳としを取ると、つい、どうでもいい話が長なごうなってしもうてのう……。夕星のこと、《あちら》のこと、話したいことはまだまだあるのじゃが、そろそろ本格的に時間がなくなってしまいそうじゃな、うむ。では、手短に説明を──」

　と、長い前置きを経て、ようやく本題に差し掛かった、その時だった。

　──ドオオオオオオオオオン！

　唐突に響ひびく破は砕さい音おん。同時に、ホールの壁かべが、派手に吹っ飛んで崩ほう落らくした。

「え」

「か……壁が？　なくなっちゃいましたよ！」

「見ればわかる！　しかし、いったい何が」

　唐突な展開に、俺たちはおろおろ顔を見合わせる。と、そこに、よく通る声が響き渡った。

「やっと見つけたでえ、伝説の不死鳥、フェニックス！　ＥＸＩＴランキング八百八十八番、この黄ホアン・ガーベラ様が来たからには、もう逃げられんと思え！」

「……同じく、九百九十九番、久く志し灘なだ葵あおいなのです……。不老不死の妙みよう薬やくたる不死鳥の血肉……今日こそは、必ず頂ちよう戴だいするのです……」

「そんでもって、七百七十七番、スカーレット・シンクだ。面倒は嫌きらいな性分でな、とっとと片を付けさせてもらう」

　わかりやすい自己紹介とともにぞろぞろと姿を現したのは、独特な服ふく装そうの少女たちだった。

　黄色いチャイナドレスの関西弁元気ガールを筆頭に、青い袴はかまのやや小こ柄がらで陰いん気きな巫み女こさん、そして真っ赤な僧そう衣いを纏まとったスタイル抜群で男言葉のシスターの、計三人。名乗りを聞く限りは、エルハームさんを狙ねらってやってきたハンターらしい。体格もテンションも色も三者三様だが、それぞれ別ベクトルの魅み力りよくに溢あふれた祓ふつ魔ま師したちを前に、俺は思わず言葉を失い──そして、「ああ！」と唸うなりをあげていた。

「せっかくの美少女トリオだってのに、どうしてこんなふうに出会ってしまったんだ！　エルハームさんを狩りに来たハンターなんかじゃなければ、いや、せめてもっと早く出会っていれば、愛あいし合うこともできたはず……って、待てよ？　なあ、もしかして、ほんとにどっかで会ってないか？」

「……は？　何を言うとんねんこいつは。つか誰だれやねんジブン」

「そうか、その関西弁！　ここに来る途中に道を聞いてきた女の子……！」

「ああ！　そういうお前は、さっきの車に乗っとった役立たずかいな！　つーかジブンら、なんでこんなところで水着でおるんや？　あれか、魔ま物ものを半裸で囲むのが趣しゆ味みなんか。いわゆるひとつの変へん態たいさんか。おー怖こわ」

　身を乗り出した俺おれを前に、黄ホアンと名乗ったチャイナガールは露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。いやいや、どんな趣味だそれ。ぶんぶんと首を振って否定していると、俺たちの後ろのソファーで、エルハームさんが忌いま々いましげに口を開いた。

「ガーベラ、久く志し灘なだ、シンク……だと……？　その名、さては左さ道どう衆しゆうか！」

「え。お知り合いなんですか？　それに、『左道衆』って？」

「左道とは即すなわち邪じや道どうの意。私利私欲のままに術を使い、破門された術者の集団じゃ。不死鳥の血肉が不老不死の妙みよう薬やくであると信じ込み、妾わらわの血肉を裏うらで売りさばいて暴ぼう利りをむさぼらんとする、ろくでもない連中じゃよ。ええい、まさかこんな時に現れおるとは……！」
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　まともに動かない体が恨うらめしいのだろう、悔くやしそうな声が壁かべの壊こわれたホールに響ひびく。それを聞いた三人組は、一いつ瞬しゆん顔を見合わせると、すぐに馬ば鹿かにするように冷たく笑った。

「……なんだか、ひどい言われようなのですが」

「しょせんは老いぼれた鳥の恨み言に過ぎん」

「そーゆーこっちゃ。さあて狩らせてもらいまっせ──って。ジブン、何しとんねん」

「見てわかりませんか？」

　ずかずかと歩み寄ってきた黄ホアンに向かい、その前に立ちはだかった芽め亜あが言い返す。それぞれの武器なのだろう、神かん主ぬしの持つハタキみたいな道具や十じゆう字じ架かを模もした拳けん銃じゆう、そして妙な紋もん様ようのお札ふだを手にした三人のハンターを見回しながら、小さな夢む魔まはきっぱりと口を開いた。

「あなたたちの邪じや魔まをしているんです。エルハームさんは傷つけさせません！」

「はあ？　なんやとこのスク水小学生。もういっぺん言うてみい」

「何を言うのじゃ、芽亜！」

　黄の苛いら立だった声と同時に、エルハームさんが叫さけんだ。ほんとに弱り切っているのだろう、老いた不死鳥は、必死に首だけを持ち上げながら声を荒らげる。

「無む謀ぼうなことを申すでない！　左さ道どう衆しゆうは、頭の悪い馬鹿ばかりじゃが、それでもそこそこ腕は立つ！　一方、見たところお主の魔ま力りよくは微かすかじゃし、巧たく馬まと湧ゆうの二人も戦せん闘とう慣れはしておらぬ様子！　ライセンス三桁けたクラスのハンター三人を相手に、対等以上に戦えるとは──」

「わかってます、エルハームさん」

「ならば！」

「……でも、せっかく会えた母のお友達をバラして売りさばくだなんて聞かされたら、放ほうってはおけませんよ。母のこと、もっと聞かせてほしいですし」

　フェニックスの説得を、芽亜の冷静な声が遮さえぎった。反論しようとするエルハームさんを、水着姿の小こ柄がらな夢魔は肩越しに振り返り、静かに首を横に振って黙だまらせる。相変わらず、いざという時には頑がん固こな相あい棒ぼうである。

「まあ、芽亜はそこがかっこいいんだよな。あわあわしてる時もかわいいけど」

「巧たく馬ま、恥はずかしいこと言わないっ！　聞こえてるんですからね！　──と、とにかくエルハームさん、わたしたちは大丈夫です！　これでも何度も修しゆ羅ら場ばはくぐっていますし、先月なんか、巨大隕いん石せきから地球を救っちゃったんですから」

「確かにな。それに、悪事を働いたわけでもない魔物を傷つけるのは、わたしとしても看かん過かできない。芽亜には何度も助けられた身、微び力りよくながら手を貸そう」

　凜り々りしい声とともに、湧が芽亜の隣となりに並んだ。その光景を前に、成り行きを見守っていたハンターガールズが、呆あきれたように声を発する。

「ほー。やるんか。フェニックスのお仲間っちゅうことは、魔物の一味やな」

「そういうことなら……遠えん慮りよは、無用なのです」

「もっとも、邪じや魔ま者もの相手に手加減するつもりはハナからねえがな」

　意い気き揚よう々ようと、あるいはかったるそうに、得え物ものを構える三人組。ぴりっとした殺気がホールに走る中、芽め亜あはハンターガールズを見み据すえたまま「巧たく馬ま！」と俺おれの名を呼んだ。

「妄もう念ねんをお願いします！　あ、その、もちろん、こんな状況でエッチなことを考えろとか興こう奮ふんしろって言うのは、無理なお願いとはわかっていますが」

「いや全然そんなことないぞ！」

「ですけど、このままでは──え？」

　シリアスだった芽亜の声が裏うら返がえり、むきだしの小さな肩がかくんと落ちる。自分で聞いておいて戸と惑まどうなよ。そう心の中でつっこむと、俺は「見ろ！」とハンターズを指さした。

「チャイナドレスに巫み女こさんにシスターだぞ！　しかもみんな美少女だ！　この状況で興奮しない馬ば鹿かがどこにいる？　そう、俺は、芽亜と契けい約やくしてからこっち、こんな機き会かいをずっと──そう！　ずうううううっと！　待っていたんだ！」

「あの……た、巧馬？」

「そりゃ期待するだろ！　祓ふつ魔ま師しって聞いたらまずこんな人たちを思い描くのが、思春期男子としては当然なんだから！　なのに今まで出会った祓魔師はみんな何か違った！　あ、いや、サニーやエオラさんはもちろん美人だけど普通の服だったし、鈴すず女めさんの戦せん闘とう装しよう束ぞくも陰おん陽みよう師じって感じじゃないだろ？　で、それ以外の連中は全身タイツのおっさんとか半裸スパッツのおっさんとか熊くまの毛皮のおっさんとか後は骸がい骨こつとか、際きわ物ものばっかりと来たもんだ！　だからそろそろ、『いわゆる祓魔師』に会うのは諦あきらめていた！　だが──まさか、まさか！　まさかこんなタイミングで、こんな絵に描いたような美少女祓魔師たちに出会えるなんて……！」

　歓かん喜きの涙がぼろぼろこぼれ、その間にも視線はハンターガールズから離はなれない。チャイナドレスの深いスリットから覗のぞく引き締しまった脚あし、清せい楚そ故ゆえにドキドキを掻かき立てる巫女服、そして胸を強調するぴったりした僧そう衣い！

　喜んでる場合じゃないのはわかるのだけど、こればっかりは仕方ない！

「ああ……生きてて良かった……！　ほんと良かった！」

　感動の嗚お咽えつを漏もらしながら、海パン一丁のまま俺はぐすぐす涙ぐむ。そんな俺を前にして、エルハームさんを狙ねらう三人は、当然ながら露ろ骨こつに身を引いた。

「な、なんやジブン？　なんで息が荒なってるんや？　つかエロい目で見んな！　あと指をワキワキさせるのもやめんかい！　鳥肌立つわ！」

「……気持ち悪いのです」

「度を超したスケベか、空気を読めないバカか。どっちにせよ生理的に不ふ愉ゆ快かいだな」

「す──すみません！　この人こういう人なもので！　あとでよく言っておきますから！　って、そんなことより巧馬、妄念が溜たまっているなら好都合です！　早く！」

　ぺこぺこと敵に謝あやまると、芽亜が俺を手招きした。了解、と一つうなずいて前まえ髪がみを掻かき上げれば、相あい棒ぼうは赤い顔を寄せてくる。……しかし、毎度のことながら緊きん張ちようするな、これ。口に出すと「余計恥はずかしくなる」と怒られるので言わないけども！　とかなんとか考えている間に、芽め亜あのおでこが俺おれの額ひたいに接せつ触しよくした。同時に、俺の中で猛たけっていた妄もう念ねんが電流のように芽亜へと流れ込んで──。

「む。なんだか知らんが、邪じや魔まさせてもらう」

「はい？　──げっ！　危ない芽亜！」

　赤いシスターのぶっきらぼうな声とともに、短い銃声が轟とどろいた。とっさに芽亜を突き飛ばしたのとほぼ同時に、シスターの手にした拳けん銃じゆうから放たれた輝かがやく弾丸が、俺の目と鼻の先を貫いた。危ないな、おい！　どきどきと暴あばれる心しん臓ぞうを押さえる俺に、湧ゆうが慌あわてて駆かけ寄ってくる。

「大丈夫だったか、巧たく馬ま？」

「ギリギリな！　それより芽亜、エネルギーは移ったか？」

「ええ、なんとか──いいえ、やっぱり駄だ目めです……！」

　慌てて身を起こす芽亜の姿は、シスターの僧そう衣いと巫み女こ服とチャイナドレスを混ぜたような奇き怪かいな姿に変わったものの、すぐに元に戻ってしまう。変身後のお約束、コウモリ風の羽だけは背中に生えているものの、あとは単なるスクール水着の中学生だ。やはり一いつ瞬しゆんだけのおでこタッチでは妄念を補ほ充じゆうしきれなかったらしい。

　いつもなら、変身した姿に応じた能力が身につくのだけど、そっちのほうはどうなんだ？　そう尋たずねようとすれば、俺の質問を先読みしたのか、芽亜は首を横に振った。

「特に力が備そなわった感じはないですし、魔ま力りよくも増えていません。残念ですが」

「まあ、俺も頭が冴さえたり体力抜けたりしてないもんな。そりゃそうか」

「……ほう。この状況でのんびり話し合いとはな。その余裕に免じて、まずお前らから──」

「──させるものかあっ！」

　シスターの銃口が再び俺を狙ねらうのと同時に、湧が床を蹴けった。全速力でハンターたちへと接近しながら、セイレーンの血を引く同級生が叫さけぶ。

「とりあえず、あの赤いガンマンはわたしが引き受けた！　芽亜と巧馬はあとの二人を！」

「あ、ああ！　でも湧、銃持ってる相手とどうやって──」

「こうやって、だッ！」

　気合の入った宣言とともに、湧の両手が翼つばさに変わり、肩から胸を羽毛が覆おおう。ばさりと舞まい上がるその姿に、「なんだと」と、シスターが息を呑のむ。

「お前──ハーピーか？」

「残念だったな、セイレーンだ！　くらえ、収束破壊音ピンポイントブレイクボイス！」

　湧の口が大きく開き、超音波がきいんと響ひびく。人の耳にはほとんど聞こえないその音は、ターゲットであるシスターへと収束し、その長身を後ろの壁かべごと吹っ飛ばした。赤い僧衣が壁の穴の外へ消えたのを確かく認にんすると、湧は「逃がすか！」と後を追い、そのまま二人は屋や敷しきから離はなれていってしまう。流れるような展開に、俺おれは思わず感かん嘆たんの声を漏もらしていた。

「……すげえな、湧ゆう。なんて頼れる同級生！」

「さすが元守り番、ここ一番の行動力はお見事ですよね……って巧たく馬ま、感心してる場合じゃありませんよ！　湧さんが一人引き受けてくれたんだから、こっちもがんばらないと！　今のうちにもう一度」

「……ところがどっこい。そうはいかないのです」

「妄もう念ねんを──え？　きゃあっ！」

　陰いん気きな声が耳に届いたかと思うと、巫み女この持つハタキみたいな道具の先が蠢うごめき、伸びた。白く輝かがやく無数のリボンは、芽め亜あの体を難なく絡からめ取り、そして軽々と持ち上げる。

「あ、あうっ……！」

　中空で固定され、芽亜は苦しげなうめき声を漏らした。怪あやしげに発光する紐ひもの群れは、芽亜の細い両手をひとまとめに縛しばり付け、胸や腹、そして剥むき出しの脚あしにまで、ぎりぎり、みちみちと食い込んでいる。苦しいのだろう、動きを封じられて喘あえぐスクール水着姿の相あい棒ぼうの姿を──白いリボンの巻き付いた薄うすい胸や細い脚を目の当たりにして、俺は思わずドキドキと胸を高鳴らせ……もとい！　熱あつい怒りを覚えたのだった！

「ほんとだぞ！　ちょっと色っぽいなーとか思ってないからな！　そう、これが鈴すず女めさんやサニーだったらそれはもう胸が強調されてとんでもない光景になったんだろうなあ畜ちく生しようとか、そんなことは──心の底から全まつたく微み塵じんも思ってないんだからなっ！」

「聞いてもいないのに何を弁解してるんですか！　そ、それより早く助けてください！　影に同化して逃げようとしてるんですが……全然魔ま力りよくが使えなくて！」

「え。そうなのか？　見た目、紙テープみたいで弱そうなんだけど」

「……うふ。当然です。この気い吹ぶけ戸どの祓はらえ串ぐしは、あらゆる魔物の動きを封じる呪じゆ具ぐなのです……。つまり……もう絶対に逃げられないのです……！」

「でかした葵あおい！　そのまま押さえとけ、今すぐウチの仙せん術じゆつで成仏させたる！　ああ、そこの兄ちゃん、巻き添え食いとうなかったら離はなれときや？　──九、天、応、元……」

　葵こと巫女服の少女がクククとほくそ笑み、チャイナガールの黄ホアンがお札ふだを構えて呪文を唱え始める。エネルギーを溜ためているのだろう、バチバチとスパークを放ち始めたお札を前に、芽亜と俺の背中に悪寒が走った。ああもうこれだから祓ふつ魔ま師しは！

「なんでお前らはそう、いっつも問答無用なんだ！　ちょっとは話を聞けっての！」

「え。お、おい、何すんねんジブン！」

「見りゃわかるだろ！　邪じや魔ましてるんだよ！」

　気が付けば、俺はやけくそ気味にチャイナ少女に組み付いていた。まさか向かってくると思っていなかったのだろう、一いつ瞬しゆんきょとんとしたスキを突き、背中から細身の体を腕ごと抱え込めば、お札を構えた祓魔師は「痴ち漢かん！」と絶ぜつ叫きようした。いやその罵ば声せいはどうか。

「戦せん闘とう中の祓ふつ魔ま師しが『痴ち漢かん』はないだろ！　軽く傷ついたぞ！」

「痴漢に痴漢言うて何が悪いんや、離はなさんかいアホ！　変なとこ触るなや！」

「不可抗力だ！　つーか、そういうこと言うな！　なるべく考えないようにしてるのに、意い識しきしちゃうだろ！　ただでさえこっちは海パン一丁なんだぞ！　さらさらしたシルクの肌触りとか、引き締しまりつつも柔やわらかい肩の感触はダイレクトに伝わってくるし、二の腕で触れた胸は柔らかく、スリットから覗のぞく太ももも──」

　口から漏もれる心の声。一度意識してしまうと、もう歯止めがかからない。それを至し近きん距きよ離りで聞かされた黄ホアンは、「ひいっ」と背筋を震ふるわせた。そんな俺おれたちの様子を眺ながめ、芽め亜あをとらえたままの葵あおいは露ろ骨こつに眉まゆをひそめてつぶやいた。

「……何あれ。人かと思っていましたが、もしや、淫いん魔まの類たぐいなのです……？」

「いえ、単にああいう人なんです。お友達にご迷めい惑わくおかけして、ほんとすみません」

「……同情するのです」

「……ありがとうございます」

「おい芽亜、こっちは助けようとしてるのにその言い方はないだろう！　つーか仲良くなるなら俺も混ぜろよ！　まあ、こっちはこっちで楽しくなってきたのも事実だけれども！　ああ、すべすべ……」

「わあっ、すり寄ってくるんやない！　ええい──九天応元雷声普化天尊、雷らいッ！」

「それに胸も意外と──ぎゃああああああああああああ！」

　キレた黄が呪じゆ文もんを叫さけんだ瞬しゆん間かん、俺の体に稲いな妻ずまが走った。火花をバチバチ飛び散らせながら、俺は弾はじかれたように吹っ飛び、倒れる。うっすら焦こげて痺しびれながら床に横たわる俺を、仙せん術じゆつ使いのチャイナ少女は冷え切った目で見下ろした。

「どや、動けんやろ。あとでトドメ刺したるさかい、待っとけや。──おい、葵、そっちのスク水のチビも、そんだけ縛しばったらもう邪じや魔まするパワーはあらへんはずや。そこらへんに放ほうり出してしもてええからな、フェニックスを封じるの手伝え」

「……了解なのです」

　黄の指示を受けた葵が触手を解除し、芽亜を俺のすぐそばへと投げ降ろした。受け止めたいのは山々だったが、痺れてろくに体が動かない。辛かろうじて動く口を開いて「役立たずでごめん」と謝あやまれば、目の前に転がった芽亜は弱々しく首を振った。

「それは、わたしも同じですから……。せっかく湧ゆうさんがチャンスを作ってくれたのに」

「だよなあ。エルハームさん、なんとか助けたいけど──魔力、残ってるか？」

「闇やみのベールを一回作る程度、なら……。巧たく馬まが妄もう想そうできるなら別ですが」

「この状じよう態たいでか？　そ、それはさすがに難なん易い度どが高い……！」

「……ですよね」

　俺の悔くやしげな声に、芽亜はそっと目を逸そらした。要するに、手持ちの魔力では攻こう撃げきを一発防いだら終わりってことらしい。どう考えても勝ちようのない、とんでもなく不利なカードである。いや別に勝てなくてもいいんだけど──などと頭を捻ひねっている間に、黄ホアンと葵あおいの二人組は、ソファーに横たわった不死鳥へと近づいていた。「覚悟せえよ」とにやつく二人の祓ふつ魔ま師しを前にして、体を起こすことさえできない不死鳥は、観かん念ねんしたように溜ため息いきを吐ついた。

「やれやれ。できれば芽め亜あに事情を説明してから、と思うておったが──仕方ないのう」

「何をごちゃごちゃ言うとんねん。葵、封じ袋を──」

「……芽亜。一いつ瞬しゆんだけ身を守れ」

　黄の言葉を遮さえぎるように、老いた不死鳥が言い放つ。今までの弱々しい声とは異なる命令口調に、芽亜がきょとんと顔を上げた、その時だった。

「ひとまず、さらばじゃ」

　エルハームさんの体が真っ赤に輝かがやき──爆ばく発はつした。

「え？」

「わ、わわわわわっ！　べ、ベールを！」

「しもた、自爆か？　葵、転送符で飛ぶぞ！　虎とらの子の札やけど死ぬよりマシや！」

「そ、そんな急に言われましても困るのです……！」

　ぐんぐん膨ふくれあがる巨大な炎。とっさに闇やみのベールを張った芽亜と俺おれの眼前で、熱ねつの塊かたまりが膨ふくれ上がり、ホールを──いや、館やかたそのものを呑のみこんだ。ゴウゴウ唸うなる爆炎が一気に視界を埋めていき、建物が崩ほう壊かいしていく不吉な音が四方から響ひびく。黄と葵の二人はとっさに脱出用のアイテムを使ったようだったが、果たして逃げられたのかどうか。というかそれより問題は俺たちだ！

「な、なあ芽亜！　大丈夫なのかこれ！」

「闇のベールで巧たく馬まとわたしを包んでいます！　もう少しだけ保もってくれれば……！」

　必死な声が耳に届く中、ベール越しでもわかる炎の色が完全に全方位を包みこみ、思わず俺は目を閉じていた。そして数秒後、おそるおそる目を開ければ、そこに広がっていたのは、だだっ広い焼け野原と、そして青い空であった。……あれ？　いつの間に外に？

「じゃねえ！　しかし嘘うそだろ、あのでっかい館を一瞬で燃もやし尽くしたってのか？」

「みたいですね……。とりあえず、ベールの魔力が保って何よりでした」

「だよなあ。それに、エルハームさんが先に忠告してくれなかったら、身を守るのが間に合わなかったかも──って、あ」

「そうですよ！　エルハームさん……！」

　自分で漏もらした言葉に、俺たちはハッと顔を見合わせた。

　電でん撃げきの痛みは残っているが、幸い、痺しびれはそれほどでもない。ふらつきながら立ち上がった芽亜に続き、どうにか身を起こすと、俺は慌あわててあたりを見回し──そして、直後に絶望した。

「……つーか、考えてみりゃ、探したって見つかるわけなんかないよな」

「で、ですよね……」

　芽め亜あもわかっているのだろう、寂さびしい声を静かに漏もらす。一いつ瞬しゆんで館やかたを焼き尽くした爆ばく炎えんの出火元が、あのフェニックス本人であることは、俺おれも芽亜もこの目で見ている。ソファーのあった位置に積もる、一ひと塊かたまりの燃もえ滓かすと灰を前に、俺たちは立ち尽くすことしかできなかった。

「エルハームさん……。わたしたちを助けようと、自爆なんか……」

「そこまでしなくても良かったのになあ」

「ぴ？」

「ああ、そうだよな。いい人、じゃない、いい鳥だったのに」

「ぴぴ！」

「いや、だから、『ぴぴ』じゃなくて──んっ？」

　うっかり相あい槌づちを打ってしまったが、ピーピー言ってるのは誰だれだ？　まさかと思って隣となりを見たが、芽亜はぶんぶん首を横に振る。だよなあ。ということはこれ、どこから聞こえてるんだ？　きょろきょろと周囲を見回していると、ふいに目の前の灰がぽこっと盛り上がった。

「ぴっ！」

　高い鳴き声とともに灰の中から飛び出したのは、赤くて小さな雛ひな鳥どりだった。え、何このヒヨコ？　思わずしゃがんで見入ると、そいつはぷるぷると体を振って煤すすを振り払うと、顔を上げて目の前の二人の人間をじっと見つめた。

「お、おい。こっち見てるぞ、芽亜」

「言われなくてもわかりますよ！　それにしても──かわいい……！」

「……ぴい？」

　芽亜のうっとりした声に反応したのか、ふわふわの羽毛に覆おおわれた小さな体がぴくんと震ふるえる。その間にも、くりっとした両眼は俺と芽亜とを見つめたまま動かなかった。

「そうまじまじと見つめられると、なんだか緊きん張ちようするなあ。水着だし」

「何を気にしてるんですか。でも、この子、今までどこにいたんでしょう？」

「そりゃ館のどこかに隠かくれてたか、隠してあった卵が今孵かえった──って、そんなはずはないよな。だったら、さっきの爆発で吹っ飛んでるはずだし」

　なにしろ百年無事だったお屋や敷しきが一瞬で焼け野原に変わっているわけで、ヒヨコや卵が耐えられるはずもないが──じゃあ、どこにいたんだ？　「ぴ？」と首を傾かしげるチビを見たまま、俺はうーんと首を捻ひねった。

「どっかから飛んできたってのもないよなあ。どう見ても、生まれたばっかりだし」

「ですよね──って、ああっ！　ま──まさか！」

「ぴ。ぴぴっ？」

　いきなりの大声に驚おどろいたのだろう、チビが慌あわてて俺の後ろに回り込む。なんで俺に隠かくれるんだよ、と話しかけていると、芽亜が不ふ審しんげに口を開いた。

「巧たく馬ま。この子……ほんとに生まれたばかりなんじゃないですか？」

「は？　だからな、卵があの炎に耐えられるわけが」

「そうじゃないですよ！　ほら、ファンタジー小説とかで読んだことありませんか？　不死鳥は何百年かおきに自分の体を燃もやし、その炎の中で雛ひな鳥どりに生まれ変わるって話！」

「ああ。中学の頃読んだ漫まん画がにそんな話があったような──なぬ？」

　自分の漏もらした一言に、思わず声が裏うら返がえる。ちょっと待て。確かに、そう言われてみれば、羽根の色合いは似ているけれど……？　差し出した手にためらいもなく飛び乗ってきた雛鳥を前に、俺おれと芽め亜あは顔を見合わせた。

「ってことは、このチビは──」

「──え……エルハーム、さん……？」

「ぴぴっ！」

　おずおずと芽亜が漏らした声を聞き、まるで名前を呼ばれたかのように、ぴくっと反応する赤い雛鳥。しかし、それだけではこいつがエルハームさんだと信じる証拠としてはちょっと弱い。疑うように眉まゆをひそめれば、芽亜が「それに」と付け足した。

「さっきは気づきませんでしたが、この子、微かすかな魔ま力りよくを持ってるんです。魔物なのは間違いないですよ。それに、エルハームさんだと考えると、いろいろ説明できますよね」

「いろいろって？」

「ですから、どうしてエルハームさんがわたしの母に手紙を出したのか、それに、不死鳥なのに弱っていた理由も！　生まれ変わった直後は無む防ぼう備びになるから、事情を知ってる友人に守ってもらうつもりだったんじゃないですか？」

「なるほどなあ。で、やたら弱ってたのは、生まれ変わりの直前──つまり、老いのピークだったからってことか。そう言われるとそれっぽいけど……でも、あの不死鳥さん、日本語ペラペラだっただろ？　なのにこのチビは──あ、いや、チビ呼ばわりは失礼かもですが、とにかく言葉はわかってない……よな？」

「……ぴ？」

　おそるおそる尋たずねてみると、魔力を持ったヒヨコは手の平の上できょとんと首を傾かしげてみせた。うん、どう見ても言葉は通じていない。「ほら見たことか」と視線で芽亜に訴うつたえてみれば、スクール水着のままの夢む魔まはチビを見つめたまま反論する。

「ですけど、エルハームさんとしか思えないじゃないですか。ええと、体を燃やして生まれ変わると、いったん知能が赤ちゃんのレベルにまで戻ってしまう、とか？」

「じゃあ、ゼロから徐じよ々じよに言葉を覚えていくってのか？　そんなめんどくさい仕組みじゃないとは思うんだけど……。なあチビ、お前もそう思うだろ」

「ぴぴっ！」

「いや、首を横に振ったところで、信じられ──え？」

「た、巧たく馬ま？　今、この子……！」

　ふるふると首を振る雛ひな鳥どりに、俺おれと芽め亜あの視線が集まる。もしかしてこのチビ、俺の問いかけを否定したのか？　それはつまり──。

「俺の言葉を理解してる？　いや、でも、一いつ瞬しゆん前には通じてなかったよな？」

「ですけど、名前には反応しましたよね？　もしかして……赤ちゃんに戻った後、すごい速さで成長するんじゃないですか？　で、生まれ変わる前の記き憶おくは、徐じよ々じよに思い出していく」

「また強引な理り屈くつ持ち出してきたな。確かにそれなら筋は通るけど」

「とりあえず聞いてみましょうよ。ええと──あなたは、エルハームさん、ですか？」

「うん！　そうだよ！」

　芽亜の質問に、赤い雛ひな鳥どりがしっかり首を縦たてに振った。しかも女の子の声を出しながら。

　その光景に、俺と芽亜はきっかり三秒呆あつ気けに取られ──そして、同時にうなずいた。もう間違いない。芽亜の推すい理りはどうやら正解だ。

「はっきり言葉を話したとなると、今の知能って二歳か三歳くらい……？」

「ど、どうでしょう？　赤ちゃんのことはよく知りませんが……でも、生まれて数分でそこまで育つなんて、すごいですね」

「えへへへ。すごいでしょ」

　芽亜の漏もらした感かん 嘆たんの声に、自じ慢まんげに体を震ふるわせるチビ──ではなく、エルハームさん。さすがはフェニックス、常じよう識しきを越こえた存在だ。しみじみ感心しながら、俺は手の平の上の不死鳥へと問いかけてみた。

「なあ。一応魔ま力りよくは持ってるんだよな。今、術とか使えるのか？」

「じゅつ？　よくわかんないけど……ぼーって燃もえるのならね、できるよ」

「へえ──って、待った、俺の手の上で実じつ践せんするなああああああっつうううううっ！」
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「無事だったか芽亜、それに巧馬！」

　そんでもって十五分後。

　焼け野原の真ん中の俺たちの元へ、鳥人モードの湧ゆうが息を切らせながら舞まい降りてきた。変身を解除して翼つばさを腕へと戻しながら、スレンダーでボーイッシュな同級生はほっと胸をなで下ろした。

「スカーレット──あのシスターと戦っていたら、いつの間にかずいぶん館やかたから離はなれてしまっていて……爆ばく発はつが見えたので慌あわてて来てみたのだが、二人とも無事で何よりだ」

「それはこっちの台詞せりふですよ。シスターさんはどうしたんです？」

「館の爆発とほぼ同時に、何かを感知したらしくてな。『黄ホアンと葵あおいが転移の札ふだを使ったか。今回の仕事は終わりだな』と言い放つと、姿を消してしまった」

「へー、じゃあ、あいつらもちゃんと逃げられたのか。それ聞いて安心したよ」

「連中のことまで気に掛けていたのか？　巧たく馬まは相変わらず女性に甘──」

　と、そこでいきなり湧ゆうの声が途切れた。どうやら俺おれの後ろに誰だれかがいると気づいたらしい。スレンダーでボーイッシュな同級生は、目を大きく見開くと、それはもう不ふ審しんそうに「誰だ？」と尋たずねる。まあ、そりゃわかんないよな。俺は隣となりの芽め亜あと顔を見合わせると、後ろに隠かくれていた人物を「ほれ」と前に押し出した。

「何を恥はずかしがってるんだよ。湧はな、お前を守ろうと戦ってくれたんだぞ」

「そうですよ。ほら、ちゃんと挨あい拶さつしないと」

　俺と芽亜とに促うながされ、小さな少女がおずおず前に進み出る。

　年齢は四、五歳くらいだろうか。長い髪かみはボリュームたっぷりで、肌は褐かつ色しよく。アラビアンナイトに出てくる踊り子のようなエキゾチックでエスニックな衣い装しようを纏まとった少女は、きょとんと立ち尽くす湧を見上げ、そしてぺこりと頭を下げた。

「は、はじめまして。ええと……えっ、エルハーム、です！」

「これはご丁てい寧ねいに。羽う那な原ばら湧です。よろしく、エルハー──なんだと！　お、おい巧馬、芽亜！　これは一体どういうことだ！　エルハームということはつまり、この子は」

「見ての通りだよ。あのフェニックスさん、自分の体を爆ばく発はつさせてヒヨコに生まれ変わったんだ。最初は言葉も通じなかったけど、ちょっと待ってたら話せるようになって」
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「で、聞いてみたら人間に化けられるって言ったから、とりあえずそうしてもらったんです」

　俺おれの後を受けて答えると、芽め亜あはエルハームさんの──いや、今は「さん」付けはどうもそぐわないので、単にエルハームの──手を取った。小さな手を優やさしく握りながら、小こ柄がらだけど頼れる相あい棒ぼうは、不死鳥の幼女へと微ほほ笑えみかける。

「喋しやべる鳥よりは、女の子のほうが一緒にいても不自然じゃないですからね。ね、エルちゃん」

「うん！　エルね、めあとたくまのいうこと、ちゃんと聞くよ！」

「ああ、エルハームだからエルか。いい呼び名だな──って、待った、芽亜、巧たく馬ま！　もしかしてお前たち、この子を連れて帰るつもりなのか？」

「そ、それは……でも、他にどうしようもないでしょう？」

「だよなあ。一気に成人レベルまで育つかと思ったら、成長は一段落しちゃったし」

　そう言いながら、俺は芽亜と手を繋つなぐ褐かつ色しよくの女の子を見下ろした。魔ま物ものとしてのポテンシャルはともかくとして、今のこの子は心身ともに幼よう稚ち園えん児じだ。しかも芽亜の母の友人であり、しかも左さ道どう衆しゆうに苦戦していた俺たちを助けてくれた恩人でもあるわけで。

　……まあ、さすがに放ほうって帰れないよな。そう独り言をこぼすと、俺は改めてエルへと手を伸ばした。

「そんじゃ、ここに居ても仕方ないし、そろそろ行くか」

「うん！　たくま、あのね、さっき言ったけど」

「おんぶしてほしいのか？　まあ、いいけど……約束覚えてるな？」

「もえない！」

「よし、えらい」

　しゃがみこんで背中を向ければ、小さな体がぴょんと乗っかってくる。ああ、これが十代後半から二十代くらいのお姉さんだったら、喜びもひとしおなんだけどなあ。不ふ埒らちな溜ため息いきを吐つきつつ立ち上がれば、湧ゆうが「ほう」と感心した。

「巧馬、意外とエルハームさん──いや、エルに懐なつかれているのだな」

「ええ、わたしも驚おどろきました。巧馬、案外小さい子の相手が上う手まいんですよ」

「まあ、妹が二人いるからな。ほんとはお姉さんが欲しかったんだけど。おいエル、ちゃんと掴つかまれ。歩くぞ」

「はーい！　しゅっぱーつ、しんこーう！」

　俺の頭にしがみつきながら、エルが元気な声を張り上げる。いきなり女の子連れて帰ったら、鈴すず女めさんやサニーはさぞ驚くだろうなあ。寮りように戻ったら戻ったで、いろいろめんどくさそうだけど──。

「ま、そこらへんは、あとでじっくり考えよう。とりあえず遊ぶぞ！」

「おー！」

「え。巧たく馬ま、まだ帰らないつもりなんですか？」

　俺おれの言葉に、背中のエルは元気に応じてくれたが、先を歩いていた芽め亜あは不ふ思し議ぎそうに振り向いた。いや、なんでそんなに驚おどろくんだよ。エルをよいしょと背負い直すと、俺は「当然だろ」と言い返した。

「せっかく海に来たのに、まだ何もやってないんだぞ！　鈴すず女めさんやサニーやエオラさんとはまだほとんど遊べてないし、ムラムラもといドキドキするようなハプニングも起こってないし……海ってのはもっとこう、イベントが盛りだくさんじゃないと駄だ目めなんだよ！　まだ、不老不死のフェニックスに出会って美少女祓ふつ魔ま師しトリオに襲おそわれて屋や敷しきが吹っ飛んでエルが生まれ変わっただけじゃないか！」

「……それだけ起これば充分に盛りだくさんだと思うが」

「ですよね。要するに会長たちの水着姿をもっと見たいんでしょ」

　湧ゆうがぼそっと漏もらした感想に、芽亜が静かに付け足した。ええ、そのとおりですが何か。







　第三夜　サマーバケーションブルース




「ただいま帰りましたよー」

　アルミサッシの戸に手を掛けながら、俺おれはぼそりと声を発した。

　誰だれにも聞こえないような小声だったが、誰かに聞かせるつもりもない。立て付けが悪いせいだろう、三分の二ほど開けたところで戸は重たくなったが、前からなので驚おどろきもしない。ぐっと力を込めて押し開ければ、狭い玄関と板張りの廊下、そして居間に通じる障しよう子じが見えた。

　中に入る前に、なんとなく足を止めて目の前の家を見上げてみる。築ちくだいたい四十年、木造二階建ての小振りで地味な一いつ軒けん家やだ。物干しスペースを兼かねた狭い庭にはプランターが並び、その奥に佇たたずむのは年ねん季き物ものの物置。玄関脇の門札に記された「下しも野つけ」の二文字を眺ながめながら、俺は思わず溜ため息いきを吐ついていた。

　──びっくりするほど変わってないなあ、我が家。

「って、たかだか三ヶ月ぶりなんだから、当たり前か」

　心の声に自分で突っ込みつつ、敷しき居いをまたいで家の中へ。色あせた足ふきマットに腰掛けて靴くつを脱ぐと、俺はちょこんと並んだ二人の少女に声を掛けた。

「何止まってんだ？　入れよ」

「あっ、はい！　そ、そうですね……」

「なあなあ！　ここがたくまんち？　たくまんちなのか？」

　俺に促うながされ、大きな旅行カバンを提さげた麦わら帽子にワンピースの芽め亜あが、「お世話になります」と頭を下げる。その隣となりでは、オーバーオールの褐かつ色しよく少女だか褐色幼女だか微び妙みような年ねん齢れいの女の子が、目をキラキラさせながら下野家を見つめていた。

　見たところ、年齢はだいたい五、六歳程度。ボリューム満点の髪かみをゴムでまとめた活発そうな少女に見つめられ、俺は首を縦たてに振った。

「確かに俺の家だけど……なんでそんなに嬉うれしそうなんだ？　ただの古い一軒家だぞ」

「だって、木でできてるからな！　すごくよく燃もえるよな！」

「そりゃ古いからよく燃え──ストーップ！　燃やすの禁止！」

　うっとりと壁かべを見つめる少女に、俺は慌あわてて釘くぎを刺す。帰省初日に実家焼かれてたまるもんか。と、それを聞いた炎を操あやつる不死の魔ま物もの──フェニックスのエルハームさんことエルは、赤せき熱ねつ化しつつあった手をぎゅっと握り、不満そうに口を尖とがらせた。

　あの大だい爆ばく発はつで生まれ変わって今日で十日目。雛ひな鳥どりに戻ったこのフェニックス、成長のスピードは一定してはいないが、順調に育っていることは間違いなかった。

「つまんないー。……ちょっとだけなら」

「駄だ目めです。ほら、とりあえず中に入りましょう。ね？」

　きっぱりと言い切り、芽め亜あがエルの手を取る。歳としの割には小こ柄がらな芽亜だが、さすがにエルよりは大きい。真ま面じ目めでしっかり者という性格を知っているせいもあるのか、こうしてみると立派なお姉さんに見えるから不ふ思し議ぎなもんだ。

「つーか、お姉さん通り越こしてもはやお母さんなんだよなあ……。なんだろうこの年上オーラ。大人びてるというか、むしろ老ろう成せいしてるというか」

「聞こえてますよ。後こう輩はいを年寄り扱いしないでください」

　玄関に座りながらの独り言に、芽亜がすかさず反応する。ごめん、と頭を下げる俺おれを見つめて肩をすくめると、年上オーラ溢あふれる下級生は、エルと一緒に下しも野つけ家へと足を踏ふみ入れた。

「では、その──お、お邪じや魔まします……。ほら、エルも」

「おー！　おじゃましまーす！」

「だったら、えーと──お邪魔されます……？　そんじゃとりあえず、荷物を居間に」

「なあなあ、めあ」

　芽亜を案内しようとした俺だったが、そこにエルが割り込んできた。初めての家が珍しいのだろう、靴くつ箱ばこの上に並ぶ信しが楽らき焼やきの狸たぬきと木き彫ぼりの熊くまをしげしげと眺ながめながら、精せい神しん年ねん齢れいおよび見た目年齢六歳レベルのフェニックスは、傍かたわらの夢む魔まに問いかける。

「こういう時は、『ふつつかものですが、おせわになります』って言わなくていいのか？」

「ふつつか者……？　いっ、言いませんよ！」

　一いつ瞬しゆんきょとんと首を傾かしげた直後、芽亜は顔を真っ赤にして叫んだ。その剣けん幕まくに驚おどろいたのか、びくっと震ふるえたエルを前に、芽亜は帽子を取りながら言葉を続ける。

「言うわけないでしょう、絶対に！　そんなこと、まるで、け、けっこ──巧たく馬まの馬ば鹿か！」

「なんでいきなり俺が怒られるんだよ！　とりあえず落ち着け」

「すみません。つい取り乱してしまって。それで、エル？　その言葉、誰だれから教わったんです？　……当ててみましょうか、サニーですね？」

「うん！　あと、じろうも。にほんのね、ふるきよきでんとうなんだって」

　階段を興きよう味み深げに見上げつつ、けろりと即そく答とうするエル。やっぱりあの面白コンビか。ちなみにこの「面白」というのは本人たちが面白がることを最さい優ゆう先せんして行動するという意味の「面白」であるが、まあそれはいいとして、この妙に気き恥はずかしくなった空気をどうしてくれる。がんばって意い識しきしないようにしてたのに、その苦労も水の泡じゃないか！　もぞもぞと沸わき上がってきた照れを押し返すように、俺は「まったく！」と声をあげた。

「あいつら、エルに懐なつかれてると思って、ほんと余計なことばっかり！　な、なあ、芽亜！」

「え？　そ──そうですよ！　ふつつか者ですが、なんて──けっ、けけ、結婚するわけじゃないんですから！　ええそうです、これはあくまで──」

「でも、これから一緒に暮くらすんだよな？」

「一時的な──えっ？」

「だよな？　めあと、たくまと、それから、エルと、三人で！　……ちがうの？」

　二人がかりで照れくさい空気に反はん撃げき中の俺おれたちに、エルの視線が突き刺さる。

　無む邪じや気きな不死鳥のストレートきわまる物言いに、俺と芽め亜あはうなずくことしかできなかった。その反応に、エルはわーいと素直に喜んだが、あいにく俺たちはそうもいかない。「一緒に暮らす」という言葉の重みが、ずんずん背中にのしかかってくる。芽亜と──すなわち、今日からの同居相手と照れた顔を見合わせたまま、俺は小さく溜ため息いきを吐ついた。

　ああ、なんでこんなことになったんだかなあ。




　──さて。そもそもの事の起こりは二日前、夏休み初日の夜に遡さかのぼる。

　場所は毎度おなじみ、男子寮りようの俺の部屋。毎晩恒こう例れいの芽亜への妄もう想そう補ほ給きゆうを終え、未いまだに慣れないあの気き恥はずかしい空気に耐えながら麦茶をコップに注いでいた時だ。ふと、こんこんと部屋のドアがノックされた。

「ねー。もう入っていい？　おちびさんが待ちくたびれてるんだけど」

「え？　あ、サニーですか？　はい、お待たせしました」

「サンキュー。エル、もういいってさ」

「やったーっ！　たくまー、めあ、ゲームしようゲーム！」

　薄うす赤あかい顔で芽亜がぼそりと応じれば、勢いきおいよくドアが開き、小さな人影が飛び込んできた。風呂上がりなのだろう、オレンジのパジャマ姿のエルは、全速力で俺へと抱きついてきた……というか、腹に激げき突とつしてきた。

　いくら小こ柄がらなエルとは言え、全力タックルはそれなりに効く。ぶほ、と麦茶にむせかえる俺を見て、エルに続いて部屋に入ってきたサニーは、少し寂さびしげに苦笑した。

「やっぱ巧たく馬まと芽亜への懐なつきっぷりは違うよねえ。ちょっとジェラシー。あたしだって、けっこう面倒見てるのになあ。今みたいに、エッチなパワーを補給する時とかさ」

「そうですよね。エルのことでは、サニーにもお世話になりっぱなしで……すみません。それに、サニーのお祖じ父いさんにも、いろいろご迷めい惑わくを」

「そこは気にしなくていいと思うよ。お祖父ちゃん、新しい孫ができたみたいだって喜んでたから」

　畳たたみに腰を下ろしながら、タンクトップ姿のサニーが担かついでいたギターを構えてかき鳴らす。そっか、そう言ってくれてるのか、あの爺じいさん。しがみついていたエルをひっぺがそうと苦労しながら、俺は男子寮の管理人を──サングラスの似合う白髪しらがの老人の顔を思い浮かべ、ありがとうございますと感かん謝しやした。

　エルを連れ帰ってきてからこっち、夜は女子寮の芽亜の部屋に泊めていたが、さすがに学校には連れて行けない。というわけで、昼の間は管理人の爺じいさんのところに預けていたのだ。詳くわしい事情も聞かず引き受けてくれたのは、ほんとにありがたかった。……まあ、いくらなんでも生徒の事情を詮せん索さくしなさすぎだ、とは思ったけれど。

「つーか、自分とこの寮りようの学生が、明らかに人種が違う上にやたら成長の早い幼児を連れてきたら、普通は通報するだろ。あとで問題になってクビになっても知らないぞ、俺おれ」

「その時はその時で別の仕事を探すってさ。お祖じ父いちゃん、職歴だけはすごいから」

　子守歌を思わせる穏おだやかなメロディを奏かなでつつ、けろりと微ほほ笑えむサニーである。いいのかそれは、と芽め亜あと顔を見合わせていると、その孫娘は「バリバリの魔ま術じゆつ師しだった祖ば母あちゃんと結婚したくらいだから、おかしなできごとには慣れてるんだよ」と苦笑し、そして再びエルへ視線を向けた。ようやく俺にひっぺがされた幼女は、ターゲットを芽亜に変更したものの眠気には勝てなかったようで、芽亜のジャージの裾すそを掴つかんだまま、うとうとと首を振っている。そんなあどけない姿を前に、サニーはやれやれと苦笑した。

「ほんと、好かれてるよね。妄もう想そう補ほ給きゆうタイムの度たびに外に出すの、ちょっとどうかと思うよ」

「また左さ道どう衆しゆうが襲おそってくるかもしれないのに不用心だってことか？　それなら大丈夫。今のエル、こう見えて鈴すず女めさんが太たい鼓こ判ばん押すほど強いんだから。ランキング一桁けたクラスの使い手でも連れてこなけりゃ、取り押さえるのは無理らしいぞ」

　むしろ襲ってきた方の身を心配するべきだろうね。そう語った鈴女さんの声を思い出しつつ説明すれば、サニーは両手を腰に当て、きっぱりと首を左右に振った。

「そんなこと言ってるんじゃないよ。こんなに巧たく馬まと芽亜に懐なついてるのに、部屋から追い出すなんて可か哀わい想そうって話」

「あ、そっちか。まあ、俺は別に見られても構わないんだけど……芽亜がなあ」

「そ、それは……やはり、子どもの前ですることではないかな──と」

　コップに注いだ麦茶を静かに飲みながら、赤い顔で芽亜がつぶやく。それを聞いたサニーは、ギターをボロンと大きくかき鳴らし、大げさに肩をすくめてみせた。

「全まつたく、悪あく魔まのくせに真ま面じ目めなんだから」

「しかしですね！　幼いうちからエッチなことに触れるのは、教育上どうかと」

「エッチって……。別に裸で絡からみ合うわけじゃなし、おでこくっつけるだけでしょ？　見られたところで困るようなもんじゃないじゃん。相変わらず堅かたいねえ、エルのママはさ」

「巧馬の口からぼろぼろ漏もれる妄想を聞かせるのは、百害あって一利なしです。わたしだって恥はずかしいですし──ってサニー！　誰だれがママですか誰が！」

「ツッコミ遅いよ。てか、もうほとんどママじゃんか」

　食ってかかる友人を受け流し、サニーがニッと微ほほ笑えむ。ロックバンドのロゴが入ったタンクトップにハーフジーンズ姿の軽音部員は、コミカルなメロディをぽろんぽろんと奏でながら、俺にしがみついたままのエルを見つめた。

「海から帰った後、生徒会室で鈴すず女めから聞いたよ。不死鳥って鳥の特とく徴ちようを備そなえた魔ま物ものだから、雛ひな鳥どりみたいに、生まれ変わって最初に見た人に懐なついちゃうんでしょ？　なんだっけ、えーと……『インペリアル・ザ・キング』？」

「刷り込みインプリンテイングな。なんだよ、そのものすごく偉えらそうなのは」

　あと「ザ」はどっから出てきたんだ。麦茶のコップ片手に呆あきれつつ、俺おれは生徒会室での鈴女さんや文ふみ彦ひこによる即席講座を思い出した。

　ひとつ、記き憶おくはリセットされたわけではなく、脳の中には残っており、成長に応じて徐じよ々じよに取り戻していくらしいこと。ひとつ、この状じよう態たいでもそれなりどころではない魔力を秘ひめていること。そしてもう一点、成人……じゃない、鳥だから成鳥か、まで育つのには、魔力因子の増加率から算出した結果、およそ一ひと月つき程度を要すること。

　文彦いわく、「フェニックスは祓ふつ魔ま師し界かい隈わいでも記録の少ない魔物だからなあ。今言ったのもあくまで推すい測そくだ」とのことなので、あんまり信用はできないが、現在の育ち具合を見る限り、そう外はずれた予測でもなさそうだ。つまり、芽め亜あにもたれかかって居眠り中のこの子が、成長しきった成鳥となるのは──ああ、ややこしい！　──八月の終わり頃ころらしい。

「つまり、俺の高一の夏休みは、エルの世話で終わるってことなんだよなあ……。遊びまくるつもりでバイト代貯ためてたのに」

「そんな言い方しなくてもいいでしょう。エルだって好きでこんなふうになったわけじゃないですし──それに、ちょっと元気すぎますけど、いい子ですよ？」

　エルをそっと撫なでながら、芽亜が俺をじろりと見み据すえた。その口調はおそろしくママっぽかったが、それを言ったら怒られるのは知っている。俺は「わかってるって」とだけうなずくと、肩をすくめてエルを見つめた。

「夕ゆう星づつさんの友人で、俺にとっても命の恩人なんだから、懐なつかれた以上は面倒見るよ」

「え？　巧たく馬まにしてはずいぶんまともな意見ですね」

「俺をなんだと思ってるんだ、おい。……それにほら、小さい子連れてくと、プールでもビーチでもお姉さんのガードが一気に緩ゆるむだろ？」

「前ぜん言げん撤てつ回かい！　そんなこと考えてたんですかっ！」

「ああ。このチャンスは生かすしか──じゃない！　いや今のはちょっとした言葉の綾あやだ！　そ、それに、どうしても出かけなくっちゃいけない時は管理人の爺じいさんもいるしな！」

　芽亜にものすごい剣けん幕まくで睨にらまれたので、俺は慌あわてて話題を変える。そんなやりとりを、サニーは微ほほ笑えましげに見守っていたが、ふと「そう言えば」と口を開いた。

「出かけるって話で思い出したけど、巧馬は実家帰らないの？　持じ郎ろうは終業式終わったら帰省しちゃったし、女子寮りようも男子寮もガラガラなのにさ。日本の夏には、祖先のゴーストが野菜に取り憑ついて馬に変身するから、一家総そう出でで返り討うちにする儀ぎ式しきがあるんでしょ？」

「……お盆のことを言っているのかもですが、そんな儀式はありません」

「芽め亜あの言うとおり。そんでもって、実家はなあ……」

　呆あきれた声で芽亜に相あい槌づちを打つと、俺おれはなんとなく頭を掻かいた。

　隣となりの市の端はしっこに位置する我が家へは、寮りようから電車とバスで一時間ちょっと。帰ろうと思えばすぐ帰れる距きよ離りだけど、あいにくその気はあんまりないのだ。寮に入ってしばらく経たったが、家族が恋しいかと言われると正直そんなことはないし、夏休みは夏休みでやりたいこともいろいろあるし。

「そりゃまあ、お盆くらいは顔を出したほうがいいのかなとは思うけど……。じっくり里帰りするつもりはないよ」

「もしかして、わたしのこと気にしてます……？　最近、妄もう念ねんを魔ま力りよくに変えてチャージできるようになりましたから、魔力をごっそり消費するようなことがなければ、一週間くらいはなんとか保もちますよ。……それに、家族は大事にしないと駄だ目めです」

　寝付いたエルに枕代わりの座布団をあてがいながら、芽亜が気き遣づかうように話しかけてきた。母親を失っているだけあって、その言葉には重みがある。反論できずに黙だまっていると、サニーが「そうそう」とうなずいた。

「家出してきたあたしが言うのもなんだけど、仲が悪くないなら、ちゃんと帰ったほうがいいよ。確か巧たく馬ま、妹が二人いるんだよね？　お兄ちゃんに会いたがってるんじゃないの？」

「あいつらがか？　そんなことはないと思うけどなあ……。それに、そもそも帰ってこいともなんとも言われてないし──」

　と、そこまで話した時、部屋の片かた隅すみの充電器に差し込んであった携けい帯たい電話が着信音を鳴らし始めた。誰だれだろうと思って見てみれば、「家」の一文字が表示されている。おお、噂うわさをすればなんとやら。視線で「誰から？」と尋たずねるサニーに「実家」とだけ答えると、俺は通話ボタンを押した。

「滅めつ多たに掛かってこないのに、今日に限ってなんの用なんだか……。ああごめん、こっちの話。にしても、急にどうしたんだ──はいっ？　今、なんて？」

　電話の向こうでおかんが何気なく放った一言に、思わず声が大きくなる。芽亜とサニーがびくっと震ふるえ、熟じゆく睡すい中だったエルは目をぱちぱちと瞬まばたいていたが、驚おどろかしてごめんと謝あやまっている場合ではない。携帯電話を耳に押し当てながら、俺は「もしもし！」と叫さけんでいた。

「家族四人全米一か月の旅が当たったから留守番よろしくって、どういうことだよ！　え？　あ、うん、確かに懸けん賞しようが趣しゆ味みなのは知ってるよ。それがたまたま当たったから、家族四人で行くことにした──って、なんで俺は置いてけぼりなんだよ！　え？　いやまあ確かに家族旅行はそろそろ恥はずかしいとかそんな話は正月にしたよ？　したけども、全米ってことはベガスだろ？　つーことは本場のバニーガールさんが──はい？　お前はそういうこと言うから連れて行けないんだ？　ああっすみませんお母様！　失言でしたからどうか──何？　もう家族会議で全会一致で決まったことだ、お前には留守番をしてもらう？　いや、だからなんで俺抜きで決めるんだ！　だいたい父ちゃんだって、一ひと月つきも仕事休んで──ああそうか、仕事が仕事だから夏は暇ひまなんだっけ。なら仕方ない──いや、今のは認みとめたわけじゃなくて……ん？　ああ、誰だれかと思ったら椎しい那なか。お前なあ、なんで俺おれに言わずにそういう──え？　花の世話をよろしくね？　お前、まだ園芸やってんのか？　いや、それはいいけど、俺にも夏の予定が……おいこら切るな！　もしもーし！　もしも──っと、お、その声は希き美み葉はだよな？　助かった、シイはいつも勝手だし乱らん暴ぼうだけど、キミはおとなしいし、比較的俺の味方を──えっ？　Ｋケーをお願い？　Ｋって誰だよ。あの亀かめ？　また名前変わったのか？　さてはまた最近読んだ本の影えい響きようで──ってそんなことはどうでもいい！　兄としてここは……はい？　ああ亀の世話はできるよ。お前が小学校入る前はほとんど俺が世話してたんだから。でも最近はやってないからどうなるか──って、わーっ、泣くな！　大丈夫！　俺、ちゃんと亀、じゃなかった、Ｋの面倒見るから──なに？　面倒見るって言ったな、言げん質ちは取ったぞ？　あっ、さては罠わなかこいつら！　待った！　前ぜん言げん撤てつ回かい！　今のなし！　合い鍵かぎはいつもの場所に置いてある、明後日あさつての朝には出るからよろしくね、じゃねえ！　もしもし！　切るな！　こっちにはこっちの事情がいろいろと──言えないんだけどほんとにいろいろあるんだよ！　だから──こらーっ！　もしもーし！　もーしもーし！」

　必死に絶ぜつ叫きようしたものの、電話の向こうからはツーツーと無情な音が響ひびくのみ。数秒間呆ぼう然ぜんとした後、げっそりと電話を耳から離はなしながら振り向けば、芽め亜あとサニーが困こん惑わくしながら俺を見つめていた。

　俺のわかりやすい長なが台詞ぜりふのおかげで、事情はだいたい察さつしたものの、どう声を掛けていいのかわからずに戸と惑まどっているのだろう。そんな芽亜の傍かたわらには、エルがちょこんと佇たたずんでいた。完全に目を覚ましてしまったらしい。寝ぼけ眼まなこを擦こする幼女に「起こしてごめんな」と謝あやまると、俺は改めて芽亜へと向き直り、深々と頭を下げた。

「えーと──つまり、そういうわけで、夏休みの間は実家に戻ることになりました……」

「は、はあ……。お疲れ様です……」

「全まつたくだ！　あ、週一くらいで学校か寮りように出てくるから、妄もう想そうエネルギーはその時でいいか？　生徒会雑ざつ務む係の用事もあるだろうし、鈴すず女めさんにも会いたいし」

「すみません、いろいろと……。なら、エルはわたしが寮で預かりますね。──エル、聞いてました？　巧たく馬まは、しばらくの間、ちょっと遠くに行っちゃいますけど」

「やだ！」

　芽亜の言葉を打ち消すように、いきなりエルが絶叫した。おい、いきなりどうしたんだ？　その場の一同が思わず黙だまり込んで見つめる先で、生まれ変わったばかりの不死鳥は、ずんずんと俺へと歩み寄り、Ｔシャツの袖そでをぎゅっと掴つかんだ。

「たくま、いなくなっちゃうの、やだ」

「……え？」

　しゃくりあげるような声での一言に、俺おれはきょとんと目を丸くした。じっとこちらを見上げる瞳ひとみは、よく見ればじんわり涙で潤うるんでいる。いやそんな泣くようなことなのか？

「芽め亜あはいるからそれでいいだろ？　寮りようにはサニーもいるし、それにほら、湧ゆうや鈴すず女めさんだってちょくちょく来てくれるから──って、その顔は納得してない顔だな……！　じゃあその──いっそのこと、女子寮じゃなくて、俺んちに来るか？」

「……めあは？」

「芽亜？　そりゃ一ひと月つきくらいバイバイすることになるけどさ」

「それもやだ！　たくまもめあも、いっしょじゃなきゃ、やだ！」

　再び轟とどろく幼い声。幼児とは思えない語気で俺たちを威い圧あつすると──いやまあ実際は何千年生きてるのかわかんないんだけど──エルは、涙目のまま俺の顔をキッと睨にらむ。しかしそう言われてもなあ。芽亜と困った顔を見合わせていると、ぼろん、とギターの音が響ひびいた。

「懐なつかれてるなあ。さすが、インペリアル・ザ・キングだね」

「だから刷り込みインプリンテイングだっての。つーかなんでそんな楽しそうなんだ」

「だって他ひ人と事ごとだからねー。でも友人のよしみで知恵くらいは貸すよ？」

　ドライにざっくり言い放つと、サニーはニッと笑ってエルを見つめた。ぐすぐすと鼻声を漏もらすフェニックスに、ギターを愛あいするネオドルイドは「泣いちゃ駄だ目め」と声を掛ける。

「泣き止やむのなら、お姉さんがいいことを教えてあげるからさ」

「いいこと……？」

「そ。全部をまるーく解決する、ネオドルイドのありがたーいご託たく宣せんであるぞよ」

　おごそかなメロディを奏かなでつつ、サニーが俺と芽亜とを見回す。そんな方法があるなら教えてくれよ。そう言うまでもなく、サニーはニッと微ほほ笑えみ、口を開いた。

「夏休みの間、巧たく馬まんちに芽亜とエルが住めばいいんだよ。親子三人水入らず」

「あ……そっか！」

「ああ、なるほどな。サニーはいいこと考える──って、おいこら！」

「ま、待ってください！　いきなり何を！」

　エルが真顔でうなずくのと同時に、俺と芽亜はそろって叫さけんでいた。

　さすがにそれは風紀的っつーかルールとしていけない気がするし、そもそも俺らは親子じゃないぞ！　その他諸もろ々もろの反論がわーっと脳内に沸わき上がってきたが、それを口に出そうとすれば、すかさずサニーが「そう来ると思った」と笑った。

「どうせ二人とも、異性と一緒に暮くらすのはどうか、とか言うんでしょ？　巧馬はエッチなくせに変なところで真ま面じ目めだし、芽亜は言うまでもないし」

「そうだよ！　なあ芽亜！」

「ええ！　だいたいそんな」

「やっぱりそう来たか。でもさ、全まつたく知らない相手ならともかく、お互いに相手のことはよーく知ってるわけだよね？」

「え。そ、そりゃまあ……なあ？」

「は、はい……」

「ほーら、その返事がすでに連帯感に溢あふれてるし。しかもエルは二人に懐なついてるんだから、二人が一緒にいないと面倒見切れない。エル、今はいい子だけど、万一不死鳥のパワーが暴ぼう走そうしたら街一つは燃もえちゃうって、鈴すず女めも言ってたよね」

「確かにそうだよな。やっぱりエルが落ち着ける環かん境きようが一番大事か……」

「ちょっと巧たく馬ま！　何をあっさり論ろん破ぱされてるんですか！」

「芽め亜あこそ落ち着きなってば。別に、ワンルームのアパートで同どう棲せいしろってんじゃないんだからさ。巧馬の家族四人が暮らしてる家に三人で住むんだから、プライバシーも充分確かく保ほできるでしょ？　間違いない間違いない、ネオドルイド嘘うそつかない」

　ギターに後押しされた明るい声が、俺おれと芽亜の反論を次々と的確に打ち破っていく。ぐぬぬ、と黙だまり込んだ俺たちを見回すと、サニーは「それにさ」と付け足した。

「エルはもう完全にその気みたいだよ」

　そう言いながらサニーが指した先では、エルがわくわくを隠かくそうともせずにまっすぐ俺を見上げていた。嬉うれしくて仕方ないのだろう、さっきまで涙で濡ぬれていた瞳ひとみはキラキラと輝かがやきまくっている。その顔を見た瞬しゆん間かん、俺は説得を諦あきらめた。うん、無理だ、これ。

「仕方ないな……。芽亜、エルが分別つくようになるまで、そうしていいか？」

「え？　わ、わたしはその……た、巧馬がいいのでしたら、別に……」

「お。両者快かい諾だくしましたな？　良かったねえエル、明日から三人一緒だよ」

「やったーっ！」

　サニーが優やさしく微ほほ笑えみ、そしてエルは全身で喜びを叫さけぶ。そんな二人を前にしながら、俺は芽亜と薄うす赤あかい顔で見つめ合い──やがて、どちらからともなく頭を下げた。

「そんじゃ、えーと……改めて、よろしく……？」

「こ、こちらこそ……ってサニー！　結婚行進曲弾ひくのはやめなさい！」




　──とまあ、そういった事情を経て、俺たち三人は下しも野つけ家へやってきたのであった。

　確かにサニーの言うようによく知った仲ではあるのだが、それでもやっぱり、家族のいない家に女の子と一緒というシチュエーションは、妙に背中をそわそわさせる。玄関先の花か壇だんにホースで水をやりながら、俺は「慣れないとなあ」とつぶやいた。

「いつまでも緊きん張ちようしてたら身が保もたないぞ。あくまでエルのためなんだから」

「あれ。巧馬先せん輩ぱい？　出所したんスか？」

　ぶつぶつと自分を説得していると、家の前を自転車で通りかかった少女が、立ち止まって声を掛けてきた。短い髪かみにソフトボールのユニフォーム、そんでもって黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね。中学の時の後こう輩はいで、上の妹──椎しい那なの友人でもある、高こう上がみだ。こいつも全然変わってないなあと苦笑しながら、俺おれは「おー、久しぶり」と手を振った。

「つーか出所ってどういうことだ？　単に帰ってきただけなんだけど」

「え？　だって先輩は下着ドロが発覚して少年院に入れられたって、椎那が」

「デマだ！」

　とんでもない噂うわさを流しやがったなあのやろう。椎那の顔を思い起こしつつ「寮りように入っただけだから」と弁解していると、ふと高上が目を丸くして、震ふるえた声を漏もらした。

「話の途中っスけど……なんか、先輩の家から煙出てません？」

「お前な。話を逸そらすにしてももうちょっと賢かしこいやり方が──って、げっ！」

「巧たく馬ま、大変です！　あ、巧馬のお友達ですか？　初めまして宵よい待まち芽め亜あです！」

「せっ、先輩の家から見たこともない女の子が？　ど、どうも。高上っス……！　それはそうと──な、なんでハダカなんスか？」

「いろいろあったんです、これからもよろしくお願いいたしますっ！　それより巧馬、エルをお風呂に入れたら、初めてのお風呂場にテンション上がって発火しちゃって、一いつ瞬しゆんで空からだきに……！　早く冷やさないと！　手伝ってください！」

　バスタオルを巻いただけの姿で飛び出してきた芽亜が慌あわてて事情を説明し、その後ろでは裸のエルがもうもうと湯気を上げている。「どなたっスか」と尋たずねる高上に「それはもう遠い従妹いとこたちだ！」と言い放つと、俺おれは慌あわてて家の中に駆かけ込んだ。
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「ああもう初日からこんなんか！　おいエル、大丈夫か？」

「ご、ごめんなさい、たくま……」

「よし無事だな！　とりあえず泣き止やんで服着ろ、な？」

「う、うん……」

「よし！　って、エル、だから燃もえるの禁止！　足あし跡あとが焦こげてるから！」




「……ごちそうさまでした」

「ごちそーさまでしたっ！」

「ごひほーははへひは」

　俺んち炎上事件（未遂）から二時間後、我が家の居間。こたつ兼用の食卓を囲み、俺たちは三人そろって空の弁当に手を合わせていた。今夜の献こん立だては、スーパーで買ってきた半額弁当とサラダなどなど。今日は初日だったのでつい店に頼ってしまったが、毎食毎食これでは栄養が偏かたよるだろうし、経済的にもややつらい。口の中に残っていたポテトサラダを麦茶で流し込むと、俺は自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「明日からはちゃんと自じ炊すいしないとなあ……」

「え。巧たく馬ま、料理できるんですか？」

　エルの口元を拭ふいていた芽め亜あが、意外そうにこちらを向いた。

　ちなみに芽亜は見慣れたジャージとＴシャツに、そしてエルは妹のお古のパジャマに身を包んでいる。エルの着替えの心配をする必要がなくなっただけでも、実家に帰ってきた甲か斐いはあったな。そんなことを考えつつ、俺はテーブルの向かいの相あい棒ぼうをまっすぐ見返した。

「料理くらいできるよ。これでも生徒会雑ざつ務む係だぞ」

「それはあんまり関係ないような……。で、何が作れるんです？」

「まずはチャーハンだな。卵とネギだけ使ったシンプルなやつ。味には割と自信あり」

「なるほど。他には？」

「え？　え、えーと……エビチャーハンとキムチチャーハン、それに──そう！　ドライカレーとチキンライスも」

「そんなにいっぱいつくれるんだ？　やっぱりたくまはすごいなあ……！」

「騙だまされちゃいけません、エル！　この男、ご飯を炒いためることしかできませんよ」

　きらきらと目を輝かがやかせるエルの言葉を、芽亜がきっぱり遮さえぎった。そんなことだろうと思った、と言いたげに息を落とすと、ジャージ姿の相棒はじろりと俺を見み据すえる。

「エルは成長期なんですよ？　ちゃんと栄養のバランス考えてあげないと」

「まあ、そうかもだけど……俺、そんないろいろ作れないぞ」

「巧馬にそこまで期待してはいません。食事は、明日からわたしが作ります」

　諦あきらめと決意の入り混じった表情で、芽め亜あがきっぱり言い切った。その言葉に、俺おれはエルと顔を見合わせ、そしておずおず問いかけていた。

「そりゃありがたいけど……芽亜こそ、料理できるのか？」

「和洋中はだいたい一通り」

「え。マジで？」

「母がいなくなってから、ほとんど一人でやってきましたから、いつの間にか覚えちゃったんですよ。……あ！　先に言っておきますが、レストランみたいな味は期待しないでくださいね？　あくまで自分用の、素そ朴ぼくで地味な味ですから」

「いやいや、それで充分だよ！　ありがとう！」

　慌あわてて謙けん遜そんを始める芽亜に、俺は思わず手を合わせた。女の子に毎食毎食作ってもらえるなんて生活環かん境きようは、俺とは別の世界の物語だと思っていたが──まさか、こんなにあっさり実現するとは！　感動を噛かみしめながら、俺は「夢ゆめだったんだ」と口を開いた。

「夢だったんだよ、そういう生活！　生きてて良かったな、なあエル……！」

「え？　よくわかんないけど──よかったな、たくま！」

「ああ！　そうか、朝起きるとトントンと音が響ひびいてて、それに釣つられて台所に行けば、全裸にエプロン姿の芽亜が──あわよくば、プロポーション抜ばつ群ぐんモードの四月三十日の女神が、味み噌そ汁しる作ってるわけか……。夢が膨ふくらむ……！」

「ストップ！　なんでわたしが裸にエプロンなんですか！　そんな不ふ謹きん慎しんかつ馬ば鹿かみたいな格好、絶対にやりませんからね！　あと、わたしが先に起きるのが前ぜん提ていになってるのもどうかと思います！　家事とエルの世話は平等に分ぶん担たんしますから！　そもそも巧たく馬まは──」

　俺をキッと睨にらみ付け、芽亜がお説教を始める。険けわしい視線を向けられながらも、俺は顔がにやけるのを抑えることはできなかった。

　突発的に始まったこの三人暮らし、いろいろ忙しそうだけど──でも、それ以上に楽しそうだ。お風呂も着替えも一つ屋根の下でやるわけだし、芽亜がこっちにいるのなら、サニーや鈴すず女めさんが遊びにくることもあるだろう。あわよくば泊まっていったりもするかもだし、そうなればちょっとした不可抗力で脱衣所で出くわしてしまったりなんかして──。

「人が話をしているのにニヤニヤしない！　どうせまたエッチなこと考えてたんでしょう！」

「決めつけるな！　正解だけど！」
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「──なるほどなるほど。なかなか有ゆう意い義ぎな夏休みを過ごされているようですね」

　エルと芽亜が我が家に来てから一週間経たったある日の、生徒会の仕事のために訪れた学校の第三学生食堂の、四人掛けのテーブルにて。執しつ事じ服に丸まる眼鏡めがねの青年は紅茶のカップを手にしながら、穏おだやかに微ほほ笑えんだ。

　ちょいちょい発火する幼児の世話は予想外に大変だって話をさんざん聞かされておいて「有ゆう意い義ぎ」とか抜かすあたり、相変わらずだな、このガーゴイルは。げんなりと呆あきれながら、残り少なくなったクリームソーダをズズズと音を立てて吸い込めば、芽め亜あと鈴すず女めさんは顔を見合わせ苦笑した。

　大学部の一角に位置するこの第三食堂──通称「大学カフェ」は、栄えい養よう補ほ給きゆうメインの第一や第二食堂と違って喫きつ茶さ店てん風の作りになっており、メニューも紅茶やコーヒー、軽食系が中心だ。ウエイトレスさんの制服がまたかわいいのだが、まだ昼前の暇ひまな時間帯だからか、華やかな制服のお姉さんの姿は見あたらなかった。残念だ。

　ちなみにエルは、俺おれたちが生徒会に行っている間、エオラさんの研究室に預けてある。お昼にこの店で待ち合わせて引き取ることになっているのだが、生徒会の仕事が意外と早く片付いたので、ちょっと早めに来てみたというわけだ。待ち合わせまでは、あと二十分ほど。壁かべに掛かった時計で時間を確かく認にんしつつ、俺は向かいの席の眼鏡めがねの男をじろりと睨にらんだ。

「だいたい、エルは夕ゆう星づつさんの友人なんだから、ジェイムズだって知り合いだろ？　ちょっとくらいは面倒見るの手伝えよ」

「私は確かに夕星の知人ではありますが、件くだんの不死鳥さんとはあまり面めん識しきがないのですよ。それに、ぶっちゃけた話、子どもは苦手ですから、お二方に任せます。芽亜は夢む魔まとしてはまだ成長途上ですが、生活力と面倒見に掛けてはなかなかのものですからね、大丈夫でしょう」

「どんだけ他ひ人と事ごとなんだよ。つーか、一応芽亜の後見人だろお前。なのに丸投げって──」

「いいですよ、巧たく馬ま。ジェイムズがこういう人なのはよく知っていますし……それに、エルもだいぶ大きくなってきましたから」

　カフェオレをやるせなく口にしながら、制服姿の芽亜がつぶやく。しみじみとした声に「まるで母親だな」と感想を漏もらしたのは、その正面の席の鈴女さんだった。

「そんな忙しい時なのに生徒会のために出てきてもらって悪かったね、二人とも。だが、朝から手伝ってもらったおかげで、溜たまっていたあれこれも予想以上に早く片付いた。感かん謝しやする」

　俺と芽亜とを見回したあと、礼れい儀ぎ正しく頭を下げる生徒会長。お礼言われるようなことじゃないけどな。「むしろ、さぼりっぱなしですみません」と頭を掻かけば、夏でも長なが袖そで姿の鈴女さんは「構わないさ」ときっぱり微笑んだ。うはあ美しい。

「久々に見る鈴女さんはなんだか輝かがやいて見えますね」

「はは、ありがとう。それはそうと、三人暮らしを始めて一週間ほどが経たったが……どうだい？　うまくやれているかな？」

「どうだい、と言われましても──なあ？」

「──ですよね」

　鈴女さんの問いかけに、顔を見合わせる俺と芽亜。数秒間無言で見つめ合った後、俺は肩をすくめながら口を開いた。

「正直、最初はもっとこう、ドキドキが延々続くと思ってたんですよ。相手は芽め亜あとは言っても女の子ですから──って、あ、今のは決して芽亜が女の子らしくないとかそういう話じゃないからな！　ただ、よく知ってる相手だってことを言いたかっただけで」

「わかってますよ！　なんでいきなり聞かれてもいないのに言い訳するんですか」

「だってお前すぐ怒るし。……で、そんな芽亜と一つ屋根の下に暮らすんですから、わりかし嬉うれし恥はずかしモードだったんです。妹とは全然わけが違いますし」

「き、緊きん張ちようしたのはこっちも一緒ですからね！　もしこれが二人暮らしだったら、わたし絶対無理でしたよ。……ですけどほら、エルがいるわけですから」

「だよなあ。恥ずかしがったりドキドキしたりしている場合じゃないもんな、正直」

　芽亜と一いつ瞬しゆん視線を交わすと、俺おれたちは同時に溜ため息いきを落とし、あの賑にぎやかな少女の姿を思い浮かべた。

　現在のエルの見かけ上の年ねん齢れいは、だいたい小一か小二くらい。風呂もトイレも自分でできるようになったのは大きな進歩だが、元気と行動力もその分しっかり増えているわけで。遊びに連れて行けとうるさいし、目を離はなすと余計なイタズラしてるし、おまけに機き嫌げんを損ねるとメラメラ燃もえるのだからたまらない。

「要するに、扱いの難しさはあんまり変わってないんですよ」

「ですね……。でもほら、字が読めるようになったのは、助かりましたよね」

「ああ、確かに！　エンドレスで絵本読めって言われなくなったもんな」

「何十回と同じ本読まされましたもんね……。ただ、エルが一人で本を読むってことは、エッチな漫まん画がも読んじゃうってことなんですよ？　ちゃんと片付けておいてくださいね」

「……はいはい、わかってますって」

「あと、ついでに言っておきますが、女の人のスカートめくらせるのもやめてください」

「湧ゆうが遊びに来た時の話か？　いや、あれはエルが勝手にやったんだってば！　確かに『よくやった！』って抱き締しめて褒ほめたのは俺が悪かったけど……つーか、芽亜こそ、もうちょっと優やさしく接してやれよ。あれも駄だ目めこれも駄目じゃ、エルがかわいそうだぞ」

「巧たく馬まがちゃんと叱しからないからじゃないですか！　昨日だって、ご飯のあとにお菓子を──」

　ぼそっと文句をこぼしてみれば、芽亜がすかさず切り返してくる。そのやりとりを見つめながら、鈴すず女めさんはどことなく羨うらやましげに微ほほ笑えんだ。

「……全まつたく。実にいいコンビだな、君たちは」

「コンビというか、これもうほとんど夫婦ですよね。しかも新婚気分の抜けきった頃の」

「それに芽亜は──っておいこらジェイムズ聞こえたぞ！　誰だれと」

「誰が」

「夫婦」

「ですかっ！」

　息を揃そろえて反論する俺おれと芽め亜あ。だが肝心のガーゴイルは、「ほら息ぴったり」とにやつくと、この話題に飽あきたのか、眼鏡めがね越ごしの視線を窓まどへと向けながら話を変えた。

「それはそうと、なんだか先刻からキャンパスを行き交う人が増えてきましたね。何かあるのでしょうか？」

「工学部の校舎で、午後から学会があったかと。それに出席する人たちが、そろそろ集まってきているのでしょうね」

　ジェイムズの問いに応じたのは鈴すず女めさんだった。そういや、エルを預けに行った時に、エオラさんも同じこと言ってたなあ。自分は機き械かい工こう学がく科の知り合いから受付を頼まれてるとか、尊そん敬けいする先生の講演があるとかなんとか。そんなことを思い出していると、年ねん齢れい不ふ詳しようのガーゴイルは、ふと「学会、ですか」と穏おだやかにつぶやいた。

「懐なつかしい響ひびきですねえ。私も昔は同門の学徒と魔ま術じゆつについて熱あつく語り合ったものです」

「え。お前、そんなことしてたのか？　三センチくらいのドラゴンなのに？」

「馬ば鹿かですか貴君は。あれは変身──ではなく、人の姿に化けたに決まっているでしょう。祓ふつ魔ま師しのことを知るには、内側に入り込むのが手っ取り早いですから」

「なるほど。道理でＥＸＩＴや祓魔師についてお詳くわしいわけですね」

「そういうことです、ミス星ほし御み門かど。おかげで術者の知り合いも何人かいますし、夕ゆう星づつと知り合ったのも、この姿に転じていた時でしたね。あの頃ころの夕星は、まだ独り身でしたから、もちろん芽亜も生まれていませんでしたが……いや、懐かしいものです」

　空からになったティーカップを手にしたまま、懐かしそうに窓の外を見つめるジェイムズ。こいつがこんなにしんみりするのも珍しい。雪でも降るんじゃなかろうな、と心の中でつぶやきつつ、俺は「なあ」と芽亜に話しかけた。

「今の話聞いてて思ったんだけど、芽亜の親父さんってどんな人なんだ？　やっぱ夢む魔まなのか？　いや、それ以前に、夢魔ってええと……人間と同じように増えるのか……？　まさか、もしかして分ぶん裂れつ」

「アメーバとかミドリムシと一緒にしないでください。そのあたりの仕組みは、その、に……人間と同じはずです、よ……？」

　いきなり何を聞くんだと言いたげな視線を向けながら、芽亜が薄うす赤あかい顔でぼそぼそ答える。なんだ、そうなのか。なぜか安心しながら納得していると、芽亜はふいに顔を曇くもらせ、話を続けた。

「それと、父のことですが……母が何も教えてくれなかったので、わたしも知らないんですよね。何回聞いても『心配しなくても、素す敵てきな人よ』とかはぐらかされちゃって」

「なんだそりゃ。ジェイムズは知らないのか、芽亜の親父さんのこと」

「夕星が話さなかったことを私がぺらぺら言うとでも？　そんな軽けい薄はくな男に見えますか」

「あいにく見えるぞ」

「それは貴君の目が節穴だという何よりの証しよう左さですね。まあ、いつか時が来れば、そのあたりのことを語る機き会かいもあればいいなと思う今日この頃ですが──失しつ敬けい」

　と、そこでジェイムズの言葉がいきなり途切れた。窓まどの外、学会に出席する学生や研究者たちを見つめたまま、執しつ事じ服のガーゴイルは唐突に席を立ち、そして机の上にお札を置く。

「用を思い出しました。私の分の代金は置いておきますね」

「え？　どうしたんだよ話の途中で。それに多すぎるぞ、これ」

「エルハームにお菓子でも買ってあげてください。では！」

　それだけを言い残してジェイムズはそそくさと立ち去ってしまった。神しん出しゆつ鬼き没ぼつはいつものことだが、いつにも増して謎なぞな行動である。

「どうしたんですかね急に。仕事でも思い出したんでしょうか？」

「なんの仕事をしてるんだよ。つーかあいつ、普段どこで何してるんだか」

「謎の多い人物なのだな、彼は。魔ま物ものらしさをあまり感じさせないし……」

　机の上に残されたお金を見つめたまま、俺おれたちは眉まゆをひそめて語り合う。と、ほどなくして喫きつ茶さ店てんの戸が開き、「たくまー！」と元気な声が耳に届いた。

「めあも！　ただいま！」

　俺たちの席に駆かけ寄りながら、元気に叫ぶ幼い少女。その後ろには、エオラさんが「エルちゃん、お返ししますね」と微ほほ笑えみながら付き添っている。飛びついてきたエルを抱き留とめながら、芽め亜あはぺこりと頭を下げた。

「もう待ち合わせの時間だったんですね。ありがとうございました、エオラさん」

「いえいえ。エルちゃんはいい子ですから。お母さんの育て方がいいのかしら？」

「ですからわたしは母ではありませんっ！　それで……ええと、そちらの方は？」

　きっぱりと断言したあと、芽亜はエオラさんの隣となりに立つ、見覚えのない男性を見つめて問いかけた。年ねん齢れいは三十代後半くらいだろうか。青白い肌に長い銀ぎん髪ぱつ、身長は百九十センチはあるだろう。黒のスーツに身を固めた長身の白人男性は、芽亜の視線が自分に向いていることに気づいたのだろう、穏おだやかに微笑んで一礼した。

「プラハで大学教授をしています、ヴィクターと言います。今日の学会に講演をしに来たのですが、君が近くにいるとエオラ君に聞いたもので、無理を言って連れてきてもらったのですよ。初めまして、宵よい待まち芽亜君」

「え。わ、わたしに会いに……？　ええと、何かしましたっけ」

　目の前の男性の意図が読めずに、きょとんと目を丸くする芽亜。そりゃそうだろう、大学教授がなんで夢む魔まに会いたがるんだ。そう視線で尋たずねてみれば、ヴィクターと名乗った男性は「隣のテーブル、いいですか？」と問いかけつつ、優やさしく肩をすくめてみせた。

「現代において、純じゆん粋すいで知的な魔物はとても貴重ですし、真ま面じ目めで優しく、正義感に溢あふれた夢む魔まとなれば、もっともっと希少な存在ですからね。祓ふつ魔ま師しとして、一度会っておきたいと思っても不ふ思し議ぎはないでしょう？　そちらは星ほし御み門かど鈴すず女め君に、下しも野つけ巧たく馬ま君ですね。よろしく」

「これはご丁てい寧ねいに。星御門です」

「俺おれもよろしく──って、祓魔師なんですか？　大学の先生なのに？」

「マスター・ヴィクターは、義ぎ肢し開発の第一人者でもありますが、『篦へら鹿じか亭てい』のえらーい錬れん金きん術じゆつ師しでもあるんです。それにそれに、実は、すっごく有名人なんですわよ？　フルネームを聞いたら、きっと巧馬くんたちも驚おどろきます」

　ヴィクターさんと同じテーブルに腰掛けながら、エオラさんがくすくす笑う。ほー、そうなのか。促うながされるように見つめれば、黒スーツの教授は「あまり期待されても」と苦笑いした。

「私の名前はですね。ヴィクター・フランケンシュタイン・ジュニアと言うのですよ」

「え？　フランケンシュタインって、まさか──あの有名なアレですか？」

「初対面の相手をアレ呼ばわりするのはやめなさいと言ったでしょう！　失礼ですよ！」

「ご、ごめん！　まさかそんな名前がここで出るとは思ってなかったから驚いて」

　芽め亜あに怒られながら、俺は慌あわてて弁解し、そして眼前の男性に向き直った。フランケンは確かにビッグネームだが、ツギハギだらけでボルトを生やした大男というイメージは、目の前のヴィクターさんには全然重ならない。だが黒スーツの教授は、こともなげにうなずいた。　

「ええ、『あれ』です。正確にはフランケンは死体を繋つなぎ合わせて私を作った学者の名で、私は名無しの人造人間なのですが、それでは少々やりづらいですからね。造物主──父が亡くなった後、勝手にジュニアを名乗らせてもらっているのですよ」

「はー、なるほど……。しかしフランケンって魔物のお仲間だと思ってましたが、祓魔師っつーか、普通の人だったんですね。誤ご解かいしてました」

「魔物か人のどちらかと問われれば、どちらでもあるとしか答えられませんが。体は人間ですが、キメラやゴーレムの一種と分類されることもありますから──それはそうと、どうかしましたか、宵よい待まち芽亜君？　先ほどから目を丸くしたままですが、私の顔に何か？」

「え。あ、す、すみません！　ほら、『フランケンシュタイン』って、メアリ・シェリーの書いた小説……つまり、フィクションでしょう？　なのに、その登場人物が実在するなんて、どういうことだろうって思っちゃって」

「──　Ｈ　Ｐハワードフイリップス　現象ですね」

　困こん惑わくした芽亜の声に応じたのは、鈴女さんだった。「正解」と言いたげに優やさしく微ほほ笑えむ自じ称しようフランケンを興きよう味み深げに眺ながめながら、陰おん陽みよう師じは俺と芽亜に向き直った。

「魔力や妖よう力りよくの関かかわった出来事を、時間や空間を隔へだてた場所の人間が感知する現象のことさ。特とく殊しゆな霊れい的てき要よう素そを多分に含んだ脳には、一般には見えないものや、時空間を隔てた場所の出来事を感知する能力があるんだよ。文学性と感受性に優すぐれた人物に起こりやすく、故ゆえに、その感知した内容が作品に反映されるケースが多いと聞いているが──」

「ええ、その通りです。もっとも、受信できるのはおぼろげなイメージだけなので、それを作品に仕上げるためには相応の才能と想像力が必要になるわけですがね。ルイス、トールキン、エンデ、ストーカー、ラブクラフト、ミヤザワ、サトウ……。高名な幻想文学の書き手の多くが、この現象を体験しているのは、祓ふつ魔ま師し業界では有名な話ですよ」

　鈴すず女めさんの解説に続き、補ほ足そくするように語る自じ称しようフランケンさん。出てきた作家の名前はどれも知らなかったが、童どう話わ好きの芽め亜あがいちいち「えーっ！」とか「あの人も？」と驚おどろいてるところを見ると、みんな有名らしい。へえ、そういうもんなのか、と納得していると、芽亜と俺おれの間に陣取ったエルが興こう奮ふんして口を開いた。

「びくたー、すごいんだぞ！　ごにょごにょって唱えると、人形が立って動いて……あれ、もう一回やって！」

「今はやめておきましょう」

　キラキラした視線を受け、苦笑しながら手を振るヴィクターさんである。エルが嘘うそを吐つくとも思えないし、ということはやっぱり本物の魔ま術じゆつ師しか。いろんな人がいるもんだなあと見つめる先で、ヴィクターさんは運ばれてきたコーヒーを手に、芽亜へと目を向けた。悪い人ではなさそうだけど、なんでそんなに芽亜に興きよう味みがあるんだか。水を飲んでいたエルとちらっと視線を合わせると、俺は黒スーツの教授へ問いかけた。

「さっきからやたら芽亜見てますけど、そこまで珍しいもんですか？」

「ええ、さすがにあの人に面おも影かげが似て……おっと、これは失言でしたね。その──文ふみ彦ひこ君に聞いていた通りの真ま面じ目めそうな少女だな、と思いまして」

「文彦さんが？　そう言えばあの人、最近見てませんけど」

「鈴女ちゃんの魔物退治でいろいろデータが集まったとかで、新しい機き械かいを作ってるみたいですわよ。魔力因子式根源年代測定器──だったかしら？」

　首を傾かしげた芽亜に、エオラさんがにこやかに応じる。また何かおかしなメカ作ってるのか、あのおっさん。さすがオカルトエンジニアである。

「名前を聞いてもさっぱりわかりませんけど、何の機械なんですか、それ？」

「特定の魔物がどの程度古くから存在するのかを、伝でん承しようや文ぶん献けんに頼らずに測定する装そう置ちだそうです。考古学で使われる、放射線年代測定に近い原理だそうですが……。先日、自宅に差し入れに行ったら、どんな魔物のデータを入れても全まつたく同じ数値が出てくるって嘆なげいてましたわね。俺の理論は間違ってるはずはないのに、って」

「はー。要するに調子が悪いってことですか」

「そんなふうに言ってはかわいそうですよ、下しも野つけ君。──おっと、もうこんな時間ですか」

　ドライな一言を漏もらした俺にそう告げると、ヴィクターさんはコーヒーカップを机に置いて立ち上がり、エオラさんもそれに続く。どうやらそろそろ学会の時間らしい。

「私とヴィクターはそろそろ参りますわね。ではエルちゃん、また遊びましょうね」

「おー！　またな！」

「ええ、ばいばい。巧たく馬まくんたちは、お昼からどうなさるのです？　よろしければ、一緒にヴィクターの講演を聞きませんか？」

「エオラさんとご一緒したいのはやまやまですが、こいつをプールに連れてく約束が──」

　と、エルの頭を撫なでながらそう口にした時だった。静かな喫きつ茶さ店てんの入り口付近、レジカウンターの奥の事務室から、「ええっ？」と聞き覚えのある声が響ひびいた。

「は？　アタシ以外のバイトが全員来られないってどういうことですか、店長！」

「あれ。あの声、もしかして」

「くれむだよね」

　俺おれの漏もらした独り言を受け、エルがつぶやく。間違いない、工学部の二回生で自動車部所属のメカニック、そんでもってグレムリンの血を引いている、あの姉あね御ご肌はだのお姉さんの声だ。どうやらここでバイトしていたらしいが、それにしたってでかい声である。みんなが黙だまり込む中、事務室からの怒声は続いていた。

「今日は学会で人出が多いんですよ、お昼から忙しくなるのはわかってるでしょう？　え？　バイト組がみんなで遊びに行ったら渋滞に掴つかまった？　なんでこんな日の朝からみんなで出るんだか……。代わりのバイト？　まあ、ダメ元で探してみますけど、こんなタイミングで運良く暇ひまそうな知り合いが見つかるわけが……」

　ぶつくさと文句を口にしながら、前掛け姿の暮くれ六むさんが事務室から現れる。どことなく不安なものを感じつつ、目が合ったので会え釈しやくすれば、暮六さんも「よっ」と手を振り──そして次の瞬しゆん間かん「見つかった！」と両目を輝かがやかせた。

「暇そうな知り合い！　暇そうな知り合いじゃないか！　あのさあ、鈴すず女めとその愉ゆ快かいな仲間たち！　バイト代弾はずむからもしよかったら──」

「ええ。事情は概おおむね理解しています。私でよければ手伝いますよ」

「わたしもやりますよ。暮六さんとガーニーにはいろいろお世話になっていますから」

「いや俺たちはその──って、鈴女さん、それに芽め亜あ？　なんでそんなあっさりと？」

「だって、困った時はお互い様ですから」

「宵よい待まちくんの言うとおりだ」

　目を丸くして尋たずねた俺の前で、うなずき合う生徒会会計と生徒会長。どんだけお人好しなんですか君たちは！　というか一人だけ反論した俺、すげえかっこわるいなあ。二の句が継げずに黙り込んでいると、暮六さんは「恩に着る！」と頭を下げた。

「ありがとね二人とも！　いやあ、持つべきものは後こう輩はいだねえ……。巧たく馬まもさ、騙だまされたと思って手伝ってくんない？」

「だって、正直めんどくさ──ではなく！　ほら、エルとプールに行く約束が」

「うちの制服知ってるでしょ？　場違いなくらいかわいいやつ。アレを着た鈴女と芽亜とさ、一緒に仕事したいと思わないかな」

「前ぜん言げん撤てつ回かい！　思います心の底の底から！　僕ぼくを働かせてください！」

　判断に要した時間はゼロコンマ一秒以下。弾はじかれたように暮くれ六むさんの足下にひれ伏した俺おれを見て、エルが「うらぎりもの！」と大声で叫さけんだ。

「プールいくっていったのに……！」

「ほんと、ごめんねーエルちゃん。でもさ、芽め亜あたちのお仕事終わるまでおとなしく事務室で待っててくれたら、好きなメニュー頼んでいいから」

「……ほんとに？　クリームソーダとスペシャルフルーツパフェでも」

「大人は嘘うそを吐つきません。もし嘘だったら巧たく馬まを煮るなり焼くなりすればいいさ」

　俺にすがりつく涙目の少女を見下ろし、きっぱり告げる暮六さん。なぜそこで俺の名前を出しますか、と呆あきれるのと同時に、エルの態たい度どがころっと変わり、「だったらいい」と小さな首を縦たてに振った。暮六さんのやり方が上う手まいのか、それとも単にこいつが誘ゆう惑わくに弱いだけなのか。

「まあ、一いつ瞬しゆんで裏切った俺が言うのもどうかと思うけどな」

「ほんとです。この即物的な性格、たぶん巧馬の影えい響きようですよ」

「まあまあ、夫婦喧げん嘩かは犬も食いませんぜよお二人さん。とか言ってる暇ひまもないので、鈴すず女めと芽亜はさっそく着替えてくれるかな？　更衣室はこっちだから。あ、エルちゃんもこっちおいで。巧馬はちょっと待っててね」

　バイト要員が見つかって安心したのだろう、暮六さんが軽やかな足取りでカウンターの奥へと進み、芽亜と鈴女さん、そしてエルがそれに続く。どうやらいきなりあのウエイトレスの制服に着替えるらしい。ああ、なんて素晴らしい夏の日だろう！　わくわくを隠かくせないままカウンターを凝ぎよう視ししていると、ずっと推移を観かん察さつしていたエオラさんが口を開いた。

「私とヴィクターはお手伝いできませんが、がんばってくださいね。では、そろそろ行きましょうかしら」

「ああ、そうですね。あまりのんびりもしていられませんし──っと、そうそう」

　エオラさんが去った後、ヴィクターさんはふと足を止め、俺へと振り返った。

　どうしたんだろうと首を傾かしげる俺をまっすぐ見下ろすと、芽亜に妙に興きよう味みを示していた大学教授は、「下しも野つけ巧馬君」と俺の名を呼んだ。先ほどまでの穏おだやかな声とは何かが違う、真剣な口調が耳に届き、思わず背筋がぴんと伸びる。

「あの夢む魔まの少女の相あい棒ぼうである君に、お願いしたいことがあります」

「え？　なんでしょう。俺にできることなら──」

「あの子を、守ってやってください」

　それだけを厳おごそかな声で告げると、長身の紳しん士しは指先を伸ばし、俺の胸元をこつんと突いた。一瞬、ヴィクターさんの両目が輝かがやいたように見えたけど、気のせいか？

　いや、というかこの人はいきなり何を言い出したんだ。予期せぬ流れに首を捻ひねりつつ、俺はぼそっと口を開いた。

「まあ、守れるもんなら守りたいですが……どっちかと言うと、俺おれが守られてばっかりですよ。俺にはなんの力もないですし」

「承知の上で頼んでいます。自身が無力ならば、誰だれかに頼ってもいいですし、卑ひ怯きような手でもいいでしょう。ですから、どうか芽め亜あを──夕ゆう星づつと同じ目をしたあの少女を、よろしくお願いします。私にできるのは、これくらいですから」

「……は、はい」

　何がどう「これくらい」なのかはさっぱりだったが、丁てい寧ねいで、そして熱ねつ心しんな言葉に、俺はうなずかざるをえなかった。その返事が満足のいくものだったのか、ヴィクターさんは満足げに微ほほ笑えみ、そしてあっさり立ち去ってしまう。店の外で待っていたエオラさんと言葉を交わしながら去っていく後ろ姿を見ながら、俺はぽつりと声を発した。

「って、なんだったんだ、今のは……？」

　がらんとした店内に、静かに響ひびく俺の声。まあ芽亜を守れってのは言われなくてもそのつもりではあるのだが、なぜあの人がそんなことを頼むのかが謎なぞである。

　いや、そもそもヴィクターさん、なんで夕星さんを知ってたんだ？　エオラさんか文ふみ彦ひこあたりから聞いたのだとしても、目の色までは知らないのではなかろうか。俺は芽亜から写真を見せてもらったので知ってるけれど──とかなんとか、困こん惑わくしながら考えを巡めぐらせていると、「お待たせ」と暮くれ六むさんの声が耳に届いた。それに釣つられ、俺はなんとなく振り返り──そして、言葉を失った。

「や、やっぱり恥はずかしいですね……」

「宵よい待まちくんは照れすぎだ。もっと胸を張りたまえ」

「会長と違って、張るほど胸はないんですよ──って、巧たく馬ま、じろじろ見ないでください！」

「はは、相変わらずだな、下しも野つけくんは」

　前掛け姿の暮六さんに続いて現れたのは、制服に着替えた芽亜と鈴すず女めさんの二人だった。

　胸を強調したエプロンドレスは、鈴女さんの高校生離ばなれしたモデル体型をどうかと思うくらいアピールしており、つまるところ最高すぎるくらい最高だった。もうこのまま持って帰りたいくらいである。

　一方の芽亜は芽亜で、ちんまりしたかわいらしさが通常の五割増しくらいに強調されており、もじもじと鈴女さんの後ろに隠かくれる姿もなんかこう胸にグッと来る。おお、と言葉にならない唸うなり声を漏もらしながら、俺は天に──いや、暮六さんに心から感かん謝しやした。

「こんな、こんなに美しい鈴女さんと──もとい！　こんなキュートな二人と一緒に働けるなんて……ほんと、バイト誘さそってくれてありがとうございました！」

「いえいえどーいたしまして。……ただまあ、『一緒』にもいろいろあるからね」

　全力を込めて頭を下げる俺を前に、暮六さんがどことなく申し訳なさそうに苦笑する。

　……え、なんでそんな反応を？　ウエイトレス五十の定番シチュエーションの十二「忙しさのあまり転んだ拍子に水を胸元にこぼして制服が透けちゃってパンツが見えて大ピンチの巻！」を妄もう想そうしつつ首を捻ひねれば、暮くれ六むさんは何も言わず俺おれの肩を叩たたいたのだった。
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「くそ、完全に騙だまされた……！　薄うす暗ぐらい厨ちゆう房ぼうの一番奥で一人で延々と皿洗いって、あれはどう見ても『一緒に仕事する』とは言わねえぞ！」

　大学カフェの二階ベランダの小さな物干し台に、俺の文句が延々響ひびく。時刻は午後の三時すぎ。お昼から午後にかけての客足が一段落したので、休きゆう憩けいを兼かねて布ふ巾きんを干しに来たところだ。最後の一枚を物干しに掛けると、俺はベランダの手て摺すりにもたれかかった。

「ウエイトレス姿の鈴すず女めさんと楽しくバイトする予定が、ここ三時間、店長のもみあげと後頭部しか見てないもんなあ……。暮六さんは料理で忙しくて話せる雰ふん囲い気きでもなかったし、それに、芽め亜あのやつにも全然──ん？」

　噂うわさをすればなんとやら。ベランダから見下ろしたカフェの裏口前の空き地に、小こ柄がらなウエイトレスが姿を現した。立木に隠かくれてよく見えないが、サイドでくくった長い髪かみとちんまりした背丈は、間違いなく芽亜である。接客組も休憩タイムか。そう判断した俺は「お疲れ」と声を掛けようとして──次の瞬しゆん間かん、慌あわててその言葉を飲み込んだ。

「どうしても駄だ目めかな。俺、結構、本気だったんだけど」

　俺の視線の先、ベランダの下から現れたのは、中等部の制服に身を包んだ少年だった。整った笑顔はムダに爽さわやかで、中途半端に長い髪はムカつくことにさらさらと風に揺ゆれており、半はん袖そでから覗のぞく腕はよせばいいのに引き締しまっている。本能的に敵意を覚えさせるあの顔は、どこかで見たことが──と、そこまで考えた時、夏休み前、部室棟前で見た光景が脳のう裏りに甦よみがえった。

「思い出した……！　あの時、芽め亜あと何か話してたやつか」

　小声でぼそりとつぶやきながら、俺はなぜか反射的にベランダの手摺りの陰に身を潜ひそめていた。今日も二人で何かを話していたようで、まあ知り合いだったらそんなこともあるだろうけど──ただ、雰ふん囲い気きを見る限り、あんまり楽しい話題じゃなさそうだ。そう考えながら見下ろした先で、ふいに芽亜は少年に向かって頭を下げ、はっきりと次の言葉を口にした。

「ごめんなさい」

「そうはっきり言われると傷つくね。俺さ、顔にも性格にも割と自信はあったんだけど」

「苫とま島しまくんのこと、悪く思ってるわけじゃないんです。ですけど、さっき言ったように、わたし、今は目を離はなせない人がいますから。すごく手の掛かる人なんですが、でも、どうしても放ほうっておけなくて……」

「ああ、聞いたよ。だから要するに、返事はノーってことだろ？」

「はい。すみません」

　肩をすくめてみせる男に──苫とま島しまに向かって、小さな夢む魔まがはきはきと言葉を紡つむいでいく。その真ま面じ目めな態たい度どは、へらへらと苦笑する苫島とは対照的だった。さすがは俺おれの相あい棒ぼうだ。

「……って、感心してる場合じゃないだろ、俺」

　こそこそと手て摺すりの隙すき間まから下の様子を窺うかがいつつ、ぼそっと自分につっこんでみる。

　どうやら、苫島が芽め亜あに告白し、芽亜がそれを振った現場を目もく撃げきしてしまったらしい。そう理解した瞬しゆん間かん、思わずほっとしてしまい、俺は自分で自分に呆あきれた。何を安心してるんだ、下しも野つけ巧たく馬ま。つーか、そもそも覗のぞき見すること自体がまずいだろ？　そう自問自答してみるものの、立ち去ろうにも体が言うことを聞いてくれない。やがて、芽亜が無言で店内に戻り、苫島が去るのを見届けるまで、俺はその場から動けなかった。

「最近、芽亜は人気があるってサニーが言ってたけど、あれ本当だったのか……」

　ようやくのそりと立ち上がれば、寂さびしい声が自然と漏もれた。いや、芽亜は好かれて当然のやつだとは思うし、相棒が嫌きらわれるよりはよっぽどいいことなんだけど──なのに、なんだろう、この居い心地ごこちの悪い不ふ整せい脈みやくは。どくどくと脈打つ鼓こ動どうを感じつつ、俺は不安な声を発していた。

「芽亜の言ってた、手の掛かる放ほうっておけない人って──間違いなくエルだよなあ」

「よんだか？」

「いや別に。しかし、つーことは、エルがいなけりゃ芽亜の返事は──え」

　つい相あい槌づちを打ってしまったが、今のは誰だれだ？　慌あわててハッと振り向けば、室内に通じる大きな窓まどの前に、缶ジュースを手にした幼い少女が立っていた。

「何してるんだ？　かくれんぼ？　あ、これ、くれむが持っていってあげろって」

「あ、ああ、エルか。サンキュー」

　不ふ思し議ぎそうにてこてこと歩み寄ってきたエルから冷えた缶を受け取りながら、「はあ」と溜ため息いきを落とす俺。その様子に、幼いなりに雰ふん囲い気きを察さつしたのだろう、外がい見けん年ねん齢れい小学校低学年のフェニックスは、「どうした？」と不安そうに俺を見上げた。

「たくま、元気ないぞ」

「え？　わかる？」

「うん。ばればれだ」

「……そっか。ばればれか」

　子どもの目でそう見えるんなら、間違いなくそうなのだろう。ばればれなのかー、と口にしながら、俺は缶ジュースの蓋ふたを引き開けた。そのままベランダの床に腰を下ろせば、目線の高さがエルと重なる。本気で俺を案じてくれている幼い瞳ひとみを見返し、俺は「エルに言ってもわかんないだろうけどな」と頭を掻かいた。

「つーか、俺もよくわかってないんだけどな。どう言ったらいいかな……つまり、芽亜のことを、好きだって人がいたんだよ。そいつがな、芽亜にこう──ええと」

「こくはくだな！　キスしたのか？　けっこんか！　ゆいのうか！　こんいんとどけか！」

「話が早はええよ！　つーかお前、なんでそんな言葉知ってるんだ」

　またサニーの入れ知恵か。そう尋たずねれば、エルは無造作にこくりとうなずき、うーんと首を大きく捻ひねった。子どもなりに情報を整理したのか、数秒間唸うなったあと、「えーと」と言葉を選ぶように口を開いた。

「たくま、心配なんだな？　めあ、とられちゃうかもしれないから」

「芽め亜あが取られる？　いや、そんな偉えらそうなことは思って──」

　と、そこで俺おれの言葉が途切れた。要するに俺の不安ってそういうことなのでは、と今さらながら気づいたのだ。彼女でもなんでもない女の子のこと思って不安がるなんて、勝手にも程がある話ではある。それは充分わかっている。わかっているが──。

「──そうだな。俺、それを心配してたんだ」

　呆あきれた声が静かに漏もれる。それを聞いたエルは、首を傾かしげたままぺたっと俺に寄より添そうと、「だったら」と無む邪じや気きな声を発した。

「かんたんだぞ。だれよりはやく、めあに好きだって言えばいいんだ」

「え？」

「すずめとかサニーには、あうたびに『すきだー』って言ってるんだから、あんなふうに言えばいいんだぞ？　それとも──あっ！　も、もしかしてたくま……め、めあのこと……キライなのか……？」

「はい？　いやいやいや、そんなことはない！　大丈夫！　だからほら、勝手に考えすぎて泣くな！　な？　大丈夫だから！」

　ぐすぐすと涙目になりかけたエルを慰なぐさめるように、俺はその肩を慌あわてて叩たたいた。

　不死鳥とは言え今は小さな子どもなわけで、そんなエルにとっては、家族みたいな存在である俺と芽亜の仲が悪いってのは、想像するだけでもつらいことなのだろう。小さい頃ころ、両親が喧けん嘩かしてると、なんだか無性に心が痛くなったっけ。そんなことを思い出しつつ涙が収まるのを待つと、俺は「あのな」と口を開いた。

「芽亜のこと、嫌きらいなんかじゃないんだよ。それは間違いない。ただ、その……どう言うかな、鈴すず女めさんやサニーは、すげえセクシーだし明るいし、つい勢いきおいで好きだとかつきあってくれとか言えるんだ。まあ、それもどうかと思うけど、この性せい癖へきは今さら治るもんでもないし」

「ておくれだな」

「うるせえ！　……でもな、芽亜はその──ちょっと違うんだよ。じわーっと温あたたかくなるような、それでいて最高温度は一番高いと言うかなんというか──そういうことだ！」

　言ってる間にどんどん恥はずかしくなってきたので、俺は強引に会話を切り上げ、そして勢いきおいよく立ち上がった。思えば、前にサニーにも同じようなこと言われたっけなあ。他の男に取られたくなけりゃ、ちゃんと思いを伝えろとかなんとか。確かにそうだよな、と今さらながら噛かみしめると、俺おれはエルへ声を掛けた。

「よし、そろそろ仕事に戻るか！　もうひとふんばりしたら帰れるから──って、何やってんだ、お前」

　思わず不ふ審しんそうな声が出た。足下に佇たたずんでいたのは、見慣れた幼い少女ではなく、にわとりサイズの真っ赤な鳥だったのだ。エルが不死鳥だってことはもちろん覚えているけれど、なんで急に元の姿に戻ったんだ？　困こん惑わくしながら見つめる先で、まだ若いフェニックスは、尖とがった嘴くちばしで翼つばさの羽根を一枚引き抜き、カッと輝かがやいて再び少女の姿に戻った。

「あのなエル。外では変身するなって言っただろ？　芽め亜あに見つかったらまた」

「ちょっと、まってろ」

「叱しかられちまう──え？」

　見下ろした先で、エルの両手が燃もえ上がった。小さな手の中で、引き抜いたばかりの羽根が熱ねつされた鉄のようにぐにゃりと曲がり、細い輪っかに変形していく。思わずぽかんと見入っていると、幼い不死鳥はオレンジ色のリングと化した自分の羽根を、ぬっと俺に突きつけた。

「やる。お守りだ」

「お守り……？」

「しらないのか、たくま？　フェニックスの羽根で作った腕輪は、こーうんのお守りなんだぞ。だからたくま、元気だせ」

「え。俺にくれるのか？」

「うん！　……あれ、おれいは？」

「あ、すまん。ありがとな、大事にするよ！」

　慌あわてて一礼しつつ、俺はエルから赤いリングを受け取り、右の手首に嵌はめてみた。

　燃えさかっているように色を変える小さな腕輪は、見た目に反して熱あつくはなく、むしろ冷たく心地ここち好よい。フェニックスの羽根が幸運のお守りだとは知らなかったが、それより何より、エルが俺を気き遣づかってくれたことが、今はとにかく無性に嬉うれしく、そして情けなかった。腕輪を撫なでながら「心配掛けてごめんな」と苦笑すれば、エルは「まったくだ」とうなずいた。

「たくま、もっとしっかりしなきゃだめだぞ？　めあは、ゆうづつの子なんだ。モテるのは、当たり前なんだから」

「へえ。夕ゆう星づつさんもやっぱりモテたんだ──って、え。夕星さんのこと思い出したのか？」

「ちょっとだけ。ゆうづつは、変わった夢む魔まだった。普通の夢魔、けーやくしゃをいっぱいつくるんだけど……ゆうづつは、そうしなかったんだ」

「どういうことだ？　契けい約やく者しやから妄もう想そうを吸収しないと、夢魔は弱って消えるはずだろ」

「かるがるしいけーやくはしたくないからって、空気の中に漂う、薄うすーい妄念を食べて生きてたんだ。ちゃんとけーやくしたのは、ひとりだけだった」

「へー、かっこいい話だなあ。あ、その一人がもしかして、芽亜の親父さんなのか？」

「当然だ！　ずっと会ってないけど──あ、あれ……？」

　自分の漏もらした言葉が気になるのか、階段に向かっていたエルが立ち止まって首を捻ひねる。その姿を見下ろしながら、俺おれは「どうした？」と問いかけた。

「また何か思い出したのか？」

「そ、そうじゃないけど……さいきん、どこかで、会ったっけ……？」

「最近会ったって──芽め亜あの親父さんにか？　いや、そりゃないだろ。エルが会ったなら俺もその人の顔見てるはずだけど、それっぽい人なんか誰だれもいなかったぞ」

「だ、だよな……。あれ？　すごく、すごーく近くで、会ったような……？」

　俺と一緒に階段を下りながら、うーんうーんと悩むエル。まだ記き憶おくがはっきりしていないらしい。まあ、体も順調に成長しているし、焦あせっても仕方ないよな。そう心の中でつぶやくと、俺は傍かたわらの不死の少女の頭をくしゃっと撫なでた。

「無理するなって。今日のところは、なぐさめてくれただけで充分だ。ありがとな」

「へへ。かんしゃしろ」

　俺に頭を撫でられながら、にっと笑うフェニックス。はいはいと軽いノリで応じる俺の胸の中には、さっき聞かされた言葉が、ずっと反はん響きようし続けていた。

『だれよりはやく、めあに好きだって言えばいいんだ』

　──そんなことはわかってる。でも、そのためには、俺が芽亜のことをどう思ってるか、自分の中ではっきりさせておかなきゃいけないわけで……。

『めあのこと……キライなのか……？』

　──だから、それはないんだってば。

　でも……じゃあ──結局のところ、俺の気持ちは、どうなんだ？

　自問自答をしてみても、思考回路は同じところをぐるぐる回り続けるばかりで、先に進む気配がない。あーあ、と大きな溜ため息いきを落とせば、それを聞いたエルは無む邪じや気きに「がんばれ！」と笑ったのだった。







　第四夜　今日はお祭りなんだから




　ぴーひゃらぴーぴー、どんどんどん。

　赤く染まった夕焼け空に、お囃はや子しと太たい鼓この音が微かすかに響ひびく。祭りの会場の神社まではまだ少しあるけれど、結構遠くまで聞こえるもんだな。感心する俺おれの隣となりを、浴衣ゆかた姿のカップルが追い越こしていく。行き交う人々の足取りは一様に楽しげで、思わずこっちまでテンションが上がる。電柱や街灯に吊つるされた提ちよう灯ちんは、通学中に見慣れた道を幻げん想そう的に染めており、俺は柄がらにもなく見入っていた。

　──ああ、こんな素す敵てきな場所をセクシーで照てれ屋でそれでいて意外と奔ほん放ぽうでなおかつ押しに弱くおっぱいの大きな美少女と一緒に歩けたら、どんなにか嬉うれしく幸せだろうか。そう思ってしまった瞬しゆん間かん、足が止まり、妄もう想そうが自動的に広がり始めて止まらない。そして数秒後、脳内で浴衣の鈴すず女めさんを神社の森に連れ込んだのと同時に──大丈夫、誰だれも来ませんから──俺の耳にくたびれた声が届いた。

「なあ巧たく馬ま。ドリーミング中に悪いけど、俺やっぱり帰っていいか？」

「とりあえず帯をほどいていいですか──って、だからなおっさん。駄だ目めだっつってるだろ」

　妄想を切り上げ、隣に佇たたずむ髭ひげ面づらの男をじろっと睨にらむ。

　ぼさぼさの長い髪かみに帽子を乗せ、よれよれのワイシャツといつものネクタイ、そして折り目の消えたスラックス。最初に会った時は、もうちょっと身なりに気を遣つかう人だと思ってたんだけどなあ。そう失望する俺の前で、文ふみ彦ひこは大おお仰ぎように肩をすくめた。

「巧馬だって俺なんかと連れだって歩いてたってつまんないだろ？　というわけで俺は」

「駄目なもんは駄目！　『あの引きこもりの馬ば鹿かに、たまには外の空気を吸わせてください。あと、人の多いところに定期的に連れていくこと。お祭りなんかいいですねえ』って、エオラさんからお願いされた以上！　絶対祭りには連れていくからな！」

　先週から泊まり込みで化石を掘りに行ってしまった美人メディスンマンの言葉を引用しつつ、きっぱりはっきり言い切ってやる。それを聞いた文彦は「余計なことを」とつぶやき、ポケットから煙草たばこを取り出した。吸ってもいいよな、と視線で俺に尋たずねつつ、髭面のオカルトエンジニアはやれやれと溜ため息いきを吐ついた。

「エオラはいいやつだけどさ、お節介なのが玉に瑕きずなんだよなあ。やたら飯作りに来るし、風呂入れってうるさいし。自分だって面白い化石見つけたら飲まず食わずになるくせにね。俺に家事全般押しつけるのはいいとして、平気で下着まで洗せん濯たくさせるんだぜ、あいつ」

「なんて羨うらやましい！　……つーか、何度も聞いたけど、エオラさんとは、つきあってるわけじゃないんだよな？」

「何度も言ったけど、俺おれらは単なるパートナー。お互いに好みのタイプじゃないってことはよーく知ってるからな、あくまで気楽な腐くされ縁えんってやつだよ」

　疑ぎ惑わくの目で見つめる俺に苦笑を返し、文ふみ彦ひこはふうっと白い煙を吹いた。今の話が事実なら、半はん同どう棲せい状じよう態たいのカップル以外の何ものでもないと思うのだが、大人の世界はそう単純でもないらしい。高校生にはよくわからんなあと首を捻ひねっていると、ふと元気な声が俺たちを呼んだ。

「もー、何そんなとこで止まってるのさ！　二人とも、早く！」

　それに釣つられて顔を上げれば、神社に通じる道の先、信号の手前で、長い髪かみの少女が大きく手を振っていた。一見すると年ねん齢れいは小学校高学年ごろ、褐かつ色しよくの肌がオレンジ色の夕日に映えている。子どもらしい引き締しまった体に妹のお古のＴシャツとミニスカートを身に付け、その上に法はつ被ぴを羽は織おったエルは、ずんずんと俺たちへと歩み寄ると、「もう」と頬ほおを膨ふくらせた。

「遅いよ二人とも。待ち合わせに遅れちゃう！」

「ごめんごめん。このおっさんが行きたくないとかわがまま言うもんで」

「仮にも教師をおっさん呼ばわりかい？　だいたい巧たく馬まが立ち止まって妄もう想そう始めたのが悪いんだろ。それにしてもエルちゃん、少し見ない間にずいぶん育ったよねえ……。もしかしてさ、芽め亜あちゃんより背高くなってない？」

「とっくに。なあエル」

「うん！　あんまり言うと芽亜が怒るから言わないけどね──って、話は後！　行くよ！」

　煙草たばこを携けい帯たい灰皿に押し込みながらの文彦の質問に、俺とエルは顔を見合わせてうなずいた。俺たちを先せん導どうして歩き出す不死鳥ガールの後ろ姿はまさしく少女で、すらっと伸びた脚あしなんか、先々週まで幼児だったとは絶対に思えない。成長って早いなあと感心しながらエルの後を追えば、隣となりを歩く文彦が「いいね」としみじみつぶやいた。

「これくらいの年とし頃ごろが一番かわいいよねえ。背は伸びつつあるけど胸がないあたりがグッとくるなあ……。待てよ、どうせなら、もうちょっと若くてもいいか」

「エルを変な目で見るなよ、通報するぞ。エル、このおっさんには注意するように」

「はーい気を付けまーす。文彦、おかしなことしたら燃もやすからね？　あ、それとも、無理矢理わたしの血を呑のませて、サラマンダーにするのもいいかな」

「サラマンダーって、体中が常に燃えてるって怪かい物ぶつだろ？　オカルトエンジニアとして体質変化の過か程ていに興きよう味みはあるし、強くなれるのも魅み力りよくだけど、自分の体で試すのはちょっとお断りだね。……しかし巧馬、君、なんだかどんどんお父さんみたいになってきたねえ」

　両手を挙げて降こう伏ふくを示しつつ、文彦は俺へ苦笑いを向けた。誰だれがお父さんだ、誰が。「ほっとけ」とだけ言い返した俺をきっぱり無視すると、ロリコンの気のある青年は、エルへと親しげに話しかけた。

「それでエルちゃん、お母さん──じゃなかった、芽亜ちゃんたちとの待ち合わせ場所ってどこだっけ？　神社の中はどこも人が多いから、合流するのは難しいぜ」

「神社の参道を抜けたところの、小さなお堂の前だよ。お祭りの会場からはちょっと離はなれてるから待ち合わせには丁度いいって鈴すず女めが──もう、なんでそうやってすぐ遅くなるのさ！　ほら、こっちこっち」

「はいはい」

　エルに急せかされながら角を曲がれば、屋台の立ち並ぶ参道が目に入る。色とりどりの電球が照らす中、わいわいと多くの人が行き交う様に、エルが「わあ」と目を輝かがやかせ、駆かけ出そうとする。背は伸びたけど、この反応はやっぱりまだ子どもだな。我ながらおっさんくさいことを思いつつ、俺は法はつ被ぴの背中に「一人で行くなよ」と声を掛けた。

　ちなみに、芽め亜あに鈴女さん、そしてサニーと湧ゆうの女性陣は、生徒会室で集合して浴衣ゆかたに着替えたあと、こちらに来る手はずになっている。俺おれも一緒に学校を出たかったのだが、「着付けに時間が掛かりそう。あと巧たく馬まは間違いなく着替えを覗のぞきます！」という芽亜の正当な主張により、浴衣ではなく法被を選んだエルともども、文ふみ彦ひこをアパートから連れ出してくる任務を命じられ、体よく追い出されてしまったのであった。

　かくして、ぶつくさ文句を捏こねる文彦を引っ張り出した俺とエルは、合流場所に徒歩で向かっているというわけである。ちなみに学校からお祭り会場までは、バスで十五分、歩いたってせいぜい三十分ほどだ。

「楽しみだなー鈴女さんの浴衣！　サニーも湧も、背が高いから似合うだろうし」

「相変わらず相あい棒ぼうに薄はく情じようだね、君は。芽亜ちゃんはあんなに小さくてかわいいのに。……まあ、本音を言えば帰りたいんだけど」

　俺に話を合わせてニヤついた直後、何度目かの溜ため息いきを吐つく文彦である。

　言っちゃなんだが、たかが夏祭りなのに、なんでそこまでいやがるんだか。古代の術者の遺い産さんを狙ねらって廃はい村そんにまで足を伸ばしてたくらいだから、出で不ぶ精しようってわけでもないだろうに。げんなり顔の文彦を横目で眺ながめながら、俺は「わかんないなあ」とつぶやいた。

「そもそもお祭りって、浴衣の女の子やお姉さんを合法的に見まくれるチャンスだぞ。男なら、来るなって言われても行くのが普通だろ」

「君と一緒にしないでくれるかな」

「ふーん。文彦、お祭り、嫌きらいなの？」

「お祭りって言うより、神社が苦手なんだよね。……ま、今日の祭りみたいに、ほとんどイベント化してるのは、比較的気が楽だけどさ」

「神社が苦手？　清せい浄じような神気に触れると消しよう滅めつしちゃうとか？　そう言えば、昔はそんな友達もいたっけ。元気かな、あの鬼おに」

　たこ焼きの屋台を横目で眺めつつ、どこか懐なつかしそうにエルがつぶやいた。成長に応じて生まれ変わり前の記き憶おくが徐じよ々じよに戻りつつあるらしく、最近はぽつぽつ思い出話をするようになっている。さすが不死鳥、いろんな知り合いがいるもんだと感心していると、文ふみ彦ひこが呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「あのねエルちゃん、人を妖よう怪かい扱いしない。そうじゃなくて、俺おれ、そもそもは審さ神に者わっていう神道系の祓ふつ魔ま師しなんだよ。しかも、『神器に手を出すとは信心が足りん！』って怒られて、破門された身だからさ……。神社はなんとなく行きづらいんだよね」

　そう苦笑すると、文彦は胸元の細いネクタイを軽く叩たたいた。そう言えばそれ、大事な神器を勝手に解かい析せきして作ったレプリカなんだっけ。初めて会った時に剣に変えてたなあと思い出していると、信心不足の審神者は「ただ、それよりも」と言い足した。

「今は研究が面白い時期だからね。パソコンと資料から離はなれたくないのさ」

「ふーん。どんな研究やってるの？」

「一言で言えば『魔ま物ものはどこから来てどこへ行ったか』。あ、おじさん、生ビール一つね」

　エルの問いかけにシンプルな答えを返すと、文彦は屋台のおっさんにビールを頼む。出店の一つから紙コップを受け取る文彦を前に、俺おれはエルと顔を見合わせ、首を捻ひねった。

「どこから来たって……昔からなんとなくいたんじゃないのか？」

「それに、どこへ行ったかって──《あちら》に行ったんだよね？」

「そう思うのが素しろ人うとの浅はかさ。まあ、ほとんどの祓魔師もそこで思考停止してるのが問題なんだけど……それはそうと、エルちゃん、なんか食べるかい？」

「いいの？　じゃあ、えーと──りんご飴あめ！」

　唐突な質問に、エルはぱあっと満面の笑みを浮かべて応こたえた。それを見た文彦は手近の屋台で赤い飴を二つ買い、一つをエルに、そしてもう一個を俺に渡す。あ、これはどうもごちそうさまです。慌あわててお礼を言う俺に笑い返すと、ビールを手にしたおっさんは参道を歩きながら「まず一点」と話を戻した。

「魔物は昔からなんとなく存在したって巧たく馬まは言ったけど、それはいつからって話だよ。世界各地の創世神話や魔物由ゆ来らい譚たんが後付けの創作ってのは言うまでもないけど、魔物は実在するんだから、何かから進化したか、あるいはどこかで発生してないとおかしいよね。だろ？」

「ま、まあ、そりゃそうだけど──って、おっさん確か、魔物の発生時期がわかるメカとか作ってなかったっけ？　なあ、エル」

「うんうん。ヴィクターがそんなこと言ってたよね」

「なら、まともな結果が出てないって話も聞いたろ？　俺が今まで集めたどのサンプルで試しても、一いち律りつに四千二十一年前って答えが出るんだ。どんな魔物でも完全に同じ数値だぜ。絶対に有り得ないのに、そんなこと」

　まあ、俺の理論のどこかが間違ってるんだろうね。そう言って肩をすくめると、文彦はビールをごくりとあおる。その寂さびしげな横顔を眺ながめながら、俺は隣となりのエルへ尋たずねてみた。

「エルは覚えてないのか？　自分がいつからいたのかとか」

「ぜーんぜん。ピラミッド作ってるのを見てた気はするけどね。記き憶おくがちゃんと戻れば、思い出すんじゃないかな？」

　他ひ人と事ごとのように笑いながら──というか実際に他人事なんだけど──無む邪じや気きにりんご飴あめをかじるフェニックス。それを聞いた文ふみ彦ひこは「期待してるよ」と微ほほ笑えみ、先を続ける。

「……ま、むしろ俺おれが知りたいのは、『どこへ行ったか』なんだけどね」

「いや、それこそ答えが出てるだろ？　魔ま物ものはみんな、リヴァイアサンの鍵かぎで《あちら》って呼ばれてる別の世界への扉とびらを開いて、ごっそり移住したって──」

「不可能なんだよ、それは」

　呆あきれながらの俺の言葉を、静かな声が遮さえぎった。いつになく真ま面じ目めな語調で俺とエルとを黙だまらせると、文彦は口元の泡を拭ぬぐい、「不可能なんだ」と繰り返した。

「その話は俺も芽め亜あちゃんから聞いたさ。でもね、別の世界ってのは、要するに平行宇宙のことなんだろう？　そこへ行くためには、最低限、この宇宙──つまり、おそろしく広大な上に膨ぼう張ちようを続けている空間の、その外側に出る必要がある。少なく見積もっても七百億光年の距きよ離りを一いつ瞬しゆんで移動しなけりゃいけないんだぜ。ところで巧たく馬ま、先月、芽亜ちゃんに渡したベヒモスの錠じよう前まえを覚えているかい？」

「え？　魔力を一気に補ほ充じゆうするアイテムだろ？　覚えてるけど……でも、それが一体」

「忘れたのか？　あの錠前は本来、リヴァイアサンの鍵にエネルギーを供きよう給きゆうするための呪じゆ具ぐだったんだ。だけどね、前回芽亜ちゃんが使った際のデータを見る限り、錠前が一度に生成できる魔力はせいぜい六万ギガマイト。平行宇宙間を移動するにはね──エネルギー量が、圧倒的に足りないんだ」

　そう説明すると、文彦は大きく肩をすくめて首を振った。説明終了、ということらしい。

　どうやらマイトってのは魔力の単位のようだが、足りないって言っても現に魔物はこの世界にいないわけだからなあ。そもそも、場所移動ってそんな大層な術なのか？　りんご飴をがりがりやりながら、俺はそう問いかけた。

「鈴すず女めさんは式しき神がみでテレポートしまくってるし、エルを助ける時にやりあった連中──左さ道どう衆しゆうだっけ？　あいつらも、転移のお札ふだか何かを使ってたぞ。ありふれた術じゃないのか？」

「ありふれた、と言うと語ご弊へいがあるね。左道衆の転送符は俺も一枚持ってるけど、あれは一枚作るのにかなりの手間が掛かる貴重品だし、性能だってそれほどじゃない。任意の場所や人物のところに飛べるのは便利だけど、一定の距離しか移動できないんだから」

「一定の距離って……どのくらい？」

「おおよそ一万キロ。それ以上を移動するなら、転送符に込められた呪力だけじゃパワーが足りないから、魔力なり呪力なりを注ぎ込んでやる必要があるんだ」

「一万キロって……それだけ飛べたら充分だよ」

　あっさり答えた文彦に、エルが苦笑で応じた。だよなあ。お札一枚でその距離を移動できるんだから、性能としては文句なしだろう。

「まあ、別の宇宙に行けるかどうかって話になると、役に立たないのはわかるけど……」

「そういうこった。別の宇宙どころか、別の星にすら行けない性能なんだから、話にならないよ。星ほし御み門かど家の式しき神がみだって短たん距きよ離り移動が専門だし、超長距離の転移は意外に高度な術なのさ。聞いた話では、大だい魔ま術じゆつ師しジョン・ドゥーの三代目だかなんだかは、自みずからを光に変えて光速で移動していたらしいけど……それだって昔話みたいなものだし、それに、そんな術を使えても、やっぱり別の宇宙には行けないよね」

　文ふみ彦ひこはそこで大きく肩をすくめ、そして重苦しい溜ため息いきを落とした。そこまで悩むことでもないだろうとは思うけど、隣となりでこれだけ深刻な顔をされるとこっちのテンションまで下がってくる。もうちょっと元気出してくれよと横目を向けつつ、俺おれはエルに話しかけた。

「なあエル。お前、《あちら》のことは、何か知らないのか？　覚えてるなら、このおっさんにズバッと説明してやってくれよ」

「うーん。さっきから思い出そうとはしてるんだよね。《あちら》に行くとか飛ぶって言うより、えーと、こう、ぐるぐる回ってたような気がするんだけど」

「……ぐるぐる？」

　飴あめを食べ終えた後の串くしを回しながら説明するエルだったが、意味がさっぱりわからない。答えを求めるように文彦に視線を向ければ、「俺に聞かれても」と言いたげな苦笑が返ってきた。

「ま、記き憶おくが完全に戻ってないんだから仕方ないさ。……ああ、せめて、リヴァイアサンの鍵かぎのサンプルがあればなあ。転移先の座ざ標ひようが指定されてるはずだから、《あちら》がどこなのか、一発で判明するのに。巧たく馬ま、持ってないかい？」

「ないない。芽亜の鍵は鈴すず女めさんと戦った時に砕くだいたし、他に持ってる知り合いも──」

「リヴァイアサンの鍵？　持ってたよ？」

　文彦の問いかけを否定する俺の声に、エルがいきなり割り込んでくる。「ほんとかい？」と目を丸くするおっさんを前に、不死鳥の少女はこくりと首を縦たてに振った。

「文彦の話聞いてる間に思い出したんだ。燃もえちゃったお屋や敷しきのどこかに残ってるはずだよ。わたしは《あちら》に行くつもりもないし、欲しいなら──」

「要いる！　是ぜが非ひでも！　そっか、鍵は世界中の魔ま物ものに配られたんだもんな、そりゃエルちゃんも持ってるはずだよ！　よし、そうと聞いたら善ぜんは急げだ！　今すぐ回収に」

「駄だ目め」

　駆け出そうとする文彦の手を、エルがしっかり掴つかんで止める。きょとんと振り返った髭ひげ面づらの青年をまっすぐ見返すと、法はつ被ぴ姿のフェニックスは呆あきれたように首を横に振った。

「今日はお祭りなんだから。鍵のこと教えてあげたんだから、フランクフルト買ってね」

「……へいへい、わかりましたですよ。しっかりしてるね、さすがは不死鳥」

　肩をすくめながら財布を取り出す文彦を、エルはにこにこと屋台に誘ゆう導どうしていく。どうやら今日はがっつり食べるつもりらしい。あのおっさん連れてきて良かったなあと内心でうなずきながら、俺おれは「おーい」と声を掛けた。

「文ふみ彦ひこにおごってもらうのはいいけど、芽め亜あやサニーと合流する前に腹一杯になるなよ」

「別腹だから大丈夫！　ねえねえおじさん、あとトウモロコシと焼きそばも欲しいなあ。それと、綿菓子にたこ焼きに──」

「え、そんなに？　貴重なサンプルのためと思えば仕方ないが……ただ」

「ただ？」

「……おじさん呼ばわりだけは、できればやめてくれないかな。正直、軽く傷つく」




「遅い！」

　そして十五分後。待ち合わせ場所であるお堂の前に到着した俺たちを出迎えたのは、サニーの呆あきれた一声だった。

　ぴちぴちのタンクトップに法はつ被ぴを羽は織おり、引き締しまった脚あしを覆おおうのはぴったりしたスパッツ。てっきり浴衣ゆかたで来ると思っていたので少々予想外ではあったけど、お祭りっぽい元気な着こなしはサニーにはよく似合っていたし、何より胸の強調されっぷりが素晴らしい。そう思ったので素直な感想を口にすれば、文彦とエルは呆れたが、サニーは「へへ」と自じ慢まんげに笑った。

「どう？　なかなかセクシーでしょ」

「いやいや！　なかなかなんてもんじゃないよこれは！　『ものすごく』セクシーだ！」

　きっぱりと首を振って反論する俺。人ひと気けがない上に薄うす暗ぐらい場所なので、胸元や肌がはっきり見えないのは残念だったが、それでも魅み力りよくが伝わってくるんだからサニーのプロポーションは大したもんだ。ごちそうさまです、と思わず手を合わせていると、イカ焼きを頬ほお張ばっていたエルが「ねえねえ」とサニーに問いかけた。

「芽亜と湧ゆうと鈴すず女めはどうしたの？」

「ああ。あの三人、バス乗り場が意外と混んでて、乗り損ねちゃったんだよねえ。次かその次の便で来るはずだから、もうちょっと待つべし。で、それはそうと！」

　トレードマークのギターを担かつぎ直しつつ、エルに向かって苦笑するサニーだったが、ふいにその語調がきつくなった。法被姿のネオドルイドの大きな瞳ひとみが、俺と文彦をじろっと睨にらむ。

「今までどこで何してたのさ？　そっちのほうが早く着いてるはずでしょ？　どうせ、先に夜店巡りで盛り上がっちゃったとか、そんなことだろうと思うけど」

「エルちゃんの顔見ればわかるよね」

　サニーの問いかけに、隣となりに佇たたずむ浴衣の少女が同意する。提ちよう灯ちんが申し訳程度に灯ともっているだけの薄暗い路地なので、顔立ちははっきり見えなかったが、芽亜でも湧でも鈴女さんでもないのは間違いない。となるとサニーの友人だろうか。スレンダーな体つきとセミロングの髪かみは、ワイルドでダイナミックなサニーとは正反対の、たおやかな雰ふん囲い気きを醸かもし出しており、気が付けば俺おれは思わずその手を取っていた。

「は、初めまして！　俺、下しも野つけ巧たく馬まって言います！　ここで会えたのも何かの縁えんで──」

「『初めまして』より『暑中お見舞い申し上げます』だよね。初対面じゃないしさ」

「初対面じゃない？　いやいやそんなわけないって。こんな可か憐れんな姿、一度でも会ってたら絶対に忘れるわけが──ってお前よく見たら持じ郎ろうじゃねえか！　危ねえ！」

　うっかり男友達に告白するところだったぞ、この野郎！　素早く距きよ離りを取って身構える俺を前に、女物の浴衣ゆかたを完全に着こなした友人はくすくすと笑った。

「女の子の服は外では着ないようにしてるけど、今日はお祭りだから特別かなって思ってさ。どう、似合うかな？　帰省してる間にね、ちょっと髪かみ伸ばしてみたんだ」

「うん、きれーい！」

「……残念ながらよく似合ってるよ」

　ヘタすると隣となりのサニーより女っぽく見えるから恐ろしい。にこにこと喜ぶエルの隣でげんなりと溜ため息いきを吐つけば、そのやりとりを見ていた文ふみ彦ひこは「大したもんだ」と苦笑した。

「これもある意味才能だよね。で、サニーちゃんはなんでギター持ってんの？」

「盆踊りの後に、ステージで素しろ人うとライブがあるんだよ。軽音部からも誰だれか出ようって話だったんだけど、予定が合わなくなってさ。湧ゆうを説き伏せて、二人で出ることにしたわけ」

「へえ、そりゃいいね。二人で歌うのかい？」
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「今回はあたしはギターだけ。セイレーンの歌声を邪じや魔ましちゃもったいないよ」

　そう言ってギターを構えると、サニーはどこか懐なつかしいメロディを一節、慣れた手つきで奏かなでてみせた。夏の夜の出会いをしみじみ歌った、一昔か二昔前のフォークグループの持ち歌だ。いい歌ではあるけれど、ロック派のサニーにしてはなんだか渋い選曲である。

「その歌、湧ゆうの好みか？」

「巧たく馬ま、正解。あと、客層のこともあるけどね。学校でのライブならともかく、今日はお祭りでしょ？　おじさんおばさんがなんとなーく聞いてても、ああ、あれかってわかるような歌のほうがいいと思ってさ」

「なるほどねえ。大した気配り──」

　唐突に言葉を句切り、文ふみ彦ひこがふいに周囲を見回した。一いつ瞬しゆん遅れて、サニーが、そして持じ郎ろうまでもが警けい戒かいするように身構える。え、急にどうしたの？　間抜けな顔でそう尋たずねた俺おれを、「しっ」と制したのはエルだった。

「大きな力の持ち主が近くにいる。気を付けて、巧馬」

「力？　魔ま物ものか？」

「あるいは祓ふつ魔ま師しかもね。霊れい的なエネルギーって、本質的には同じだから。問題はそこじゃなくて、その誰だれかさんの気配が、やたら敵意に満ちてるってことなんだけど」

「文彦さんの言うとおりだよ。……サニー、相手の場所はわかる？」

「ちょい待ち、持郎。なんだかぐねぐねしたイヤな気配だけど──そこだっ！」

　お堂の後ろに広がる森の一角目がけ、サニーがギターをかき鳴らす。絞しぼり込まれた清きよめの音は、生い茂る枝をなぎ払い、気配の主を露あらわにした。電柱に吊つるされた提ちよう灯ちんの灯あかりの中、静かに佇たたずむその姿は──。

「……えーと、なんだこいつ」

　──思わずそう口にしてしまうような、異様な風体だった。

　体格的には長身の成人男性なのだが、まともなのはその点だけ。鳥の嘴くちばしか大きな鎌かまを模もしたような真っ白な仮面と、襟えりを立てた黒マントがなんとも不気味だ。それに何より、向かい合っているだけで背筋がどんどん冷えていくような、この威い圧あつ感……！　祓魔師だとしたらランキング五百位以内だろうとあたりを付けていると、身構えたままの文彦が口を開いた。

「その姿──中世の魔ま法ほう医いか錬れん金きん術じゆつ師しの流れを汲くんだ術者かい？　見たところ、お祭りに来てみたって感じじゃなさそうだね。俺たちに何か用かな」

「……エルハームに、用があります」

　文彦の問いかけを遮さえぎるように、怪かい人じんがぼそりと声を発した。同時に、マントに隠かくれていた腕がまっすぐ伸び、おいで、と言いたげに手招きをする。その光景を前に、俺たちはハッと顔を見合わせていた。くぐもったような声なのでどうにも聞き取りにくかったが、誰の名を呼んだのかは間違えようもない。ごくりと息を呑のむと、俺は傍かたわらの少女に問いかけた。

「……エル。まさかとは思うけど、昔の友達だったりしないよな」

「え？　し、知らないよ、こんな人！　全部思い出してないから、絶対そうとは言えないけど──でも、祓ふつ魔ま師しの友達なんかいなかったはずだし……それに、この人──」

　なんだか怖い。そう小声でつぶやくと、エルは俺おれの後ろに回って背中にぎゅっとすがりついた。怯おびえているのだろう、小さな体がかたかた細かく震ふるえている。「大丈夫」と声を掛けると、俺は目の前の怪かい人じんをまっすぐ見み据すえてつぶやいた。

「エルを狙ねらう祓魔師ってことは、また左さ道どう衆しゆうか……！　性しよう懲こりもなく来やがって！　でもな、安心しろエル！　俺はともかくとして、今はサニーたちがいるから！」

「……あのさあ、巧たく馬ま。あたしを頼ってくれるのは嬉うれしいけど、そこは男として保ほ護ご者しやとして、『任せろ』とか言うべきじゃないの？」

「だよなあ。その他力本願っぷりはどうなんだ。おじさん悲しいよ」

「ですよね。自分が頑がん張ばる気配がカケラもないのは、僕ぼくも友人として情けないです」

　エルを庇かばいながら後退する俺について、ぼそぼそと言葉を交わす祓魔師トリオである。

　そうは言うけども、そっちは魔物退治の専門家で、こっちは単なる夢む魔まの妄もう想そう補ほ充じゆう係なのである。一緒にされても困るんだけど──と反論しようとした瞬しゆん間かん、マントの怪人がばっと右手を突き上げた。その掌てのひらに描かれた、矢印を曲げて円にしたような奇妙な図形がスパークを放ち、薄うす暗ぐらい路地が明るく染まる。げ、なんだかイヤな予感。

「やばい！　よくわかんないけどたぶん仕掛けてくるぞ！」

「見ればわかるって！　巧馬はエルを連れて下がってて！　持じ郎ろう、サポートよろしく！」

「了解！　──阿あ明めい、祝しゆく良りよう、巨きよ乗じよう、禺ぐ強きよう、四海の大たい神じんの名の下に、難を退け凶災を蕩はらえ！」

　サニーの声を聞くまでもなく、持郎が素早く印を組み、呪じゆ文もんを唱え始めた。呪じゆ禁ごん士しならではの金かな縛しばりの術だ。前進しようとしたところを固められたのだろう、よろめく仮面の怪人を前に、サニーが自じ慢まんげにニッと微ほほ笑えんだ。

「サンキュー、持郎！　──仕掛けてきたのはそっちなんだから、悪く思わないでよね？」

　よく通る声を怪人に投げかけながら、ピックを掴つかんだ右手を構えるサニー。と、同時に、固定されたはずの怪人が、両手を大きく左右に開いた。左右の掌から放たれるスパークが、中空に一抱えほどの円を──いや、何かの紋もん章しようを描き出していく。え、なんだこれ？

「つーか持郎、お前金縛り掛けてるんだろ？　なんであいつ動けるんだよ？」

「魔力のスペックのケタが違うんだ……！　足を縛り付けてるだけで精一杯なんだよ！」

　珍しく持郎が声を荒らげる。こいつの金縛りは、鈴すず女めさんの式しき神がみでさえ止められる威い力りよくなのだが、どうやら目の前の怪人はそれ以上の実力者らしい。そう理解した瞬間、ただでさえ冷えていた背中に絶ぜつ対たい零れい度どの悪寒が走った。

「つーことはこいつ、ランキング一桁けたクラスかそれ以上の化け物ってことか……！」

「落ち着け巧馬、焦あせったっていいことはないよ。しかし、あいつの手の紋章、どっかで見たような模も様ようなんだよなあ。古い魔ま術じゆつ師しの資料だったような気がするけど、なんだっけか？」

　怪かい人じんの両手の間に浮かぶ蛇へびだか矢印のような紋様を前に、文ふみ彦ひこが首を傾かしげた。知らねえよそんなもん！　というわけで首をぶんぶん左右に振っていると、サニーが「考えるのはあと！」と声を張り上げた。　

「今はとにかく先手必勝！　持じ郎ろう、あとちょっとだけ押さえててね！　それじゃ行くよ」

「──って、そうか思い出した！　待ったサニーちゃん！　攻こう撃げきしちゃ駄だ目めだ！」

「もう遅い！　聞いてね、毎度おなじみ──『ウォルシュの子守歌』っ！」

　文彦が慌あわてて制するのと同時だった。サニー愛あい用ようのギターがじゃあんと響ひびき、以前芽め亜あと一緒に喰くらった激しい曲が鳴り響く。サニーが敵と見なした相手のみにダメージを与えるその音は、容よう赦しやなく怪人を吹っ飛ばす──かと思いきや。

「……反射レフレクシオ」

「え──きゃあっ！」

　怪人が小声をぼそりと発した次の瞬しゆん間かん、サニーの体が吹っ飛び、後ろに立っていた俺おれに激げき突とつした。ぐほ、と短い声を漏もらしながら、サニーを受け止めた──というより、クッションになった俺は地面に倒れ込む。ひび割れたアスファルトに後頭部がぶつかり、視界がぐわんぐわんと歪ゆがむ中、怪人の声が耳に届いた。

「……まだ思い出していませんでしたか。作戦変更、仕切り直しと行きましょう」

　それだけを言い残し、怪人はスパークとともに姿を消した。え、いきなり消えた？　困こん惑わくしつつも警けい戒かいする俺たちだったが──数分経たっても奴やつが再び出てくる気配はなかった。一同の意見を代弁するように、文ふみ彦ひこが「どうやら」と口を開く。

「諦あきらめてくれたらしいね」

「……だね」

　文彦の声にうなずいたのは、俺の上に乗っかっていたサニーだ。ほっと胸をなで下ろしながら、ギターを抱えたネオドルイドは不ふ審しんそうに首を捻ひねる。

「それにしたって、今の術、何？　あたしの歌が跳はね返ってきたんだけど」

「呪じゆ詛そ錬れん成せい返しさ。相手の術を取り込んで瞬間的に自分の力に転換し、そのままぶつける高度な魔術だよ。俺も実際に見るのは初めてだったから、思い出すのに時間が掛かって……って、それよりさ。そろそろ巧たく馬まの上から降りてあげたらどうだい？」

「え？　巧馬の上って──ああっ、ほんとだ？　ごめんね巧馬！　確かに妙に地面が柔やわらかいなーと思ってたんだけど！　だ、大丈夫？」

　ぺこぺこと頭を下げながら、サニーが俺の上から飛び降りる。せっかく柔らかい太ももの下した敷じきになれたんだから、もうちょっとくらい乗ってりゃいいのに。そうつぶやきながら体を起こせば、「エッチだなあ」と呆あきれた目線を向けられてしまった。

「すぐそういう話に持ってくんだから。謝あやまって損したよ」

「すみません。つーかサニーのほうこそ平気か？　なんとか返し、もろに喰くらっただろ」

「もっちろん！　あれくらいでやられるほど柔やわじゃない──と言いたいけどね」

　体を起こしながらの問いかけに、サニーは苦笑しながら右手を掲かかげる。法はつ被ぴの袖そでから伸びた白い腕には、肘ひじから先の部分に、蛇へびが絡からみついたような模も様ようが浮かび上がっていた。「何これ」と息を呑のむエルに、サニーはやれやれと肩をすくめて苦笑した。

「たぶん、動きを禁じる呪のろい。実際、右手、全然動かないし。ピックに込めておいた聖せい樹じゆの力で呪いを押し出してるけど……完全に治るにはあと何時間かは掛かりそうだね」

「え？　じゃあ、ギターは？　今日、湧ゆうと一緒に歌うんでしょ？」

「……さすがにこの手じゃ弾ひけないかなあ」

「そんな──ご、ごめんね、サニー！　わたしが狙ねらわれたせいで」

「めっ」

　わたわたと謝あやまるエルの口を、サニーが左手で封じる。きょとんと押し黙だまったフェニックスを見下ろしながら、利きき手を封じられたギタリストは爽さわやかに笑った。

「エルは悪くないんだから、謝っちゃ駄だ目め。悪いのは、あの左さ道どう衆しゆうの仮面の祓ふつ魔ま師しなんだから──って、そう言えばあいつ、ライセンス見せなかったよね？」

　ふと思い出したようにサニーが俺おれたちを見回した。言われてみれば確かにそうだ。魔ま術じゆつを使ったり魔物と戦ったりする前には、ライセンスを提示するのが祓魔師のルールのはずなのに。

「なあ、持じ郎ろう？　俺は祓魔師じゃないからよく知らないんだけど、あれって、気分次第で見せなくても良かったりするものなのか？」

「そんな話は聞いたことないよ。順位が低くて恥はずかしいから見られたくないとか、そういう理由はあるかもだけど……」

「ああ。あの術を見る限り、ランクが低いわけはないよな。呪じゆ禁ごん士しの金かな縛しばりに抗あらがって、ネオドルイドの清きよめの音を呪いに変えて跳はね返し、しかもノーモーションで転移術を使ったんだ。明らかにランク二十番以内の実力だぞ、あれは」

　持郎の言葉を受け、文ふみ彦ひこが唸うなった。しかしそうなると、なおさらライセンスを見せなかった理由がわからない。うっかり家に忘れてきたとか、そういう間抜けな事情なのだろうか？　首を捻ひねっていると、参道に通じる小道から、聞き慣れた声が耳に届いた。

「ああ、まだ待っていてくれたか。宵よい待まちくん、羽う那な原ばらくん、こっちだ」

「お、お待たせしました！」

「すまない。バスが渋滞に巻き込まれてしまって──」

　提ちよう灯ちんの灯あかりの下に浴衣ゆかた姿の鈴すず女めさんが現れ、芽め亜あと湧とがそれに続く。急いでやってきたのだろう、軽く息を弾はずませる三人に、俺は「いやそんなに待ってないし、それどころじゃなかったから」と応じようとしたのだが──。

「お……おおう……！」

　──例によって例のごとく、口から出たのは間抜けな吐と息いきだけだった。

　鈴すず女めさんの高校生とは思えない最高のプロポーションは、浴衣ゆかたを纏まとってもなお激はげしく自己主張していたし、結い上げた髪かみがまた大人っぽくてたまらない。姿し勢せいが良くてスレンダーな湧ゆうも和わ装そうが異様に似合いすぎていたし、藤ふじ色いろの浴衣を纏った芽め亜あはちんまりとしたボディがその──ええと、うまくは言えないがじーんと来る。三者三様の浴衣姿に言葉を失い、無む意い識しきのうちに帯を解く動作を始める俺おれを見て、芽亜は心底めんどくさそうに溜ため息いきを吐ついた。

「わかってはいましたが、やっぱりこういう反応ですか……。ほんとにもう」

「まあまあ、そう怒らないでやってよ、芽亜ちゃん。いやしかし、若い娘さんの浴衣姿はやっぱり風情があるねえ……。なあ、そう思うだろ巧たく馬ま？」

「ああ！　鈴女さんのうなじのセクシーなことと言ったらもう！　あと、ついでに胸元ががばーっと開いてて脚あしがズバーンと見えてると最高なんだけど！」

　同意を求めてきた文ふみ彦ひこにうなずき返しつつ、俺は力強く宣言した。と、それを聞いた一同は呆あきれた顔を見合わせ、示し合わせたように同時に溜息を吐く。え、なんで？

「なんだよその『お前は何もわかってない』みたいなリアクションは！」

「そのまんまだよ。趣おもむきってものが全まつたくわかってないね、君は」

「……すみません。巧馬。そういう人ですから」

「でもほら、男の子なんだからそれも当然だよ」

「サニーはそう言いますが……って、その手、どうしたんですか！　何があったんです？」

　ようやく友人の右手の異変に気づき、芽亜が目を丸くする。へへ、と決まり悪そうに笑うサニーに割り込むように、「あのね」と口を開いたのはエルだった。

「へんな仮面が出てね。それでね、えと、巧馬が役に立たなくて……」

「左さ道どう衆しゆうだと思われる祓ふつ魔ま師しが、またエルちゃんを狙ねらったのさ。サニーちゃんが戦って撃げき退たいしたものの、攻撃を呪のろいに変えて跳はね返されたもんで、右手がしばらく動かない」

　わたわたと解説するエルに代わって、文彦が端たん的てきに事情を説明する。それを聞いた芽亜と湧は、エルの無事にほっと胸をなで下ろしたものの、すぐに気まずそうに顔を見合わせた。

「ということは、湧さんとサニーのライブは……？　湧さん、あんなに練習してたのに──」

「そういう事情なら、辞退するしかないか。わたしはアカペラは苦手だしな」

「ごめんね、ほんと。ああ、せっかく湧を誘さそったのになあ」

　なんだかんだ言ってやる気だったのだろう、湧が大きな大きな溜息を落とし、その隣となりでサニーが苦笑する。そんな二人を見ながら、俺は鈴女さんへと小声で問いかけた。

「式しき神がみパワーで一いつ瞬しゆんで呪いを解いたりできないんですか？」

「残念ながら、それは無理だ。単なる怪け我がなら治しようもあるが……自身の術を呪じゆ詛そに変えて撃うち込まれたとあっては、手の打ちようがないよ」

「そうですか……。だとすると、代役立てるしかないですよね。でもサニーの他にギター弾ひけるやつなんていないし──あ、そうだ、鈴すず女めさん！　もしかして、ギターの腕をぐーんと上げる式しき神がみとかいませんか？」

「いるわけがないだろう、そんなもの」

　ざっくり即答されてしまった。ですよねーと納得する俺おれの前で、十二体の式神を操あやつる大だい陰おん陽みよう師じは、腕を組んで「いいかね」と語り始めた。

「式神にはそれぞれ固有の能力があるが、決して万能ではないのだよ。特定の技術や能力を即座に誰だれかに与えるだなんて、そんな都合のいい力は聞いたことが──」

　聞いたことが。なぜか鈴女さんの言葉はそこで途切れ、その双そう眸ぼうは俺を見つめたまま動かない。え、急にどうしたんです？　まっすぐ見つめられるのは嬉うれしいけれど、脈みやく絡らくがわかんないので素直に喜べないのですが。それとももしかしてこれはついに鈴女さんが俺への愛あいに目覚めたとかそういう嬉しいシチュエーションだったりするのでしょうか。

　とかなんとか、そんなありえないことを考えてしまった俺に向かって、鈴女さんは「ふむ」とうなずくと、芽め亜あをちょいちょいと手招きする。首を傾かしげながら歩み寄ってきた芽亜と、きょとんとしたままの俺を見比べると、我らが生徒会長は訝いぶかるように口を開いた。

「下しも野つけくん、宵よい待まちくん？　ものは相談なのだが……」
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　──きいみいのこえだけをおおおおおおおおおお

　──またおもいだしているうううううううう

　とっぷり暗くなったお祭り会場の一角、三十人ほどが囲むステージに、湧ゆうの歌声が朗ろう々ろうと響ひびいている。下へ手たくそな素しろ人うとだから期待するなとかなんとか、赤い顔で謙けん遜そんしながら台上に上がったあの少女とは思えない、人が変わったような熱ねつ唱しようぶりだ。

　問答無用で聴きき手の心に染み入ってくるようなダイナミックな歌声は、酔よいが回った観客たちにもしっかり通じているようで、もともと一曲だけだったはずが、今やアンコールに応こたえ続けて四曲目。そんなに独占していいのかとは思うし、それに、いくら湧の好みとは言え、お祭りのステージで延々しんみり系のバラードかフォークばっかりというのも問題な気はするが──まあ、みんな楽しんでるようだから問題はないよな、うん。

　無造作に並べられたパイプ椅い子すの背もたれに体重を預けながらそうつぶやけば、隣となりの椅子に座ったサニーが満足そうにうなずいた。

「そうそう。歌なんて歌い手と聴き手が楽しかったらそれでいいのさ。ね、エル」

「うん！　湧、うまいなあ……。ね、鈴女、湧、うまいよね！」

「全まつたくだな。さすがセイレーンの血を引く先祖返りフラッシュバックだ」

「資質だけのせいにするのはかわいそうだよ。しかし、いいステージだね」

「ですね。……ただ、ギタリストさんがちょっと浮いてますけど」

　ビールのコップを傾かたむけながらの文ふみ彦ひこの評に、フランクフルトを手にした持じ郎ろうが苦笑で応じる。その的確なコメントに、俺おれたちは黙だまってうなずきあい、そして同時にステージを見上げた。浴衣ゆかた姿で歌い続ける湧ゆうの少し後ろに目を向ければ、それはもう黙もく々もくとギターを奏かなでる、小こ柄がらな少女の姿があった。

　ただひたすら機き械かい的に演奏を続けるその様子は、熱ねつ唱しようする湧とは対照的だったが、衣い装しようもまたボーカルとは全く違う路線だった。子どもっぽい体格にレザーのブラとミニスカートだけを身に纏まとい、大きく露ろ出しゆつした白い肌には原色のボディペイント。そんでもって背中にはコウモリのような羽を背負っている。

　その、アコースティックギターで静かなフォークを弾ひくようにはとても見えないデスメタルスタイルの少女はしかし、派手な見た目とは裏うら腹はらに、それはもう寡か黙もくかつ誠せい実じつに演奏を続けていた。どうあっても観客と目を合わせようとしない意い固こ地じな姿に、鈴すず女めさんが不ふ審しんそうに口を開いた。

「宵よい待まちくんも頑がん固こだな。せっかくのステージなのだから、少しくらい、こちらを見ても良さそうなものだが」

「だよね？　さっきからずーっと下向いてるけど……お腹なか痛いのかな？」

「違う違う。あれは単に恥はずかしいんだよ」

　心配そうにつぶやいたエルに、サニーがざっくりした答えを返す。そうなの、と尋たずねるフェニックスの少女にうなずき返すと、法はつ被ぴを羽は織おったネオドルイドは、再びステージへと視線を向けた。呪のろいの掛かった右手を膝ひざの上に置きながら、サニーはおかしそうに先を続ける。

「芽め亜あって、ものすごい照れ屋だからねえ。人前に出るだけでも苦手なのに、巧たく馬まの妄もう想そうで変身してステージに上がったりしたら、そりゃ、あんなふうになるって。自分で『やります』って言ったくせに、とは思うけどね」

　でも、そこが芽亜のかわいいところなんだなあ。そう言い足しつつ、サニーは壇だん上じようの友人に向かって左手を振ったが、芽亜にはおそらく見えていない。そんな姿を同情気味に眺ながめると、文彦は「しかし、考えたよね」と感心するようにうなずいた。

「変身した姿に応じた能力が身につくって夢む魔まの特性を、こんな風に生かすとは……。それにしても巧たく馬ま、あの衣い装しよう、もうちょっとおとなしくできなかったのかい？　なんかもう、いろいろ場違いすぎるぜ」

「フッ、無理を言わないでくれ、おじさん。俺が相あい棒ぼうに──そう、あの恥ずかしがり屋の子こ猫ねこちゃんに与えられるイメージは、あくまで欲望に起因する妄想だけなんだ。『どんな曲でも弾ひけるギタリスト』って言われれば、自おのずからああいうセクシーなスタイルになるのも無理はないのさ」

　呆あきれた目線を向けてきた文ふみ彦ひこに、俺おれは椅い子すにもたれかかったまま、クールな微び笑しようを返してやった。できれば肩をすくめたかったが、芽め亜あに妄もう想そうのエネルギーを与えた時に体力もごっそり奪うばわれているので、体はろくに動かないのだ。

　まあ、それと引き替えに頭は冴さえているのだが、今は戦せん闘とう中というわけでもないので、作戦を考えたり身を守ったりする必要は全まつたくない。引き続き湧ゆうの歌と、そして子こ猫ねこちゃんのギターを堪たん能のうさせてもらうとしようかな。そう独りごちながらステージへ再び顔を向ければ、隣となりに座っていたエルが不安げに小さな声を発した。

「ね、ねえサニー、この巧たく馬ま、やっぱりなんだか気味悪いよ……」

「エルはこのモード見るの初めてだもんね。面食らうのも無理ないか。大丈夫、しばらくすれば元に戻るからさ」

「そうそう。それに、本質的には同じ人だから、怖がらなくても大丈夫だよ。というか、むしろ普段の巧馬のほうがよっぽど危険だよね」

　サニーの言葉を受けて持じ郎ろうが微ほほ笑えむ。フォローしているのかどうか微妙な発言だが、嘘うそではないので否定もできない。湧の歌声に惹ひかれたのか、ぞろぞろとステージの周りに集まってきた祭りの客を眺ながめながら、俺は思わず自じ嘲ちようした。観客の中には、浴衣ゆかたや薄うす着ぎの女の子も多い。いつもの俺なら美人を見つけて勢いきおい任せに告白していたに違いなかった。

　特に、今しがた来たばかりの、どこかの女子校らしき制服を着た美少女トリオなんか、普段なら見ただけで土下座して愛あいを叫さけんでいただろ──と、まるで他ひ人と事ごとのように、そんなことを思った時だ。俺の視線を感じたのか、その三人組が振り向き、一様に眉まゆをひそめた。

「ん？　なんや、あの兄ちゃん、どっかで見たような顔やなあ」

「……以前、ナンパされた、とかです？」

「黄ホアンに声を掛けるような物好きがどこにいる。おおかた見間違いだろう」

「うっさいでスカーレット。自分だけ彼氏いると思ていい気になるなっちゅうねん。しかし、ほんまに見覚えが──って、ああああああっ！　思い出したああっ！　雰ふん囲い気き全然違うけど──お前、いつやったかウチに抱きついた、あの半裸マンやないかっ！」

　三人組の真ん中で、背丈も中くらいの関西弁の少女が、俺を指さし絶ぜつ叫きようする。同時に俺もまた、目の前の少女たちの素す性じようを思い出していた。服ふく装そうが違ったので気づかなかったが、確かにあの時の三人だ。

　チャイナドレスの道士の黄、巫み女こ装しょう束ぞくの葵あおい、そして真っ赤な僧そう衣いのスカーレット。まさか再会するとはね、と苦笑すれば、鈴すず女めさんが不ふ審しんそうに問いかけてきた。

「あの三人、制服を見たところ、聖エレティコス女子校の生徒のようだが……知り合いなのかい、下しも野つけくん？」

「知ってはいますが、親しい仲ではないですね。なにせ、エルを狙ねらった祓ふつ魔ま師しですから」

「えっ？」

「それって」

「──まさか左さ道どう衆しゆうっ？　また来たの？」

　俺おれの言葉に弾はじかれるように、サニーたちが身構え、エルがおろおろうろたえる。生まれ変わる直前のことはまだ思い出していないのだろう、困こん惑わくするフェニックスに、俺は「安心しろ」と優やさしく声を掛けた。

　サニーの腕が呪のろいで封じられているとは言え、今はランキング一桁けたの鈴すず女めさんがいる。この三人は確かに強敵ではあるが、おそらく負けることはないはずだ。

　……ちなみにステージ上の二人はと言えば、芽め亜あは相変わらず客席を見ていないし、すでに六曲目に突入した湧ゆうも自分の世界に入ってしまったようで、全まつたくこちらに気づいていなかったが、まあ、わざわざ呼ぶ必要もないだろう。そう算段しながら、俺はエルに「安心するんだ」と繰り返した。

「みんなを信じろ、エル。大丈夫だ」

「う、うん……。というか、むしろ巧たく馬まが大丈夫かなって気がするけど……。話し方はムダにかっこいいのに、椅い子すにもたれたまま、体が全然動いてないし」

「はは、こりゃ一本取られたね。でも、俺のことなら心配するな、愛いとしの雛ひな鳥どりちゃん」

「ひ、『雛鳥ちゃん』？　ほんとに気持ち悪いよ巧馬……！　しっかり！」

「おやおや、逆に心配されるとはね」

　そう言いながら俺がエルにウインクを返すのと、鈴女さんが無言で立ち上がるのは同時だった。ライセンスを取り出しながら三人組を見み据すえ、我らが生徒会長が静かに口を開く。

「事情は概おおむね理解した。……さて、左道衆の諸しよ君くん？　私の友人に手を出すと言うのなら、この星ほし御み門かど鈴女、全力で相手をさせてもらうが」

「おい、待て。いったい、なんの話だ？」

「白々しいねえ。お目当ては、エルちゃん──つまり、フェニックスだろ？」

「え？　……違いますよ？　不死鳥みたいに強力な魔ま物ものは、老ろう衰すいした時しか捕らえられませんし……だから、生まれ変わる前しか、狙ねらえないのです」

「せ、せや、葵あおいの言うとおりや！　ウチらはただ祭りに遊びに来ただけやがな！　だいたいそのライセンスの数字──は、八てお前……ひっ、ひひひひひ、一桁やないかい！　しかもあれやろ、星御門て超名門の化けもんやないか！　そんなもん相手にできるかあっ！」

　身構える鈴女さんを前に、わたわたと弁解する左道衆トリオ。その慌あわてぶりを見る限り、嘘うそを吐ついているようには思えない。どういうことだ、とエルと顔を見合わせていると、文ふみ彦ひこが訝いぶかるように声を発した。

「……ほんとに、エルちゃんを狙ってるわけじゃないんだね？　さっきの仮面が失敗したから、そのリベンジに来たのかと、そう思ったんだけど」

「は？　さっきの仮面て誰だれのことやねん。左さ道どう衆しゆうのエージェントは、この辺にはウチらしかおらへんし、他のメンバーが動いてるってな話もあらへんで？　なあ？」

「ああ。今日の我々は、あくまで単なる高校生。呪じゆ具ぐを持っていないのが証拠だ」

「……見ての通り、戦せん闘とう装しよう束ぞくも着てないのです」

　黄ホアンの問いかけに、スカーレットと葵あおいが即座にうなずく。確かに言われてみれば、エルを奪うばうつもりなら以前のようにしっかり武装しているはずだし、こんな風にのこのこ出てくることもないだろう。この三人の話は、どうやら信じて良さそうだった。

「じゃあ、あの仮面は一体なんだったんだ、チャイニーズ・ビューティー？」

「知らんがな。つーかジブン、前と全然雰ふん囲い気き違うけど、変なもんでも拾って食ったんか」

「うむ、確かに。前回はもっとこう……思春期を煮に詰つめたような言動だったな」

「……正しく、性欲の権ごん化げだったのです」

「ひどいなあ、そこまで言うかい？　まあ、今はわけあってこんな風になってるんだけどね、もうそろそろ元に戻るはずだから──って、言ってる間にちょうど来たな」

　ぐったりしていた四し肢しに、じわりと力が戻ってきた。

　同時に、澄すみ渡っていた脳内に熱あつい欲よく望ぼうが湧わき出して満ち、程なくしていつものテンションが戻ってくる。きょとんと見つめる三人を前に、俺おれは弾はじかれるように立ち上がり、そして「会いたかった！」と一声叫さけんだ。

「ほんとに会いたかったよ！　聖エレティコス女子って近くのお嬢じよう様さま学校だよな、あそこの生徒だったのか！　ああ、スカーレットのむちむちしたプロポーションも、葵のちんまりしたかわいさも──俺は一時たりとも忘れたことはなかった！」

「え。な、なんだお前は！　急にどうした！」

「……ああ、確かにこんな感じだったのです。と言いつつそっと隠かくれる私」

「そうそう改めて名乗っておきます、下しも野つけ巧たく馬まです！　そんでもって黄！　一番会いたかったのは君なんだ！　あの時両手で……いや、全身で感じたチャイナドレスのすべすべした手触りと柔やわらかな感かん触しよくは、俺を一いつ瞬しゆんで虜とりこにし──ぐふっ！」

「はい、そこまで。女の子怖がらせちゃ駄だ目めだよ」

　持じ郎ろうの無情な言葉とともに、俺の全身が痺しびれて固まる。呪じゆ禁ごん士しでもある友人は、おなじみの術で俺の動きを封じながら、怯おびえて後ずさる三人組へと向き直り、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「友人がお騒さわがせして、ほんとすみません。悪人ではないんですけどね」

「野放しにするなや、こんなもん！　……つーかジブン、男か女かどっちやねん」

「え？　女ではないのか？」

「……スカーレット、見る目がないのです。私の見立てでは、たぶん男。でも、確証がないのです……。むう……」

　女物の浴衣ゆかたを着こなした友人を見み据すえ、左道衆トリオが言葉を交わす。その反応が面白いのだろう、くすくす微ほほ笑えむ持郎に、俺は「なあ」と声を掛けた。

「……反省したから、そろそろ解放してくれません？」

「駄目」

　全員が口を揃そろえて言い放つ。左道衆の黄たちはともかくとして、鈴すず女めさんやサニー、エルまでが言ってたのは軽くショックでした、はい。







　第五夜　二人だけの夜




「ふいー、いいお湯でした」

　誰だれに言うともなくつぶやきながら、俺おれは風呂場を後にした。今日は俺が一番最後なので、お湯を抜いて換かん気き扇せんをオンにする。その後、適当に体を拭ふいて寝間着代わりのタンクトップとハーフパンツを身につけ、ぺたぺたと裸足で居間に向かえば、Ｔシャツにジャージの芽め亜めが、こたつ兼用のテーブルで図書館から借りてきたファンタジー小説を読んでいた。

「なんだ、まだ起きてたのか。疲れたから寝るって言ってなかったっけ？」

「そのつもりでしたが、なんだか目が冴さえてしまいまして」

　俺の質問に顔を上げて応こたえると、ジャージ姿の相あい棒ぼうは「今日はいろいろあったからでしょうか」と付け足す。そんなもんかもな、と返しつつ、芽亜の向かい側に腰を下ろす。年ねん季きの入ったエアコンが除じよ湿しつを続ける音を聞きながら、俺はバスタオルで頭を拭ぬぐった。

　現在時刻は夜中の十二時過ぎ。お祭り会場での再会の後、左さ道どう衆しゆうの黄ホアンがサニーと妙に意気投合してしまい、他流派の術に興きよう味み津しん々しんな鈴すず女めさんや文ふみ彦ひこも加わってやたらと盛り上がったせいで、みんなと別れて家に着いた時には既すでに十一時を回っていた。もっとも、門限があるわけでもないし、美少女トリオと親交を深められたのだから結果オーライだ。良かった良かった。

　……まあ、俺はほとんど会話に入れてもらえず、閉場が近づいて値下がりしたかき氷を隅すみっこで黙もく々もくと食っていただけなのだが、俺の顔と名前を覚えてもらっただけで良しとしよう。

「あの三人が聖エレティコス女子の生徒ってこともわかったしな。収しゆう穫かく収穫！　思ってたほど悪い人たちでもなさそうだったし、これから仲良くなっていけば、いずれは一対三のハーレムも夢ゆめじゃない」

「夢のまた夢ですよそんなもの。というか無理です。すぐ諦あきらめなさい」

「そんなざっくり言わなくてもいいだろう！　仮にも夢む魔まなんだから、もうちょっと夢を大事にしてもいいと思うんだ……。って、それはそうとエルは？　さすがに寝たか？」

「ええ。帰り道でふらふらでしたからね、お風呂から出たらベッドにばたん、です」

　だから、早く帰りましょうってエルに何度も言ったのに。回想しながら微ほほ笑えむと、芽亜は階段に通じる戸へ視線を向けた。エルの寝室は、階段を上がって左側、下の妹の部屋なのだ。

　ちなみに芽亜の寝室はエルの部屋の向かい側、上の妹の部屋で、そして俺はと言えば、なぜか仏間に寝ている。もともと俺の家なのになんで自分の部屋がないのかとの疑問はもっともだが、久々に帰ってきたら俺の部屋が物置にされていたんだから仕方ない。下しも野つけ家の皆さんは長男をないがしろにしすぎだと思います。

「そもそも、自分らが旅行に行くから夏休みの間中留守番してろって話からして、めちゃくちゃだよなあ。ああ、さらば高一の夏休み。そしてさらば、もし遊びほうけていたら出会えただろう、ひと夏だけの貴重な経験たち……！」

「あの、巧たく馬ま？　実家でフェニックスを育てることになるというのも、充分貴重な経験だと思いますけど……。そうそうありませんよ、こんな機き会かい」

「そりゃそうだけどなんか違うだろ」

　もっとこうロマンスとかアバンチュールとか、そういうのを求めてるんだよ俺おれは。テーブルを右の拳こぶしでドンと叩たたきながら力説すれば、芽め亜あは呆あきれ顔で溜ため息いきを吐つき、そして俺の右手首に目を向けた。オレンジ色の細い腕輪を、大きな瞳ひとみが感心するように見み据すえる。

「それ、ずっと付けてるんですね」

「え？　ああ、せっかくエルがくれたお守りだしな」

　そう言いながらそっと撫なでれば、不死鳥の羽根から作った腕輪は、薄うすくほんのり発光した。これをもらった頃ころは、あのフェニックスは今よりずいぶん小さかったっけ。「たくまー」という舌っ足らずな呼び声を懐なつかしく思い出していると、階段を下る足音が聞こえた。

「お。飛んで火に入るフェニックス」

「意味わかんないですよ。でも、どうしたんでしょう、こんな時間に」

　立ち上がった芽亜が玄関と階段へ通じる戸を開ければ、ちょうどそこにパジャマ姿のエルが階上から姿を見せた。小こ柄がらな夢む魔まに「どうしたんです？」と問いかけられ、眠たげな不死鳥はまぶたをこすりながら「トイレ」と応じた。

「……寝る前に行くの忘れてた」

「そうでしたか。一人で行けます？」

「やだなあ。ちっちゃい子どもじゃないんだから。じゃね、芽亜。巧馬も、おやすみ」

　気き遣づかう芽亜に苦笑で応じ、エルは慣れた足取りでトイレに向かう。その背中を見送った芽亜は、静かに戸を閉め、そしてしみじみと溜息を落とした。

「……駄だ目めですね。つい、赤ちゃん扱いしちゃいます」

「実際、こないだまで小さかったんだから、無理もないと思うぞ。俺もそうだよ」

「ですよね。ほんと、いろいろと手を焼かせられましたけど、今となってはあの頃が懐かしい──って、なんですかこの熟じゆく年ねん夫婦じみたやりとりはっ！　定年間近ですか！」

「なんで俺にキレるんだよ！」

　確かに俺も同じことを思ったし、つい「苦労を掛けたなあ母さん」とか言いそうになってはいたが、だからって怒られる筋合いはないだろう。呆れながら立ち上がると、俺は居間と繋つながった台所へ向かった。風呂から出たあと何も飲んでないので、喉のどが渇かわいたのだ。

　だからこれは自然な行動であり、決して、夫婦というキーワードがじわじわ恥はずかしくなってきたので少し芽亜から距きよ離りを取って落ち着こうとかそういうことではありませんのでご了りよう承しようください。

「って、誰だれに説明してんだか……。なあ芽め亜め、お祭りから持って帰ってきたのって、冷れい蔵ぞう庫こに入れたんだよな？」

「ライブのあと、湧ゆうさんがおひねり代わりにもらった缶ジュースのことですか？　ビールは文ふみ彦ひこさんにあげましたし、ジュースも何本かはサニーたちが持って帰りましたが、持ちきれなかった分は全部冷やしてありますよ」

「おお、確かに冷えてる冷えてる。しかし、聞いたことないジュースばっかりだな」

　冷蔵庫を開けてみれば、買い置きの卵や野菜を避さけるように、原色の缶がごろごろ並んでいた。夜店のおっさんが業務用スーパーかなんかで安く仕入れてきたものなのだろう、どれもこれも説明書きはアルファベットだけで、デザインも自じ販はん機きやコンビニでは馴な染じみのないものばかりだ。

　まあ、タダでもらったものに文句を言うのも失礼だし、飲めさえすれば問題ない。俺おれはレモンの描かれた缶を適当に選び、プルトップを引き開けた。ぷしゅっ、と炭たん酸さんのはじける音を聞きながら缶を傾かたむけると、苦いんだか甘いんだか不ふ思し議ぎな味わいがしゅわしゅわと喉のどに流れこんでくる。

「……ん。なんだか予想外な味だな」

「え。どうかしましたか？」

「いや、レモン味の炭酸かと思って開けたら、なんか不思議な味わいが──って、アルコール十パーセント……？」

　ってことはこれ、ジュースじゃなくて酒なのか。まぎらわしいデザインだな！　今さら缶の表記を眺ながめながら、俺は呆あきれた声を漏もらした。確かめずに開けた俺も悪いけど、それより問題はこの手元のアルコール飲料だ。未成年としては飲まずに捨てるべきなんだろうけども。

「それはなんかもったいないなあ……。かと言って全部飲みほすのもなんだし──そうだ、芽亜。半分いらないか？」

「えっ？　お酒なんでしょう？」

　ダメ元で問いかけてみれば、相あい棒ぼうはきょとんと顔を上げ、真しん摯しな瞳ひとみで俺を見み据すえる。その真ま面じ目めな顔つきを前にしたとたん、俺の背筋がぞくりと冷えた。やばい怒られる！

「ごめん、今のなし！　ちゃんと捨てるから！」

「……いただきます」

「わかってるって、仮にも生徒会の役員がそんな飲酒だなんて──へっ？」

　なんだか予想外の言葉が耳に届かなかったか、今。思わず黙だまり込んだ俺の視線の先で、堅かた物ぶつでおなじみの後こう輩はいは、「いただきます」と繰り返した。

「食べ物や飲み物を粗そ末まつにしてはいけませんから。缶の半分くらいなら酔ようこともないでしょうし──って、なんですかその『お前もしかして偽にせ者ものじゃなかろうな』みたいな顔は」

「心を読まれた？　い、いや、だって……お前、真ま面じ目めな優ゆう等とう生せいだし」

「二十四時間優等生やってるわけじゃないですよ。今日はその……ほら、お祭りですから、特別な日なのかなって思ったら、そんな気分になったんです」

　目を丸くする俺おれに向かって、芽め亜あは小さく苦笑した。どこか恥はずかしそうに顔を薄うす赤あかく染めながら、Ｔシャツにジャージ姿の相あい棒ぼうは「それに」とはっきりした声で先を続けた。

「忘れたんですか？　わたし、これでも悪あく魔まなんですよ」

「……ほー、そう来たか」

　なんだそりゃとは思ったが、言われてみればそのとおり。仮にも俺たちは悪魔とその契けい約やく者しやなのだ。ちょっとくらい世の中のルールに逆らってもいいだろう、うん！

「いやーお前意外と話せるな！　さすがは相棒！　よーし、せっかくだから乾杯しようぜ」

「あ、あくまでその一缶だけですからね？　調子に乗ってどんどん開けたりしないと約束してくださいよ！　あと、会長やサニーにはこのことはくれぐれも」

「二人だけの秘ひ密みつにしろってんだろ？　わかってるって」

　こぼれる笑みを隠かくそうともしないまま、食器棚からグラスを二つ取り出す。缶の中身をそれに注げば、小さな泡が嬉うれしげにこぽこぽと音を立てて弾はじけた。さあ乾杯だ乾杯だ。




「……だあかあらあ！　たくまはあ、どーしてそーえっちなのかとお、わたしはあ、そお、言っているんれすう！」

　真夜中の我が家の居間に、芽亜のでかい声が延々響ひびく。

　そろそろ一時なんだから静かにしませんか。そう目で訴うつたえてはみるものの、通じた気配は見事にゼロだ。長なが袖そでのジャージを肩に羽は織おり、右手に握っているのは空からのグラス。赤い顔であぐらをかき、ときおり「ぷはあ」と酒さけ臭くさい息を吐く。一分の隙すきもない見事な酔よっぱらいぶりに、思わずしみじみと溜ため息いきを落とせば、泥でい酔すい中の夢む魔まは「んー？」と眉まゆを動かした。

「なんれすかあ、そのかおはあ。言いたいことがあるならあ、はっきりと言いらさあい！　どうせまたあ、おっぱいとか、ふとももとか、そんな話なんれしょうけどもお──やだもうー、たくまのえっちー！」

「勝手に決めつけて盛り上がるな！　つかお前、いくらなんでも酒に弱すぎだろ」

　思わず冷たい声が出てしまった。体質に個人差があるのはわかっちゃいるが、コップ一杯でこの様ざまになるなんて、もう弱いとかそういうレベルの話ではない気がする。で、あっさり泥酔したあとは、こっちの話は全まつたく聞かず、脈みやく絡らくのない愚ぐ痴ちと説教をひたすら続けるのだからたまらない。昭和のサラリーマンの上司かよ、と内心でつっこみつつ、俺は「たくまはえっちだー」と笑い続ける相棒へと問いかけた。

「なあ。悪魔ってそんなお酒に弱いもんなのか？　アルコールがんがん飲んでるイメージがあったんだけど」

「強いれすよお？　少なくともお、母はどれだけ飲んでも酔よいませんれしたしい──純じゆん正せいの魔ま物ものはあ、みんなそうなんだってえ、ジェイムズも言ってたじゃないれすかあ」

「いや俺は初耳だけど。でも、その話がほんとだとすると──ええと、純正の魔物が強いんだから──純正じゃない魔物は酒に弱いってことだよな？　だったら……」

　……今、目の前でべろべろになってるこの夢む魔まさんは、純正じゃない──つまり、魔物以外の血が混じってるってことなのだろうか？　母親の夕ゆう星づつさんはどうやら純度百パーセントの夢魔らしいので、ということは……ですよ？

「なあ芽め亜あ。前も聞いたけど、お前の親父さんって、もしかして」

「父のことはあ、わらしもよくしらないんれすよう。というかあ、ちちについてはあ、巧たく馬まのほうがあ、くわしいんじゃないれすかあ？」

「はい？　なんで俺おれが芽亜の家族のことを知ってるんだよ」

「だって巧馬、おっぱい大好きじゃないれすかあ。ちち、いこーる、おっぱいですよう！」

「おっさんかお前は」

「残念！　中学生でしたあ！　それにしたって──お、おっぱい……！　くけ、くけけけけけけけけけけ」

　自分で口にしたオヤジギャグがツボに入ったらしく、芽亜がテーブルを叩きながら奇き妙みような声でケタケタ笑う。相あい棒ぼうのこんな姿は初めて見たが、できることなら見たくなかったというのが正直な感想だ。ああ、カムバック、真ま面じ目めで口うるさい優ゆう等とう生せい。俺はやっぱりいつもの芽亜が──と、心の中で自然とそう願った時だ。

『もしかしてたくま……めあのこと、キライなのか……？』

　いつかエルが尋たずねた声が、ふっと頭に甦よみがえった。同時に、あの時は言えなかった答えまでもが自然と浮かび──俺は、思わず声を漏もらしていた。

「嫌きらいなわけないだろう。そうだよ、むしろ、俺、芽亜のことが──」

　思わず目から鱗うろこが落ちた……というわけでは、決してなく。

　とっくにわかっていたことを、改めて再さい認にん識しきさせられたというほうが近かった。芽亜のことが具体的にどうなのかについては気き恥はずかしくて口に出せなかったが……要するにまあ、そういうことだ！

　しかし、こういう感情は、もっとこうドラマチックにどーんと来るものかと思っていたが、案外、そうでもないんだな。とかなんとか、妙に冷静な頭でそんなことを考えていると、視線の先、テーブルに突っ伏していた芽亜が「にゃふ？」と赤い顔を上げた。

「……どーしたんれすかあ？　急に、わらしのかおを、まじまじとお？」

「え？　そ、そうか？　そんなことないとは思う──いや、まあ、あるけど」

「うん、そんなことあります。おおありれす。おおありくいれす」

「アリクイ関係ねえ──って、お、おい！」

　俺おれの呆あきれた声が、いきなりぐるんと裏うら返がえった。テーブルを回り込んだ芽め亜あが、ずいっと顔を近づけてきたのだ。二人の距きよ離りが一気に縮ちぢまり、薄うす赤あかい顔が視界を埋めていく。そして酔よっぱらい特有の熱あつい吐と息いきが鼻先に触れた瞬しゆん間かん、俺の心しん臓ぞうがどくんと跳はねた。やばい、今はやばいって！　何しろ俺は一瞬前に芽亜への思いを自覚したばかりなわけで、そんな時に迫られたら──！　と、そんな俺の異変に気付いたのだろう、芽亜は「ぬー？」と眉まゆをひそめた。

「どしたんれすかあ、たくま？　まっかっかれすよう？」

「そりゃ赤くもなるだろ！　だって──って、いやその、理由は言えないけど、と、とにかく、一いつ旦たん離はなれろ！　な？」

「む。その態たい度ど……にゃにか隠かくしてましゅね。にがしましぇん」

　適当に取り繕つくろおうとしたのが裏目に出た。すかさず伸びた芽亜の腕が、俺の顔を左右からがっちり固定する。ただでさえ近かった距離を更にぐんぐん近づけながら──ああ、たぶん今十センチを切った──俺の頼れる相あい棒ぼうは「白状しらしゃい」と俺を睨にらんだ。

「今日は、にゃにを隠してるんれすかー？　おこりゃないから、言ってみらさい」

「何も隠してないっての！　つーかそんなに近づくな、お願いだから！　は、恥はずかしいとは思わないのか！」

「にゃにをいまさら。毎日おでこくっつけてる仲でしょーが」

「そりゃそうなんだけど──やめろ、吐息が熱い！　それ以上されると俺は……！」

「んむ。そこまで困るとは」

「お。わかってくれたか？　離れてくれるんだよな！」

「じゃんねん。おもしろいのでぎゃくにちかづきたくなりました。えいやー」

　気合の抜けきった掛け声とともに、芽亜の顔がさらに接近してくる。ああ、それ以上近づくと鼻と鼻が、そんでもって口と口とまでが触れてしまう！　そんなことになった日には、俺はもはや自分を抑えきる自信がないわけで──

「いやまあ芽亜とこうなりたかったわけじゃないことはないんだが最初が酒の勢いきおいでってのはさすがに俺でもどうかと思うしわあ近い近い暖あたたかい暖かい柔やわらかい柔らかいああくそこうなったら俺だって覚悟を決めて」

「ぐう」

「大人の階段を大おお股また歩きで一歩上ってやるからそう思え──って。え？」

　ふいに、なんの前触れもなく、芽亜が畳たたみの上に崩くずれ落ちた。

　呆気に取られて見下ろす俺の視線の先で、一瞬前まで俺に迫っていた夢む魔まは、すうすうと寝息を立て始める。その、たいへん気持ちよさそうな寝姿を前に、俺が言葉を失ったのは言うまでもなかった。そんなオチですか。

「まあ、これで良かったような気もするけど……。お前、もうちょっと自分大事にしろよ」

　ドキドキしっぱなしの心臓をなだめつつ、ぼそっとつぶやいてみたが、そんな言葉が芽亜に届くはずもない。畳たたみの上にうつぶせになりながら、ふにゅふにゅと妙な寝言を漏もらす相あい棒ぼうに、俺おれが呆あきれたのは言うまでもないが──腹立たしい気持ちは不ふ思し議ぎなくらい起こらなかった。

　……なお、その後、やっぱり興こう奮ふんを抑えられなくて襲おそいそうになったとか、そんなことは決してありませんでしたので念のため。ほんとだからな！




「だから母さん、仇かたきはかならずわたしが──あれ？」

　昏こん睡すい開始から三十分後、爆ばく睡すいしていた芽め亜あがいきなり顔を上げた。お、起きたか。「おはよう」と声を掛けてみれば、タオルケットを掛けられた相棒はごしごしと目をこすりながらあたりを見回し、そして俺へと向き直った。

「もしかしてわたし、寝てました？　お酒一口飲んだところまでは覚えてるんですが……」

　つまりそのあとの記き憶おくは全まつたくないということか。危なかったな、ほんと危なかったな、俺！　手にしていた湯のみをテーブルに置き、自分で自分に同情しながら、俺は静かに告げた。

「べろべろに酔よっぱらったあげくに急に寝たんだよ。ほんとに覚えてないのか？」

「す、すみません、さっぱりです……。で、わたしが寝てる間、巧たく馬まは何してたんですか？」

「え？　それはその──まあ、いろいろだ」

　実際は、寝入った芽亜を前にして「とりあえずタオルケットは掛けたものの、やはり布団に運ぶべきか？　しかしついさっき自分の気持ちを自覚した今となっては抱きかかえるのはなんだか気き恥はずかしいし、と言うか抱き起こした時点で自制を失う気もするし、かといってわざわざエルを起こして頼むのもなんかあれだし」とかなんとか悶もん々もんとしている間に半時間が経過してしまったのだが、そんなこと言えるわけもない。ごにょごにょお茶を濁にごしていると、芽亜は「ふうん？」と首を捻ひねった。

「まあ、いいですけど……。それはそうと、わたし、もしかして、寝言とか言ってました？」

「ああ、言ってた言ってた。夕ゆう星づつさんのことがどうとかこうとか。同じような寝言は前も聞いたけど……あれか、やっぱりよく夢ゆめに見るのか？」

「ええ、わりと頻ひん繁ぱんに。いつも、あの祓ふつ魔ま師しが、ウロボロスの紋もん章しようが刻きざまれた掌てのひらをこちらに向けてくるところで終わるんですよ。何度見ても慣れないです」

　疲れた声で告げると、芽亜は羽は織おっていたジャージを床へと置いた。

　酔いがまだ残っていて暑いのだろう。ほんのり薄うす赤あかい顔のまま、小こ柄がらで気丈な相棒は「ちょっと風を入れていいですか？」と俺に尋たずね、庭に面したカーテンに手を掛けると、話を戻す。

「──それに、夢から覚めたあとは、あいつが今もすぐ近くにいるような気がして」

「いやいや、そんなわけないって。だいたい、そのウロボロスの野郎、夕星さんを襲おそってからは一回も出てきてないんだろ？」

「ええ、それはそのとおりなんですが、どうしても……」

　そう苦笑しながら芽亜がカーテンを開けると、ガラス戸の向こう、花の並んだ小さな庭に、見慣れない男が立っていた。鳥か三日月のような仮面で顔を隠かくし、全身を覆おおうのは漆しつ黒こくのマント。木造二階建ての日本家か屋おくの庭にはふさわしくないこと極きわまりないその異様な風体を前に、俺おれはゼロコンマ数秒間ぽかんと見入り──そして次の瞬しゆん間かん、弾はじかれたように叫さけんだ。

「お前……夕方にエルを襲おそった怪かい人じん！　また出たか！」

「嘘うそ、そんな……ウロボロスの祓ふつ魔ま師し！」

「気を付けろ芽め亜あ！　こいつサニーに圧勝した──はい？」

「気を付けてください巧たく馬ま！　母を一瞬で倒した使い手で──えっ？」

　互いに相手をかばおうとしながら、間抜けな顔を見合わせる俺たちである。

　ちょっと待てお前今何を言いましたか。そう視線で問いかければ、全まつたく同じ質問が返ってくる。その顔はどう見ても嘘を吐ついてるようには見えないわけで……。

「ってことは、こいつが芽亜の母──夕ゆう星づつさんの仇かたきの、ウロボロスの男……？」

「ええ、見間違えるはずがありません！　と言うか、尋たずねたいのはこっちですよ！　お祭りの待ち合わせ場所でエルが狙ねらわれた話は聞きましたが、まさかこいつだったなんて！　どうして教えてくれなかったんですか！」

「無茶言うな！　だいたいだな、これ見たら一番目につくのは仮面だぞ！　ニックネーム付けるなら『鳥っぽい仮面の黒マント』とかだろう常じよう識しき的てきに考えて！　なんでわざわざ掌てのひらの紋もん章しようなんかで覚えるんだよ！　まあ、言われてみれば、術を使う時に掌の丸い模も様ようを光らせてたような気もするけど……いや、やっぱりおかしいぞ！　なんでそこをチョイスした！」

　他に特とく徴ちようがないならともかく、こんなに目立つ相手なんだぞ。焦あせりながらそう指し摘てきすれば、芽亜は「仕方がないでしょう！」と叫び返した。え、逆ギレ？

「こいつの掌が迫ってきてわたしは意い識しきを失ったんですよ、そこが印象に残るのは当然だと思いますっ！　それに、巧馬のネーミングセンスもおかしいです！　この仮面はどう見ても鳥じゃないですよ！」

「そしてまさかの反論が来た？　じゃ、じゃあお前はこのマスクをどう表現するんだよ！　十字以内で答えなさい！」

　怪人の顔を指差し叫べば、芽亜が「ぬうっ」と口ごもる。ほら自分だって言えないくせに──って。こんなことやってる場合なのか、俺たちは。思わず我に返るのと同時に、怪人がこちらに向かって手をかざす。その掌に刻きざまれた、自分の尾をくわえる蛇ウロボロスが発光したかと思うと、閉めてあったガラス戸の鍵かぎが勝手に回り、自動ドアのように静かに開く。無言の威い圧あつ感で俺たちを一歩後退させながら、ウロボロスの怪人は──この名前は絶対におかしいと思うんだけど──無造作に我が家の居間へ上がりこんできた。土足で。

「っておい、日本の家では靴くつを脱げよ！　ガラスを割らなかったから、意外と気き遣づかいできる奴やつなのかなーと思ったのに！　がっかりだ！」

「何に怒ってるんですか巧馬！　それよりあなた──いったい、何が目的で」

「……告げたはず。エルハームを、連れに来ました」

　だから大人しくしていろ、そうすれば危害は加えない。そう言外に告げながら、怪かい人じんはずかずかと俺おれたちに──いや、エルの寝ている二階に通じる階段へ、近づいていく。そうはさせるかこの野郎！　俺がそう叫さけぼうとした時、一歩早く芽め亜あが吠ほえた。

「させません！　エルは渡しませんし──母の仇かたきも取らせてもらいます！　巧たく馬ま！」

「ああ！　やっちまえ芽亜、お祭り会場でのリベンジだ！」

　小こ柄がらな体をぐいっと引き寄せ、俺は芽亜と額ひたいを重ねた。

　瞬しゆん間かん、俺の中に渦うず巻まいていたイメージが魔ま力りよくとなって相あい棒ぼうの体に流れ込み、紫むらさき色いろのスパークとともにその姿を変える。今回のキーワードは「お祭り」だ。法はつ被ぴにスパッツ、胸にはサラシ、頭に鉢はち巻まき、そして両手に木製のバチ。いかにも夏祭りで太たい鼓こを叩たたいてそうな姿に変わった相棒を前にして、ウロボロスの怪人はぼそりと小声でつぶやいた。

「……はしたない」

「お、大きなお世話ですっ！　好きでやってるんじゃないですよ！　確かに、下着もなくてサラシだけで胸を隠かくすのは、若じやつ干かん──いえ、かなり抵てい抗こうがありますが……」

「隠すほどの胸もないけどな」

「巧馬うるさい！　誰だれのせいでこんな格好してると思ってるんですか！」

「おいおい、下がふんどしじゃなかっただけマシだと思ってくれないか、子こ猫ねこちゃん？　あと、俺のことはオリオンと呼んでくれ。なぜなら今の俺は、まるで冬の夜空のように──」

「……邪じや魔まをしないでください、幼い夢む魔ま」

「しますっ！」

　部屋の隅すみで壁かべにもたれかかった俺の決め台詞ぜりふを見事に無視し、ウロボロスが紋もん章しようの刻きざまれた手を伸ばす。対する芽亜は、二本のバチを握り直して身構える。おお勇ましい。

「……しかし、正直言って戦せん闘とうには不向きな姿かと思うんだが、なんとかなるのか？」

「自分でこの服装考えたくせに、他ひ人と事ごとみたいに言うんじゃありません！　それに──なんとかするしかないでしょう！」

　叫さけびながら、芽亜がバチを目の前の空間に叩たたきつけた。瞬間、「どん」と轟ごう音おんが響ひびき、同心円状に広がる魔力の風が、怪人に向かって放たれる。だが黒マントの祓ふつ魔ま師しは、避さける素そ振ぶりを見せることなく、ただ無造作に両手を広げた。同時に、その両の掌てのひらに描かれた蛇へびの紋章が白く輝かがやき、腕の間に円形の模も様ようを描き出す。

「……反射レフレクシオ」

　ぼそりと小声を発する怪人。抑よく揚ようのない声と、見覚えのあるポーズに、俺の背筋がぞくりと冷える。しまった！

「──呪じゆ詛そ錬れん成せい返しか！　その光は危ないぞ、避よけろ子猫ちゃん！」

「避けません！　そう来るのはわかっていましたから！」

　怪かい人じんが芽め亜あの攻こう撃げきを反射するのと同時に、法はつ被ぴ姿の夢む魔まは再びバチを振り抜いた。さっきの攻撃よりも明らかに力の籠こもったモーションから生まれた魔力の塊かたまりが、ウロボロスが放った呪じゆ詛その光を打ち砕くだき、そしてターゲットたる仮面の祓ふつ魔ま師しへ突き進む。なるほど、そうか！

「相手がこっちのエネルギーを変へん換かんして打ち返してくるってわかってるのなら」

「ええ！　まずはダミーの攻撃を放って」

「それを返されてる間に本気の一撃をぶちかますってことか！　そりゃそうだ、さすがに錬れん成せい返しを使ってる間に錬成返しはできないもんな……！　考えたな、子こ猫ねこちゃん！」

　芽亜の巧こう妙みような作戦に、俺おれは本気で感心した。しかし、作戦立案は俺オリオンの役目だったはずなのだが、こうなると自分の存在意い義ぎが怪あやしくなってくるね。などと一いち抹まつの寂さびしさを感じたその瞬しゆん間かん、芽亜の本気の一撃が、ウロボロスへと炸さく裂れつした。

　どおん、と轟とどろく炸裂音。錬成返しの最中だったのでガードもできなかったのだろう、ごつい魔力の波を受けた怪人は派手に吹っ飛び、庭の物置に激げき突とつした。ぐふっ、とくぐもった声が響ひびき、十五年物の物置の戸が衝しよう撃げきで歪ゆがむ。同時に、怪人の仮面がぼろりと落ちた。

　このマスク、単なる変へん装そうかオシャレかと思ったが、内側にびっしり呪じゆ文もんだか魔ま方ほう陣じんだかが記されているところを見ると、どうやら呪具の一種らしい。それが外はずれたことに気づいたのだろう、うつむいていた怪人は、ハッと慌あわてて顔を上げ──って。

「え」

　芽亜の母親──夕ゆう星づつさんの仇かたきの素顔を目の当たりにしたその瞬間、俺は思わず言葉を失っていた。いや俺だけじゃない。芽亜もまた、目を見開いて息を呑のんだまま、一言も声を発しない。

　だって、そりゃあ驚おどろくだろう。長めの巻き毛に丸まる眼鏡めがね、大理石のような白い肌と整った顔立ち。黒マントの祓魔師のその顔は、まぎれもなく──。

「じぇ……ジェイムズ？」

　絞しぼり出すような芽亜の声が、深夜の我が家に静かに響く。

　だよな、やっぱりそうだよな。見間違いかそっくりさんかと思ったが──思いたかったが、残念ながらそうではなさそうだ。

　芽亜のお目付役で後見人で、その癖くせやたらと薄はく情じようで、祓魔師業界にも魔物の事情にも詳くわしい、神しん出しゆつ鬼き没ぼつのガーゴイル、ジェイムズ。俺の視線の先にいるのは、まさしくそいつに間違いなかった。ああ、そう言えばジェイムズのやつ、ずっと手袋してたっけ。あれはウロボロスの紋もん章しようを隠かくすためだったのか？　でもなんでまた魔物が祓魔師なんかに──待てよ、そもそもこいつはほんとに魔物なのか？　困こん惑わくする頭でそんなことを考えていると、芽亜が震ふるえる声をぼそりと発した。

「そんな……嘘うそ？　ジェイムズが、母さんを……？」

「……くっ」

　嘘だ、何かの間違いだ、そうであってくれ！　そんな思いのこもった視線を向けられ、丸眼鏡めがねの青年はただ無言で目を逸そらす。ちょっと待て、なんだ、そのリアクションは！

「いつものお前なら、そこは『やだなあ人違いですよ』とかなんとか、適当に軽くあしらうはずだろう？　なのに何も言い返さないなんて、それじゃ、それじゃまるで──」

　──まるで、芽め亜あの問いかけを認みとめたみたいじゃないか。

　どうやら俺おれもかなりショックだったのだろう、言葉の先がうまく続かない。そんな俺たちを前に、仮面を剥はがれた怪かい人じんは、苛いら立だたしげに舌打ちを漏もらした。

「これはとんだ失しつ態たいですね……！　仕方ありません、かくなる上は──」

　仮面を剥がれた怪人は、開き直ったように言い放ち、再び土足で上がり込んできた。掌てのひらの紋もん章しようを白く輝かがやかせながら、見慣れた顔の青年が俺たちを見み据すえる。

「エルハームを連れ帰る予定でしたが、予定変更です。一緒に来ていただきましょう」

「え？　じぇ、ジェイムズ……？」

「ばかっ、いつまで呆ほうけてるんだ、構えろ芽亜！　来るぞ！」

　うろたえる相あい棒ぼうに必死の言葉をあびせる俺。芽亜を抱えて逃げたいのは言うまでもないが、妄もう念ねんを与えてしまった以上、当分は五体が動かない。畜ちく生しよう！「やめろジェイムズ！　芽亜に手を出すな！　どうしてもってんなら、俺を──」

「もとよりそのつもりですが。誰だれが芽亜を狙ねらうと言いましたか」

「連れてけ──って、はい？」

　立ち尽くす芽亜をスルーした黒マントの祓ふつ魔ま師しが、へたりこんだままの俺の頭に手を伸ばす。

　え、ちょっと待て。まさかの俺狙い？

　そう聞き返そうとした瞬しゆん間かん、ジェイムズの両手の紋章が発光し、俺の視界は暗転した。







　第六夜　決戦は二番目の星で




「はっ！」

　真っ暗だった視界が、ふいに光を取り戻した。

　慌あわてて周囲を見回してみると、目に映ったのは石造りの壁かべ、そして格子のはまった小さな窓まどという、ヨーロッパのお城の牢ろう獄ごくを思わせる光景だ。いつの間にか体力の戻っていた体をよっこらしょと起こし、床の上であぐらをかきながら、俺おれは神しん妙みように眉まゆをひそめた。

「ここ、どう見ても俺の家じゃないよなあ。ってことは、どっかにテレポートさせられたのか？　ぱっと見、外国っぽいけど……。しかしジェイムズ、なんで俺なんかを──って、そうだ！　ジェイムズだ！　あのわかめ頭、いったいどこに行きやがった！」

「私ならここですが。ミスター下しも野つけ巧たく馬ま」

　弾はじかれたように立ち上がるのと同時に、背中に声が投げかけられる。最大限の反射速度で振り向いた先には、頑がん丈じようそうな扉とびらの前で「わかめ頭とは心外ですね」と嘆たん息そくする青年の姿があった。ウエーブの掛かった髪かみと大理石のような肌、そして丸まる眼鏡めがねに執しつ事じ服。白手袋を着用していない──つまり、ウロボロスの紋もん章しようが刻きざまれた両手を剥むき出しにしている点を除のぞけば、完全に普段どおりのジェイムズは、立ち尽くす俺を眺ながめ、不可解そうにつぶやいた。

「しかし解せませんね。一週間は眠り続けるよう呪のろいを掛けたはずなのに、たった一晩で目覚めるとは……。自動で発動する防ぼう護ご用の術を施ほどこされていたとしか思えませんが──む？　この魔ま力りよくの残ざん滓しは……ヴィクター？　さてはあの男、いざという時に芽め亜あを守れるよう、ミスター下野巧馬に自動呪じゆ詛そ解かい除じよの術を……？」

　ほとんど聞き取れないくらいの小声をぼそぼそと漏もらし続けるジェイムズ。いったい何がそんなに気になっているのかはさっぱりだが、正直それはどうでもいい。俺は深く息を吸うと、見慣れた姿の青年を前に、なるべく抑えた声を発した。

「おい。さっきのはどういうことだ。お前、本当に──夕ゆう星づつさんの仇かたきなのか？」

「おや、まだ現状を把は握あくできていないのですか？　この紋章を持った祓ふつ魔ま師しのことは、芽亜から何度も聞かされているでしょう」

　いつものように冷ややかな口調で告げながら、ジェイムズは両手を開いてみせた。掌てのひらに刻まれた二つのウロボロスの紋章を俺へ示すと、執事服の青年は「そういうことです」とだけ言い足した。どうやらそれ以上説明する気はないようだが──俺の問いかけを否定するつもりがないことぐらいは、察さつしの悪い俺でもさすがにわかった。

「……やっぱり、そうなのか？」

「おわかりいただけたようで何よりです」

「やっぱり──って、いやいやいや、なんでそんな落ち着いてられるんだよ！　つーかお前、どういうつもりで、今まで……芽め亜あの気持ちを考えたことあるのか！　あいつ、なんだかんだ言って、お前のこと信用してたんだぞ！　俺おれはお前のことはそんな好きでもなかったけど」

「奇き遇ぐうですね。私も貴君のことは正直どうでも良かったです」

　激げつ昂こうした俺の言葉を、ジェイムズのクールな声が断ち切った。長い手を伸ばして「やれやれ」と大おお仰ぎようなポーズを決めながら、俺の相あい棒ぼうを裏うら切ぎった男は、残念そうに首を振った。

「しかしあれは失敗でしたねえ。そもそも、芽亜の前に姿を現す予定はなかったのですよ。あくまで目的はエルハームでしたから、夜中にこっそり連れ出すつもりだったのに」

　と、そこで言葉を句切ると、ジェイムズはじろりと俺を眺ながめた。なじるような眼鏡めがね越ごしの視線に一いつ瞬しゆん背筋が震ふるえたが、ここで怯おびえるのはかっこわるすぎる。というわけでどうにか虚きよ勢せいをキープしつつ、俺は「嘘うそ吐つけ」と反論した。

「何が『こっそり』だよ。堂々と窓まどの外で待ち構えてたくせに」

「失しつ敬けいな。あれは貴君と芽亜が寝静まるのを待ってたんですよ。お祭りから帰ったらすぐ寝るかと思っていたのですが、酒盛りを始め、寝たと思ったらすぐ起き、あげくは延々いちゃつく始末。ずっと外で待っていたこちらの身にもなってください。さらにはいきなりカーテンを開けるものですから、隠かくれる暇ひまもなく見つかってしまったではないですか」

「それは芽亜に言え」

　自然とドライな声が出た。つーか、芽亜の母を手に掛け、エルを誘ゆう拐かいしようとしたくせに、何を偉えらそうに怒ってるんだ、この眼鏡は。開き直った態たい度どに呆あきれかえりつつ、俺は気になっていたことを尋たずねてみることにした。

「お前、ガーゴイルって言ってたけど、ほんとは祓ふつ魔ま師し──人間なのか……？」

「違います。と言っても信じてもらえそうにないですね。ええ、確かにこれが──人の姿こそが、本当の私です。あの小さなドラゴンは、変身していた姿にすぎません」

　意外なほどあっさりと、ジェイムズは芽亜を騙だましていたことを認みとめた。やっぱりか。ごくりと息を呑のむ俺の視線の先で、丸眼鏡で執しつ事じ服の青年は、「もっとも」と続ける。

「私が現役の祓魔師だったのはＥＸＩＴ結成前のことなので、ライセンスは持っていないのですけどね。そのあたり、いろいろ事情があるのですが……それは今話すべきことではありません。そうそう、ちなみに、貴君をここにお連れした理由は、あくまで芽亜の魔ま力りよくの源みなもとを絶ち、彼女の行動を封じるため。大人しくしているならば危害を加える予定はありません。では、私はこれで失礼します」

「うん、説明ありがとう──なんて言ってたまるかっ！　自白したからにはただで済むと思うなよ！　見てろ、ここがどこの国だか知らないけど、絶対に逃げ出して──」

「あ。それ、無理ですよ」

「──芽め亜あのところへ……って。え？　なんで？」

　気合のこもった宣言を間抜けな声で遮さえぎられ、俺おれはきょとんと目を丸くした。

　どういうことだと問いかけようとすれば、ジェイムズは無言で窓まどを指し示す。外を見てみろってことらしい。後ろから不意打ちされないよう注意しながら、俺は格子の隙すき間まから外を眺ながめ──そして、言葉を失った。

「……へっ？　なんだこりゃ」

　間抜けな声が自然と漏もれる。窓の外に広がっていたのは、どこまでも続く赤茶けた地面と黄色の雲、ただ、それだけだった。

　荒こう涼りようとした大地は、ところどころがひび割れていたり、あるいはドーム状に盛り上がっていたりはするものの、どこを見ても街どころか人工物が見あたらない。というかそもそも生物の気配が全然しない。なんだか大気の色もオレンジがかっているようだけど、普通の空気じゃないのだろうか？　思わず格子の隙間から手を伸ばそうとすれば、ジェイムズが「ちなみに」と思い出したように言い足した。

「この館やかたは私の結界で覆おおわれているので常温が保たれていますが、壁かべの外の気温は五百度近いうえに気圧も平常の九十倍ありますから。ご注意くださいね」

「危ないっ！　それ先に言えよ！」

　突き出そうとしていた指を全速力で引っ込める。胸をなで下ろしつつ、俺は窓の外を眺め続けた。荒涼とした大地、異様な色の空、そして異常な高温。これはもしかして──やっぱり、あそこか？　数秒間考えを巡らせた結果、俺はジェイムズへと振り向いた。

「……まさか、ここ──《あちら》なのか？　あの、魔ま物ものが移住したっていう」

「馬ば鹿かを言うんじゃありませんよ。魔物でもない貴君を《あちら》に連れてくるわけがないでしょう。あと、先に言っておきますが。地じ獄ごくでも魔界でもありませんので念のため。そもそも、そんな世界は実在しませんからね」

　呆あきれた声で告げながら、ジェイムズが大きく肩をすくめる。え、そうなの？　じゃあここはいったい……？　間抜けな顔で答えを待つ俺の視線の先で、丸まる眼鏡めがねの青年は窓際へと歩み寄り、不気味な黄色の雲を眼鏡に映しながら口を開いた。

「そもそも、異様な光景イコール別世界というその発想からして実に貧困です。天動説に支配されていた時代の人間ではあるまいし、貴君はもっと頭を使うべきですね。劣れつ悪あくで異様な環かん境きようなど、この宇宙にいくらでもあるでしょう？」

「いやいや、そうは言うけど、こんな光景は地上のどこを探しても──って、待った！　今、『この宇宙』って言ったか？　それってつまり……地球じゃ、ない……？」

　なにげなく聞き逃しそうになった言葉を繰り返し、俺は神しん妙みように問いかけた。確かに、そう考えるとこの光景も筋が通る、ような気がする。気がするがしかし、まさかそんな。心の中で自問自答しながら見つめれば、その反応が期待通りのものだったのか、ジェイムズは満足げにうなずき──そして、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「ようこそいらっしゃいました。太陽系第二惑わく星せい、金星へ」

「……はい？」

　再び言葉を失う俺おれ。理科で習ったからその星の名前は知ってはいるが──だとしても、現実感がなさすぎる。状況を実感できずにぽかんと佇たたずむ俺の前で、ジェイムズは冷ややかに先を続けた。

「おわかりいただけましたか？　ここは、地球から一億二千万キロメートル離はなれた辺境の地。貴君が芽め亜あの元に戻ることはまずもって不可能です。私のように光速で移動する力があるならともかく、並の転移魔ま法ほうで移動できる距きよ離りではありませんから、立派なお仲間の助けも期待できません。違いますか？　違いませんね」

「うるせえ！　だ、だとしても、おとなしく捕まってろって言われて従うとでも」

「ならばどうすると言うのです？　逃げる？　あるいは戦う？　無理ですよ」

　ジェイムズの冷えきった声が、俺の反論を遮さえぎった。押し黙だまった俺を見み据すえたまま、丸まる眼鏡めがねの青年は徐じよ々じよに言葉のテンポを上げていく。

「貴君は身の程を知るべきです。ただの妄もう想そうの供きよう給きゆう源げんに過ぎない貴君が、どう抗あらがうと言うのですか？　特とく殊しゆな呪じゆ具ぐで武ぶ装そうしているなら少しは抗いようもありましょうが、どうせ何も持ってないでしょう？」

　以上、さあ反論があったら言ってみろ。そう言いたげな視線を向けられ、俺は悔くやしげに舌打ちをした。確かにこいつの言うとおりなのだ。

　まず、この館やかたから逃げ出したところで、地球に帰る術すべがない。高こう熱ねつの大気に焼かれて燃もえ尽きるのがオチだし、そもそもジェイムズが素直に逃がしてくれるとも思えない。逃げるためにはこいつと戦うしかないし、芽亜の代わりに仇かたきを取ってやりたいのも言うまでもないが──残念ながら勝ち目はゼロだった。

　なにしろ、俺はなんの術も使えないし、今から寝るところだったのだから、武装しているわけもない。身に付けているのは、寝間着代わりのタンクトップとハーフパンツにゴムの伸びたトランクス、あとは右手のエルからもらったお守りの腕輪のみ。殴なぐる蹴けるでどうにかなる相手でもないだろうし、せめて変わったアイテムでもあれば──。

「……って、待てよ？」

　ふと脳裏をかすめた小さなアイデアを、俺は慌あわてて掴つかんで引き戻した。

　……もしかして、この手なら行けるんじゃないか？

　今まで聞いたあれこれを必死に回想し、繋つなぎ合わせて検証していく。その間にも、ジェイムズは俺を諦あきらめさせたいのかそれとも焚たきつけたいのか、べらべらと言葉を紡つむいでいた。

「──と、ここまで話せば、いくら愚おろかしい貴君でもわかっていただけるかと存じます。要するに、勝てるもんならやってみろ、ということですね。無理ですが。さあ、ご理解いただけたなら、大人しくこの場で──」

「ジェイムズ、一つ聞いていいか。俺おれをここに閉じ込めたとして──それからどうする？」

　今度はこっちが相手の言葉を遮さえぎる番だった。長なが台詞ぜりふの腰を折られたジェイムズは、一いつ瞬しゆんきょとんと俺を見み据すえたが、すぐにいつもの調子に戻って肩をすくめる。

「どうするって、決まっているでしょう？　先ほどの続きですよ。エルハームを」

「やっぱりエルをさらうつもりか。……じゃあ、また芽め亜あが止めたら」

「戦うことになりますねえ」

　押し殺すような声での問いかけに、しれっと答えを返すジェイムズ。そのドライな返事で俺を絶句させながら、芽亜の後見人にして夕ゆう星づつさんの友人だったはずの男は、めんどくさそうに先を続けた。

「芽亜の性格的にエルハームを差し出すことはしないでしょうから。もっとも、貴君の妄もう想そうの魔ま力りよくを欠いた芽亜は、大した相手でもありませんから、赤子の手を捻ひねるが如ごとく──」

「──わかった。もういい」

　ジェイムズの言葉に、俺の声が再び割り込む。それだけ聞けば充分だ。

　目の前のこいつは、俺と芽亜を慕したってくれるあの不死鳥の少女を狙ねらっており、そして俺の相あい棒ぼうを──あの、小さくて真ま面じ目めで口うるさくてお節介な後こう輩はいを──俺の好きな女の子を、手に掛けると言い切った。それさえ確かく認にんできたなら、こっちのやることは一つだけだ。

　イチかバチかの賭かけではあるが、賭ける手札があるなら使わないわけにはいかない。覚悟決めろよ、と自分で自分に言い聞かせながら、俺は、右手首の腕輪を抜き取った。と、こっちの思おも惑わくがわからないのか、ジェイムズがやれやれと肩をすくめる。

「何をどうしたって無む駄だだと言うのに、まだわかりませんか？　往おう生じよう際ぎわの悪さが美び徳とくと賞しよう賛さんされるのは、子どもの世界だけですよ？　そんな腕輪があったところで、なんの役にも──って。え？　ま……まさかその腕輪！」

「ああ、たぶん正解だ！　でもなあ──気付いたところでもう遅い！」

　慌あわてて俺に駆かけ寄よるジェイムズを見返しながら、俺はオレンジ色の腕輪を──不死鳥の羽根を変形させたお守りを口元に運び、がりっ、と囓かじった。

　飴あめを噛かんだような感かん触しよくとともに、熱い力が口の中でカッと弾はじける。そして、そのまま勢いきおいに任せて一気にがりがりがりと腕輪を食い尽くした──その次の瞬間。

「よっしゃあああああああああああ、来たああああああああっ！」

　──俺の中で、炎が爆ばく発はつした。

　体中の細胞が一気に変質し、その直後、尋じん常じようではない熱ねつが全身を駆け巡った。並の人間──いや、あらゆる生物が燃もえ上がるに違いない温度だったが、苦痛を感じることはなかった。

『不死鳥の体たい組そ織しきは、生物の体を少々丈夫にすることはできるものの、その身をサラマンダーへと変えてしまうのじゃ』

『炎の力を宿した怪かい物ぶつの総そう称しようじゃよ。全身から猛もう火かと熱ねつ気きを絶え間なく噴ふき出し、その体表は、数千度の高こう熱ねつにも耐えるよう、岩のように変質してしまう』

　内側から膨ふくらむ熱と炎に全身を焼かれる俺おれの頭に、エルと出会った時に聞かされた言葉がリフレインする。教えてくれて──そんでもって、羽根をくれてありがとう、エル！　数万キロ彼方かなたの地球の上の少女に感かん謝しやを叫さけぶのと同時に、角質化した全身を炎がぐわっと包み込んだ。ついでに口が裂さけて爪つめが伸び、体中にひび割れが走ったかと思うと、さらには全身のあちこちに噴ふん火か口こうのような突起がにょきにょき生える。

　おお、予想外に変身速度が早い！　そして意外に見た目も変わるな！　感動しつつ困こん惑わくしつつ、体内で荒れ狂う熱エネルギーを体中から噴出させる俺。その変わり果てた姿を見て、ジェイムズは忌いま々いましげに声をあげた。

「不死鳥の体たい組そ織しきを取り込んでサラマンダー化するなんて……馬ば鹿かですか！　元に戻れなくなることくらい知っているでしょう！」

「う、うるせえ！　た、確かにここまで人間離ばなれした外見になるとは思ってなかったけど──でも、まあ、やっちゃったものは仕方ないだろ！」

「あ、やっぱり後こう悔かいしてるんですか。救いようのない馬鹿ですね、貴君は！」

「シャラーップ！　あとのことはあとで考える！　とにかく今は──お前の相手ができれば──お前を止められさえすりゃあ、それでいいんだ！」

　紋もん章しようを発光させながら掴つかみかかってきたジェイムズの腕を、俺はとっさに受け止めた。握った両手に力を込めれば、執しつ事じ服があっという間に炎に包まれたが、ジェイムズに火が燃もえ移る気配は全まつたくない。両手の紋章を発光させ、薄うすいバリヤーで全身を覆おおいながら、丸まる眼鏡めがねの青年は哀あわれむように口を開いた。

「せっかく変身したのに、無意味でしたね。数千度近い高温は確かに大したものですが、相手が悪かったとしか言えません。この程度の炎なら、充分、個人用の結界で防げます！」

「そ、そんな！　だったらどうすれば……なんて言うと思ったら大間違いだこの野郎！　くらえ必殺──サラマンダー大だい爆ばく炎えん！」

　ジェイムズの腕を掴んだまま、俺は壁かべに向かって口を開け、青白い炎を吐き出した。いくら燃えにくい素材でも、無限の高温に耐えられるわけではなく、石造りの壁はあっという間に赤熱化する。壁がぐらりと歪ゆがんだその瞬しゆん間かん、俺はちらりとジェイムズを見み据すえ、そしてヤケクソ気味に言い放った。

「ちょっと痛くて熱あついかも。我慢しろよ」

「痛くて熱い？　貴君、いったい何を──」

「せっかく金星にいるんだ。結界の中に籠こもりっぱなしじゃ、もったいないぞ」

「え。も──もしや！　やめなさい！」

「やなこったああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようしながら、ジェイムズを掴つかんだ腕を振りかぶった。肘ひじから熱ねつ気きをロケットのように噴ふん出しゆつさせて勢いきおいを付け、そのまま全力で叩たたきつける。と、崩くずれかけていた壁かべは予想以上にあっけなく崩ほう壊かいし、執しつ事じ服の祓ふつ魔ま師しは金星の荒こう野やにズドンとめりこんだ。すげえ、なんて威い力りよくだ！　壁に開いた大穴を前に、俺おれはごくりと息を呑のんだ。

「これが……俺の力……！」

「なんですかその『隠かくされた能力がついに目覚めた』みたいなリアクションはっ！　貴君はどこまで行っても凡人ですし、その力はフェニックスからの借り物でしょうが！」

　横転していたジェイムズが叫さけびながら跳はね起きる。くそ、さすがに一いち撃げきじゃ決まらないか。仕方ない、と覚悟を決め、壁の穴から外へと飛び出せば、サウナのような熱気が全身を包んだ。

「おわ、さすが五百度で九十気圧！　かなり熱あつくて動きにくい、けど──」

　──そう。そこまでつらいわけじゃない。

　数分前の下しも野つけ巧たく馬まなら一いつ瞬しゆんで燃もえ尽きていただろうが、あいにく今の俺は不死鳥の力を取り込んで変質した、炎の怪かい物ぶつ、サラマンダーだ。高温はむしろ心地ここち好よいし、体を地面に押しつけようとする強力な気圧にだって、全身から熱気を噴ふかして対抗すれば耐えられる。一方、対するジェイムズはと言えば──。

「……なるほど。うまく考えましたね。この高圧と高温の中では、貴君は平気で動けても、私は結界で身を守らなければ、瞬時に燃え尽き、そして潰つぶれる。ハンデとしては上出来です」

　妙に嬉うれしげな声とともに、丸まる眼鏡めがねが俺を見み据すえた。双方の距きよ離りは五メートルほど。全身を覆おおう結界をずっと発動させ続けているのだろう、左手の紋もん章しようを発光させながら、エルを狙ねらう祓魔師は「面白い！」といきなり声を張り上げた。おい急にどうした。

「軽けい薄はくな馬ば鹿かだと思っていましたが、少しは頭が回るようですね……！　このジョン・ドゥーⅢ世、久々に熱く燃えてきました！　いいでしょう、相手をしてあげます！」

「じょ、『ジョン・ドゥー』？　どっかで聞いたような名前だけど、なんだっけ……？　つーかお前はジェイムズだろ！　何をサラッと改名してるんだ」

「ジェイムズは今の主に仕える際さいに頂いただいた名。ジョン・ドゥーは祓魔師であり錬れん金きん術じゆつ師しであり医師であり……そして、騎き士しであった頃の名前です！」

「肩書き多いな！　本ほん職しよくはどれだったんだよ」

「……天地に満つる四の欠片かけらよ、純じゆんにして粗そなる物どもよ。我が真円に従いて、神をも貫つらぬく牙きばと化せ！　──馬上槍ランス！」

　ジェイムズだかジョン・ドゥーだかが俺の問いかけを無視しながらおごそかに呪じゆ文もんを唱えれば、その足下の地面からぬうっと長い槍やりが生えた。え、何それ？　きょとんとする俺の眼前で、ジェイムズは──あ、ややこしいのでこっちの名前で呼びます──無造作に槍を手に取り、ニタリと微ほほ笑えんだ。

「何を驚おどろいているのですか？　ある物質を別の物に組み替えるのは錬金術の基本、結界を張りながらでもこの程度なら簡単です。まさか、私が呪じゆ詛そ錬れん成せい返ししか攻こう撃げき手段を持っていないと、そう思っていたわけではないでしょう？」

「そうだったらいいなとは思ってたけどな」

　やっぱ、そこまで甘くはないか。ごくりと息を呑のみながら、俺おれは低く身構えた。大出力のエンジンのように唸うなる心しん臓ぞうに意い識しきを集中し、全身を循じゆん環かんする熱ねつ気きをチャージしていく。そして、ジェイムズが槍やりを振りかぶった、その瞬しゆん間かん──。

「どうしました？　来ないのですか、サラマンダー下しも野つけ？　さあ、正々堂々と、いざ」

「勝手に人の名前まで変えるなこの野郎！　俺はレスラーか！」

　──溜ため込んでいた炎を足と背中から噴ふん出しゆつし、俺は力強く大地を蹴けった。体が急加速し、一いつ瞬しゆんのうちに距きよ離りが詰まる。そのスピードが予想以上だったのだろう、「速い？」と驚おどろくジェイムズをしっかり見み据すえ、俺は炎を噴ふき出しながら叫さけんだ。

「先手必勝！　バーニング・サラマンダー・パアアアアアアアンチ！」

「愚おろかな！　技の名前を叫ぶとは、敵に手の内を明かすも同じ──ぐほうっ！」

　加速の勢いきおいを生かしたミドルキックが、見事にジェイムズの腹部に命中した。槍やりを手にした青年は派手に吹っ飛び、クレーターらしき丘に激げき突とつして止まる。よし！

「不意打ち成功！」

「何が『成功！』ですかっ！」

　瓦が礫れきを巻き上げながらジェイムズが飛び起きた。さすがに強いと自じ称しようするだけあってタフな奴やつだ。感心しつつ身構える俺の視線の先で、執しつ事じ服の祓ふつ魔ま師しはこめかみを怒りに震ふるわせた。

「パンチと言いつつキックとは……！　貴君、卑ひ怯きようとは思わないのですか！」

「うるせえ！　こっちはエルの──そんでもって芽め亜あの安全が掛かってるんだ、卑怯でもなんでもやるしかないだろ！　つーかあっさり引っかかるとは思わなかったぞ！　お前意外に馬ば鹿かだろ」

「お、お黙だまりなさい！　そもそも決けつ闘とうとは騎き士し道どう精せい神しんに基もとづいた一対一の戦いなのです！　私が珍しく正々堂々と戦う気になったのですから、真っ当に相手をしていただきたい！」

「わ、わかったよ。ごめん……と言いつつ急加速からのサラマンダーキック！」

「えっ？　おのれ、同じ手は食いませんよ！　どうせ今度はパンチでしょう！」

「残念！　猫だましでしたー！」

「しまったあああああああああああああああっ！」

　槍を構えるジェイムズの眼前で、両手をぱあんと打ち合わせれば、赤い炎が広がった。「おのれ！」と悔くやしげな声が耳に届き、眼鏡めがね越ごしの眼がぎゅっと閉じられる。その隙すきを狙ねらい、俺は右手の指をチョキに構え、肘ひじから炎をブーストさせた。

「そんでもって即席コンボ！　バーニング、ブラインドラリアットおおおおおっ！」

「いや、だから、どこがラリアットで──ぎゃああっ！」

　二本の指で思いっきり眼鏡めがねのレンズを突かれ、ジェイムズが後ろにひっくり返る。びくびくとのたうち回る青年を見下ろしながら、俺おれは「あれ？」と首を捻ひねった。

「レンズが割れない？　眼鏡を粉ふん砕さいして視界を奪うばい、うずくまったところを狙ねらって後ろ髪がみに火を付けて困らせる予定だったのに……！」

「普段身に付ける物にこだわるのが私の流義ですからね、眼鏡だって戦せん闘とう仕し様ようの特とく製せいなのです！　……というか、いったいどこまで姑こ息そくなんですか、貴君はっ！」

「いやしかし本気で戦うのに姑息も何も」

「お黙だまりなさい！　もう堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れました！　煉れん獄ごくを統すべる十と七つの盟めい約やくにより、今、汝なんじの五体に永とこ久しえの呪じゆ詛そを！　──捕縛バインドっ！」

　怒りに震ふるえるジェイムズは、槍やりを投げ捨て、右手をこちらに突き出してきた。掌てのひらのウロボロスのマークがバチバチと輝かがやいており、まともに喰くらうとやばそうだったが、怒りに任せた一いち撃げきほど避さけやすいものもない。背中から熱ねつ気きを噴ふき出しながらの水平移動でそれをかわすと、俺は拳こぶしを握りしめた。隙すきあり！

「いちいち呪じゆ文もんが長いんだよ、かっこつけやがって！　だったらこっちも！　えーと──瀬せをはやみ岩にせかるる滝川の、われても末に逢あわんとぞ思う！」

「それは百人一首でしょうが！　って、しまった！　指し摘てきしている場合では！」

「遅おせえ！　即席必殺、ブロークン・ザ・ウロボロス！」

　反射的にツッコミを入れた直後、ジェイムズが我に返って叫さけんだが、時とき既すでに遅し。握った拳に熱ねつと魔ま力りよくを集中させ、目の前の祓ふつ魔ま師しの右の掌に叩たたき込めば、硝子ガラスが割れるような音とともに、ウロボロスの紋もん章しようが砕くだけ散って消しよう滅めつする。よっしゃあっ、成功！　思わずガッツポーズを決める俺の眼前で、戦力の半分を奪うばわれた祓魔師は、悔くやしげな声を絞り出した。

「まさか錬金術式回路アルケミーサーキツトを砕かれるとは……。遊んでやろうとした私が浅はかだったようですね……！」

「そうそう、そのとおりだこの野郎！　わかったらおとなしく降伏を」

「そういうことなら、全力で相手をさせていただきます」

　降参を促うながす俺の言葉を打ち消すように、ジェイムズが吐き捨てるように言い放つ。

「え、まだやるの？」

　思わずそう問い返した瞬しゆん間かん、荒れ果てた大地から無数のブロックが湧わき上がった。渦を巻く無数の四角形は、煉れん瓦がのように組み合わさり、ジェイムズの体を覆おおいながら、何かの形を作り上げていく。そして見つめること数秒の後、俺の目の前に現れたのは──。

「ド……ドラゴン……？」

「いかにも！　錬れん金きん祓ふつ魔ま術じゆつ奥おう義ぎ《獣じゆう装そう大だい伽が藍らん》、応おう龍りゆうの型です。しかし、そこまで驚おどろくことはないでしょう。この姿は、貴君も何度も見ているはずですよ？」

「ああ、言われてみれば──って、いやいや！　デザイン一緒でもサイズが違うだろ！」

　確かに、ストラップに化けていた時とよく似た容よう姿しではあったが、あれはせいぜい三センチほどだった。対して、眼前のこいつはどう見積もっても十メートルはあるわけで、迫力と威い圧あつ感が段違いだ。五十メートル級の恐きよう竜りゆうの相手をしたこともあるけれど、あの時は芽め亜あともども巨大化してたからなあ。さあどう戦ったものかと、そう悩みながら身構えていると、巨大怪かい獣じゆうと化したジェイムズは、「では」と言いながら首を持ち上げた。

「そろそろ続きと参りましょうか。そちらが悪あく辣らつなダーティープレイで来る以上、こちらも手加減はいたしませんので、悪あしからず！」

「あ、悪辣ってお前──あのな、夕ゆう星づつさんを手に掛けて、芽亜をずっと騙だましてたような奴やつにだけは言われたくないぞ！」

　確かに俺おれのやり口も褒ほめられたものではないけれど、どっちが悪いかと言えば、そりゃどう見てもそっちだろう。燃もえ盛さかる心しん臓ぞうをフル回転させ、熱ねつと炎を全身にチャージしながら、俺はきっぱり言い返した。と、煉れん瓦が造づくりのドラゴンと化したジェイムズは、「ですから、それは」とかなんとかもごもごとつぶやいたが、踏ふん切るように首を左右に振り、俺を見み据すえて口を開いた。

「さて、覚悟はよろしいですか？　これ以上邪じや魔まされないよう、完全に眠っていただきます」

「やなこった！　何がなんでも邪魔してやる！　エルにも芽亜にも手は出させねえっ！」

「愚おろかな！　不死鳥の力を得た程度で、この大だい伽が藍らんに勝てるわけがない！」

「わけがなくてもやるしかないんだ！　こうなりゃヤケだ、とことんまでやってやる！　行くぞ、夕星さんの──仇かたきだああああああああああっ！」

　ショベルカーのような首を振り上げ、牙きばを剥むき出しにしたジェイムズが俺へと襲おそいかかってきた。同時に、俺は溜ため込んだ熱ねつ気きを噴ふん出しゆつさせて飛び上がり、燃える右手を振りかぶる。そして迫り来る頭部目がけ、俺は握った拳こぶしを叩たたきつけた。

　……いや。正確には、叩きつけたつもりだった。

「あれ？」

　いきなり周囲が暗転し、振り下ろした拳が空を切る。そしてその次の瞬しゆん間かん、俺はなぜか、見たこともない洋間に立っていた。慌あわてて周りを見回せば、本棚に鏡、出で窓まどに戸棚、ふかふかしたソファーとカーペットなどが目に映り──って、え。何これ。わけがわからず困こん惑わくする俺の耳に、ふいに穏おだやかな声が届いた。

「びっくりさせちゃったかしら？　ごめんなさいね」

　くすくすと微ほほ笑えむような、穏やかで優やさしい笑い声が耳に届く。それに釣られて振り向けば、長い髪かみの女性がティーポットを手に微笑んでいた。

「あのまま放ほうっておくと、君もジェイムズくんも大おお怪け我がしちゃうところだったから、つい手を出しちゃったのよ。無理矢理影に同化させて、ここまで連れて来たのはちょっと乱らん暴ぼうだとは思うけど、そうでもしなくちゃ止まらなかったでしょう？　ほんとに、男の子って乱暴ね。でも、そこがかわいいんだけど」

　ジェイムズくんは別の部屋に送ったから、安心してね。楽しそうに言い足しながら、その女性はテーブルの上に二つ並んだカップに紅茶を注ぎ、一つを「どうぞ」と俺おれに勧めた。

「あ、ど、どうも……」

　緊きん張ちようしながらカップを受け取り、促うながされるままに腰を下ろす。カップもソファーも特別な素材でできているのか、めらめら炎をあげる俺が触れても燃もえ上がることはなかった。座る前に窓まどの外をちらりと見たところ、さっきと同じ光景だったので、どうやらまだ金星にいるのは確かなようだけど……。そんなことを心の端はしの端で思いつつ、俺は目の前の美人を再び見つめた。

　見たところ、年齢は二十歳過ぎくらいだろうか。大きく肩の開いたサマーセーターにジーンズというシンプルな服ふく装そうだったが、それ故ゆえに素晴らしいスタイルがくっきりと浮うき彫ぼりになっており、俺は思わず息を呑のんだ。美しい。かわいい。セクシー。可か憐れん。そんな類たぐいの言葉が、次から次へと脳のう裏りに浮かんで止まらない。なんというか、問答無用に魅み力りよく的なのだ。サラマンダー化していなかったら、間違いなく手を取って告白していたに違いない。

「ああくそ！　勢いきおいで変身したりするんじゃなかった……！」

「ふふ。でも、芽め亜あのために頑がん張ばってくれたんでしょう？　その気持ち、嬉うれしいな」

「まあそれはそうですが……って、なんで芽亜の名前を？」

「当然でしょう？　だって、家族ですもの」

「家族……？　それって──待てよ、そうか、その顔！　も……もしかして……！」

　自然と声が震ふるえ始める。自分で言って気付いたが、俺はこの人を知っている。具体的には写真で見ている。にも関かかわらずすぐにわからなかったのは、まさかこの人に会うとは思っていなかったからだ。

　そりゃそうだろう、だって、なにしろ、この女性は、ついさっきまで殴なぐり合ってたあの男の手に掛かって、五年前に──。

　事じ態たいを把は握あくできず、カップを手にしたまま口をぱくぱくさせる俺。その様子が面白かったのだろう、サマーセーターの似合う美人は、にこりと柔やわらかく微ほほ笑えむと、穏おだやかに口を開いた。

「初めまして、宵よい待まち夕ゆう星づつです。いつも娘がお世話になっているわね」
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「……えーと、ちょっと整理していいですか？」

　そして二十分後、金星にそびえる洋館の応接室にて。話を聞き終えた俺が混乱しながら尋たずねれば、向かいに座った女性──夕星さんは、カップを手にしたまま、「どうぞ」と微笑む。どうも、とうなずき返すと、俺は言葉を選びながら口を開いた。

「五年前、俺たちの街で芽亜と暮らしてた夕星さんが、魔ま物ものを手当たり次第に退治する怪かい物ぶつが近くに来ていることに気付いたのが、そもそものきっかけだったんですよね？」

「怪かい物ぶつではなく、ホムンクルスです。錬れん金きん術じゆつで作られた人造生命体の総そう称しようですね。この個体については、制作者たちにはＴ三号と呼ばれていたようです」

　聞いたばかりの話をまとめながら語る俺おれに、夕ゆう星づつさんの傍かたわらに控えたジェイムズが口を挟んできた。ちなみにこいつは十分ほど前に部屋にひょっこり入ってきた。どうやら夕星さんの手で、俺とは別の部屋に飛ばされていたらしい。どうせなら夕星さんと二人きりが良かったのになあ、と内心でつぶやきながら、俺は「それも聞いたよ」と相あい槌づちを打った。

「で、そのホムンクルスだかＴ三号だかとの戦いに、まだ小さかった芽め亜あを巻き込みたくはなかったから、ジェイムズと一ひと芝しば居い打って、自分が死んだことにした、と」

「ええ。ほら、芽亜って、駄だ目めって言ってもひょこひょこあたしに付いてきちゃう子だったから……。うっかりＴ三号との戦いにやってきたら、危ないでしょう？」

「だからって、死んだふりで娘を騙だますってのは乱らん暴ぼうすぎる気がしますけど……。ともかく、そうやって段取りを整えた夕星さんは、ホムンクルスと戦った。リヴァイアサンの鍵かぎで相手を遠くに飛ばすつもりが、失敗して自分までここに飛ばされちゃった。で、残った鍵はジェイムズが回収し、夕星さんの形見として芽亜の元に渡った──ってことですよね？」

「うん、よくできました」
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　確かく認にんするように問いかけた俺を見返し、にっこりうなずく夕星さん。その笑顔は中三の娘を持つ母親とは思えないほど若々しく、そして引き込まれそうなほど魅み力りよく的だったが、でれでれしている場合ではない。未いまだにちろちろと燃もえている体をソファーから少しだけ起こすと、俺おれは「いくつか質問いいですか」と片手を挙げた。

「まず、そのホムンクルス──Ｔ三号ってやつのことですが……。俺が芽め亜あと契けい約やくした時に出くわした、あのゴーレムみたいなものですか？」

「馬ば鹿かな。魔ま物もの掃そう討とう用という製造目的では同じですが、出来が全まつたく違います」

　呆あきれた声を発したのはジェイムズだった。いや、お前に聞いてるんじゃないんだけど。視線で訴うつたえた俺をきっぱり無視し、焦こげ目の残る執しつ事じ服の青年は、大きく肩をすくめてみせた。

「人間そっくりの外見と言動、魔物から魔力を根こそぎ吸収して自身の力に変える機き能のう、ターゲットを決して逃がさない追跡力……。どれを取っても、量産型のゴーレムとは比べものになりませんよ。さらにＴ三号の恐るべきところは、その優すぐれた知能です。自身を強化するため、魔物をわざわざ活性化させ、魔力が高まったところを襲おそうくらいですからね」

「そりゃまたずいぶん余裕があるというか、いやらしいというか……。しかしジェイムズ、お前ずいぶん詳くわしいんだな」

「Ｔ三号製造の基き礎そ理り論ろんの構こう築ちくには、私も関かかわっていましたからね。あくまでノリで作った理論ですし、制せい御ぎよできなくなるのが見え見えなので設せつ計けい段だん階かいから先には進めなかったのですが、まさか後世になってほんとに作る馬ば鹿かが現れるとは……。全く、これだから近代の術者は頭が悪い」

　ぶつぶつと文句をこぼすジェイムズである。おっさんみたいな口ぶりに呆れつつ、俺は丸まる眼鏡めがねの祓ふつ魔ま師しに目を向けた。夕ゆう星づつさんの話も気になるが、こいつはこいつで謎なぞが多いのだ。

「なあジェイムズ。そう言えばお前、なんで夕星さんをサポートしてるんだ？　お前、ガーゴイルってのは嘘うそで、ほんとは人間──祓魔師だったんだよな？」

「そうよ。彼、すごく腕利きの錬れん金きん術じゆつ師しだったんだから。ただ、あたしはあっさり返り討うちにしちゃったんだけど。ねー、ジェイムズくん？」

「はい。あの時、私の命を助けてくださった恩、今でも忘れてはおりません。あの日以来、我が主は、夕星──貴女あなただけです」

　懐なつかしげに語りかける夕星さんに、深いお辞じ儀ぎでジェイムズが応じる。と、主君と呼ばれた夢む魔まは、「もう」と苦笑した。

「その主って呼び方は苦手だから、相あい棒ぼうとかパートナーにしてって、いつも言ってるでしょう？　ジェイムズくんは、すぐ元に戻っちゃうんだから」

「申し訳ありません」

　再び頭を下げるジェイムズ。その態たい度どを見る限り、この男が夕星さんを本気で慕したい、尊そん敬けいしているのは、どうやら間違いなさそうだ。今まで人を小馬鹿にしたような態度しか見たことがないだけに、真ま面じ目めな顔がものすごく新しん鮮せんである。思わずぽけーっと見入っていると、その視線に気付いたのか、ジェイムズが呆あきれた顔で俺おれを睨にらんだ。お、いつもの表情だ。

「相変わらずしまりのない間抜け面ですね。質問タイムはもう終わりなのですか？」

「へっ？　いやいや、まだわかんないことはあるし──なんだっけ、一つ絶対聞きたいことが──あ、そうだ！　この建物って、ジェイムズが夕ゆう星づつさんのために作ったんだよな？」

「先ほど話したとおりです。リヴァイアサンの鍵かぎに残った記録を解読すれば、夕星がどの時空座ざ標ひように現れるかはすぐに判わかりましたから。地球外というのは驚おどろきましたが、自身を光に変えて移動できる私にとっては、幸いそう遠くない場所。なので、ささやかではありますが、こうして館やかたを用意して待っていたわけです」

「そう。そこだ」

　ジェイムズの説明に、俺はずばっと切り込んだ。さっきも聞いた話ではあるが、どうもここが引っかかる。「よくわかんなかったのは、そこなんだよ」と繰り返しながら、俺は向かいの席に座る夢む魔まに向き直って問いかける。

「夕星さん。ジェイムズが『待ってた』ってのは、どういう意味なんです？　夕星さんが消えてから追いかけたのならわかりますが、ジェイムズの言葉どおりなら、先回りして準じゆん備びしてたことになりますよね？」

「あら。そこに気付いたの？　巧たく馬まくん、けっこう勘かんがいいわね。偉えらい偉い」

「あ、ありがとうございます──っと、浮かれてる場合じゃなくて、もう一つ質問！　Ｔ三号と戦ったけど無事だったなら、どうして芽め亜あの前に今まで姿を見せなかったんですか？　芽亜、気が強くてしっかりしてはいますけど、まだ中学生の女の子ですよ？　家族に会いたくないわけが──」

「それは無理なのよ。だってこの五年間、あたしはどこにもいなかったんだから」

「いやしかし、どこにもいなかったとしても──って。……え？　いなかった？」

　……えーと、それはどういうことでしょうか。

　言葉の意味を理解できずに固まる俺を、芽亜の母親は優やさしく見み据すえ、そして「ありがとう」と微ほほ笑えんだ。

「芽亜のこと、気き遣づかってくれて。あの子、いい相あい棒ぼう見つけたわねえ……。と喜んだところで、今度はあたしから一つ質問。リヴァイアサンの鍵って、なーんだ」

「はい？　《あちら》に通じるゲートを開くアイテム……ですよね？」

「正解。じゃあ、《あちら》ってどこなのかな。知ってるかしら？　あの鍵とセットになった魔ま術じゆつ精せい製せい機き──ベヒモスの錠じよう前まえで賄まかなえる魔力では、別の宇宙に行くのは無理なのよ。ね、ジェイムズくん」

「ええ。平行宇宙の存在だけは観かん測そくできましたし、悪魔たちがのうのうと金貸しを営んでいるような、比較的平和な世界もあったようです。そこでは彼らはレメゲトン金きん融ゆうとか名乗っていたようですが──実際にそんな世界に行くとなると、天文学的な魔力が必要になりますからね。現実的ではありません」

「あ、その話は文ふみ彦ひこから聞きましたけど。でもそれが？」

「うん。あのね、実は」

「お待ちください夕ゆう星づつ。まさか──あの話を彼に明かすつもりですか？」

　夕星さんがにこっと微ほほ笑えむのと同時に、ジェイムズが面食らったように叫さけんだ。何をそんなに焦あせる必要があるんだか。首を捻ひねる俺おれをさておき、執しつ事じ服の青年は尊そん敬けいする主へ語りかけた。

「それを言ってしまっては、私がエルハームを連れてこようとした意い義ぎがなくなってしまうではありませんか！　お忘れですか？　中途半端に記き憶おくが戻った状じよう態たいのフェニックスは、話していいことと悪いことの区別がまだ付かないから、魔ま物ものだけの秘ひ密みつをＥＸＩＴに教えてしまいかねない。だからその前に、彼女をこちらへ連れてくるべきだ。そう主張した私の言葉に、夕星も賛同くださったはずでしょう？　なのに──」

「大丈夫、もういいのよ」

　必死に説得するジェイムズを、夕星さんの穏おだやかな声が遮さえぎった。ぐ、と押し黙だまる眼鏡めがねの青年の顔を見上げ、夢む魔まは子どもを落ち着かせるような柔やわらかな笑みを浮かべた。

「心配してくれてありがとう、心配性な錬れん金きん術じゆつ師しさん。でもね、そこまで隠かくし通さなくてもいいかなって、ずっと思ってたの。ほんとのことって、いつかは知られちゃうものでしょう？　というわけで巧たく馬まくん。今から、魔物たちが守ってきた秘密、教えちゃいまーす」

　にこりと微笑んだ夕星さんが、テーブルの上に身を乗り出し、ちょいちょいと俺を手招きした。小声で話すから近くに来い、と言いたいらしい。金星で盗み聞きされる心配もないと思うのだけど、美人に耳打ちされる機き会かいをみすみす逃す俺じゃない。というわけで緊きん張ちようしつつ顔を近づければ──ああ、いい香りだ──紫むらさきの瞳ひとみの夢魔さんは、「あのね」と耳元でささやいた。

「リヴァイアサンの鍵かぎって、実はタイムマシンなのよ」

　そうとだけ告げると、夕星さんはあっさり椅い子すに戻ってしまった。え、そんだけ？　というか、タイムマシンって──？　わけがわからず目を丸くしていると、ジェイムズが溜ため息いきとともに口を開いた。

「……それだけでは、さすがに説明不足かと存じますが」

「あら、そう？　ええとね、じゃあもうちょっと詳くわしく言うと、あの鍵って、時空の穴を開ける呪じゆ具ぐなのよ。約四千年前、まだ人間たちの文明や祓ふつ魔ま術じゆつが発展途上で、魔物が気楽に暮らせた時代にワープするための、ね。魔物はみんな、その時間に引っ越しちゃったってわけ」

「四千年前……？　ああ！　だから魔物の発生時期が全部一緒だったんですか！」

　──俺が今まで集めたどのサンプルで試しても、一いち律りつに四千二十一年前って答えが出るんだ。どんな魔物でも完全に同じ数値だぜ。絶対に有り得ないのに、そんなこと。まあ、俺の理論のどこかが間違ってるんだろうね。

　お祭りの夜、文彦から聞かされた言葉が甦よみがえり、俺は思わず叫さけんでいた。なるほど、未来からまとめてタイムトラベルしてきたのなら、そりゃ出現時期が重なるはずだ。

「文ふみ彦ひこの理論は間違ってなかったってことか……！　って、待てよ。じゃあ、鍵かぎで過去に行った魔ま物ものは、どこでどうやって生まれたんだ？」

「そんなもの、四千年前から生き続けてきた魔物の子孫に決まっているではないですか」

「え？　いや、でも、四千年前の魔物って、現代からワープしてきた連中なんだろ？　そいつらがそもそも存在するためには、祖先がいないと……あれ？」

　にわとりが先か卵が先か。あるいは、そういうレベルの話じゃないのか。駄だ目めだ、理解が全然追いつかない。ただでさえ赤せき熱ねつ化かしている全身からもうもうと知恵熱を上げながら頭を掻かきむしる俺おれを見て、夕ゆう星づつさんはジェイムズと顔を見合わせ、苦笑した。

「ややこしく考えちゃ駄目。代替わりを続けながら四千年生きて、その時期が来たら過去に飛び、先祖たちの祖先になる。魔物たちは、そういうサイクルを確立させたのよ」

「常じよう識しき的な因いん果が論ろんで考えれば、原因と結果がイコールになる事じ態たいは理解しがたいでしょうが、これは事実です。別の宇宙に飛ぶのに比べて消費魔力も少なくて済みますし、何より、過去においては絶対の平へい穏おんが保証されています。自分たちの存在そのものが、その証明ですからね。よく考えたものですよ」

「あたしは、その『絶対の平穏』がつまらないと思ったから、鍵を使わなかったんだけどね。エルハームも同じで、どうせ不老不死なら未来を見続けたいから──って。もしもーし？　付いてきてるかしら、巧たく馬まくん？」

「え？　つ、つまり、その、リヴァイアサンの鍵は過去へ飛ぶための道具で……」

　苦手な授業の最中に指名されたかのように、おろおろと解説する俺。こういう時は普段なら芽め亜あに振るのだが、俺しかいないのだから仕方ない。えーとえーととつっかえながら言葉を探す俺を前に、夕星さんは「鍵の機き能のうがわかれば、それでオッケーとしましょう」と苦笑した。

「……あ。今、俺に理解させるのを諦あきらめましたね」

「貴君が馬ば鹿かだから仕方ないでしょう。姑こ息そくな知恵は働くくせに」

「こら、やめなさい、ジェイムズくん。ともかくね、あたしはその鍵を使って、Ｔ三号をどこか遠い過去に飛ばそうとしたのよ。でも失敗して時空の穴に巻き込まれ、五年後──つまり、今から三か月前の時間にタイムトラベルしちゃったわけ」

「そして私は、残された鍵の指定座ざ標ひようから、夕星が飛んだ先が五年後の金星と知り、館やかたを構えて待つことにしたのです。リヴァイアサンの鍵は、移動先の時間と場所の座標を、念じることで指定できますから」

「へー。時間はともかく、場所も選べるんだ」

「当然です。地球も、それを含めた太陽系も、銀河系の中で回り続けているのですよ？　時間だけ指定して場所を移動しなかったら、宇宙のどこに放ほうり出されるか、わかったものではありません。たとえば今我々のいるこの場所は、絶対座標で観かん測そくすると、三日前には太陽の中心ですからね」

　そんなこともわからんのかと、呆あきれ顔を俺おれに向けるジェイムズ。なるほど、そりゃ確かに場所指定機き能のうも必要だよな。タイムトラベルした先が宇宙空間だったらそれはもう自殺と変わんないし。しみじみ納得すると、俺は夕ゆう星づつさんに向き直った。ティーカップはとうに空からになっていたが、今はお代わりより話が先だ。

「夕星さんの事情はわかりましたが……そのＴ三号はどうなったんです？」

「それがわからないから困ってるのよねえ……。あたしと同じ時間に飛ばされたはずなんだけど、どうも別の場所──しかも地球のどこかに送られたみたいなの。あのホムンクルス、一度狙ねらったターゲットはすぐに見つけちゃうから、うかうか地球にも行けなくて……仕方なく、ここで出方を窺うかがいながら、芽め亜あの様子も見守ってたわけ」

「ああ、そういう事情だったんですか。なら、顔を出せないのもわかりますが……でも、見守るってどうやって？」

「ジェイムズくんから教えてもらってたのよ。最近は、お友達も増えたみたいで、何よりね。ＥＸＩＴの祓ふつ魔ま師しさんたちとも仲良くなったのには、ちょっと驚おどろいたけど」

「──そういうイレギュラーな事じ態たいもまた面白い、ですね」

「人の言葉を取らないでよ、ジェイムズくん。と、そんなわけで、あの子のことは心配してなかったけど……ただ、エルハームからの手紙が芽亜に届いたのは予想外だったわね。彼女の使つかい魔ま、相手がどこにいようと見つけ出せるんだけど、さすがに金星は圏けん外がいだったみたい」

「……そりゃそうでしょうね」

　まさか知人が別の惑わく星せいに移り住んでるとは思うまい。使い魔も大変だなあと同情していると、ジェイムズが「もう質問はありませんね」と俺を見つめた。まあ、だいたいの事情はわかったけれど──あいにく、もう一つだけ、聞いておきたいことがある。

「なあジェイムズ。お前、夕星さんとＴ三号が時空の穴に巻き込まれたあと、どうしてそれを芽亜に教えなかったんだ？　夕星さんが生きてることを隠かくす必要はなかっただろ」

「ああ、それですか。どうしようかなーとは思ったんですよねえ。母を失ったショックが続くようであれば素直に話すつもりでしたが、芽亜、意外とメンタル強くって、あっさり立ち直っちゃったんですよ。三日目から普通に学校行ってたし、じゃあもういいかなって」

「いやいやいやいや」

　思わず呆あきれた声が出た。「偉えらい、さすがあたしの子」と喜んでいる夕星さんは綺き麗れいだったが、その反応は正直どうかと思う。まあ、確かに芽亜は精神的に強い奴やつではあるけれど。

「でも、やっぱり夕星さんを──母親を亡くしたのは、かなりつらかったんだと思いますよ。今でも寝言で言いますし……って、なんですか、そのニヤニヤした顔」

「だって、寝言を聞く仲なんでしょう？　そっかあ、もうそんな関係なのね。最近の子は進んでるのねえ……」

「へっ？　いやいやそれは誤ご解かいですから！　芽め亜あとはあくまで相あい棒ぼう関係であってそれ以上でもそれ以下でもありません！　す、少なくとも今のところは！」

　慌あわてて椅い子すから立ち上がり、いたずらっぽく微ほほ笑えんだ夢む魔まを見つめて語りかける俺おれ。そして夕ゆう星づつさんが「またまたー」と笑った、その時だった。

「ん？　空間の歪ゆがみ？　これは──転送符？　気を付けてください、何か来ます！」

　ジェイムズが叫さけんだのと同時に、上品な調度で飾られた洋間の一角の空間がぐにゃりと湾わん曲きよくした。そして、円形に広がったその穴から現れたのは──。

「お待たせしました巧たく馬ま、無事ですか巧馬、母みたいにジェイムズにやられたりしてませんよね巧馬っ！　遅くなってすみません！　文ふみ彦ひこさんの持ってた転送符に、ベヒモスの錠じよう前まえをフル回転させて生成した魔力を使い、会長やサニーにも後押ししてもらって、ついでに『篦へら鹿じか亭てい』から対悪魔用の武器も借りて、ようやく助けに来られました！　というわけでお待たせしました巧馬！　無事ですか巧馬！　母みたいにジェイムズにやられたりしてませんよね！」

「お、落ち着いてよ芽亜！　同じこと何回も言ってる！　それより巧馬は大丈夫？」

　──バズーカ状の武器を担かついだジャージ姿の小さな夢魔と、燃もえる翼つばさを広げた鳥だった。

　言うまでもなく、芽亜とエルの二人である。どうやら俺を助けに来てくれたらしく、それはものすごく嬉うれしいのだが──実はジェイムズは悪人でも夕星さんの仇かたきでもなんでもなかったわけで、俺は全然無事なんだよなあ。とかなんとか、夕星さんと顔を近づけて見つめ合ったままそんなことを思った瞬しゆん間かん、不死鳥モードに変身中のエルがこちらを見つめて首を傾かしげた。

「え。あれ？　もしかして……夕星？」

「あらあら、そういう貴女あなたはエルハームじゃない。お久しぶり。それに芽亜も元気そうで、母さん、とっても嬉しいわ」

「そういう母さんも──って。え」

　自然と言葉を返そうとした芽亜が、そのままぴたりと固まった。

　これ以上ないくらいに目が見開かれ、担いでいた大たい層そうな武器がごろんと落ちる。……まあ、そりゃ困こん惑わくするよな。同情するしかない俺の視線の先で、ジャージ姿の相棒は「ええええ？」と声を張り上げた。

「どっ、どどどどどど、どうして──どうして母さんがこっ、ここに……？　それに巧馬もなぜ無事で──って、巧馬、どうしちゃったんですかその姿！　燃えてますよ！　それにジェイムズはウロボロスの祓ふつ魔ま師しだったはずなのに、どうして一緒に仲良くお茶を？　あと、転送符に『巧馬のいる場所』とだけ指定して飛んできたんですが、ここはどこなんですか？　いや、それより母さんはなぜ」

　こちらが答える隙すきもなく、次から次へと疑問を口にする芽亜さんである。

　……うん。気持ちはよくわかるけど、ちょっと落ち着いてはくれないか。







　第七夜　出会いと別れと俺と相棒




「何を考えているんですかっ！」

　俺おれが聞いたのと同じ説明を聞き終えた芽め亜あの怒声が、金星の洋館に響ひびき渡った。席に着くこともなく、ぶるぶると怒りに震ふるえる娘を前に、夕ゆう星づつさんは気まずげに小声を発した。

「芽亜、なんだか怖い……。せっかく五年ぶりに会えたのに、そんなに怒らなくてもいいじゃない。ね？　仲良くしましょ？　ほーら母さんよー」

「あいにくですが怒ります！　そもそもの事情はともかくとして、生きてたなら生きてたと一言伝えるべきでしょう！　それなのになんですか、『まあいいかな』って！　軽い！」

「い、一応、隠かくれてサポートしてたのよ……？　たとえば、恐きよう竜りゆうの霊れいに苦戦しそうだなーって思ったら、ちょっとだけ過去に戻って、芽亜に関かかわりそうな人に『ベヒモスの錠じよう前まえ』を前もって渡したりもしたし。あの時は確か、ジェイムズくんのリヴァイアサンの鍵かぎを借りたんだっけ。あの鍵、まだ持ってるの？」

「ええ。ただ、魔ま力りよくが大してチャージされていませんからね。フル稼か働どうさせたところで三日ほどしか飛べませんし、その場合、場所移動はできませんが」

「そこ、話を逸そらさないっ！　ジェイムズにも怒ってるんですからね！」

「これは失しつ敬けい」

「うう……。芽亜、昔はおとなしくて優やさしい子だったのに……」

「五年間も放ほうっておかれたらこうもなります！　どれだけ！　わたしが！　悲しんだか！」

　再び轟とどろく怒りの叫さけび。気まずげに目を逸らすジェイムズと、しょんぼり縮ちぢこまる夕星さんを前に、大迫力のお説教が再開される。

　……ほんと、怒られるのが俺じゃなくて良かったなあ。芽亜の横の席で安あん堵どの溜ため息いきを吐ついていると、隣となりから「ねえ」と静かな声が届いた。

「あとで、ちゃんと芽亜にお礼言ってあげてよ。巧たく馬まのこと、すごく心配してたんだから」

「え。そうなのか？　どっちかというと、夕星さんの仇かたきのジェイムズは逃がさねえ！　って怒りに駆かられて追ってきたものかと思ってたけど」

　小声でそう応じれば、少女の姿に変身したエルは、笑顔で首を横に振った。へえ、そうなのか。それはなんだか気き恥はずかしいなと自覚すれば、俺の全身から炎が一気に噴ふき上がり、隣にいた芽亜が「熱あつうっ！」と慌あわてて飛び退のいた。

「ちょ、ちょっと、気を付けてくださいよ巧馬……！」

「ごめん。……それにしたって、そんな必死に逃げなくてもいいのに」

　軽く傷つきながら、俺おれはぼそっと反論した。それを聞いた芽め亜あは、一いつ瞬しゆん「うっ」と口ごもると、目を逸そらしながら小声を漏もらした。

「ま、まあ、巧たく馬まがサラマンダーになっちゃった理由は聞きましたし、それを聞いた時はすごく感かん激げきして泣きそうに──じゃなくて、いや違いませんが、その──ええと、嬉うれしいとは思ったんですよ？　ほ、ほんとなんですからね？」

「いや。そこは疑うたがってないし、感激したのは俺だって同じなんだけど……」

「……『けど』、なんですか」

「そう言う割には距きよ離り取ってないか芽亜」

「これ以上近づくとジャージが燃もえるんですよ……！」

　微び妙みような距離を保ちつつ、小声でやり合う俺と芽亜。その光景に、エルはやれやれと肩をすくめた。見た目はまだ小学生くらいだけど、言動はずいぶん大人っぽくなってきたなあ。場違いな感想を思い浮かべた俺の肩を、エルは優やさしく叩たたいてくれた。

「ああ……！　今の俺に近づいてくれるのはもうエルだけだ！」

「まあ、フェニックスって燃えないからね。でも、わたしのあげたお守り、食べちゃうとは思わなかったなー。巧馬、学校とかどうする気？　ずっとサラマンダーのままなんだよ？」

「ちょっと熱ねつっぽい人ってことでなんとかならないかな」

「絶対無理だよ。燃えてるし」

「……だよなあ。これ、元に戻る方法ってないのか？」

「うーん……。魔ま力りよくを根こそぎ吸収されれば戻れるだろうけど……そんなことができる魔物や術者なんて、わたしは聞いたことないよ」

　ごめんね、と申し訳なさそうに言い足すと、エルはちらりと俺を見る。そっか、わかっちゃいたけど、やっぱり俺はこのままか。はあ、と熱あつい溜ため息いきを吐つくと、俺は部屋の一角に──ついさっき、芽亜たちが空間に穴を開けて現れた場所へと、目を向けた。

「地球に戻っても、この体じゃ生徒会にも行けないし──ん？」

　ぼんやり見つめていた先で、ぶおん、と重たい音が響ひびき、空間がぐにゃりと大きく歪ゆがんだ。芽亜とエルが登場した時と同じような光景を前に、俺は「なあ」とエルに尋たずねた。

「もしかして、まだ誰だれか来るのか？　もしかして鈴すず女めさんとか」

「え？　そ、そんな話は聞いてないけど……。転送ゲートを開くのに使ったベヒモスの錠じよう前まえ、無理させすぎて壊こわれちゃったからさ。もう誰も来られないはずだよ」

「そうなのか？　じゃあ、これは──」

「──何者かが、空間移動の痕こん跡せきを辿たどってきたようですね。こんな芸当ができるのは……」

　俺の言葉を遮さえぎるようにジェイムズが深刻な言葉を発し、それを聞いた夕ゆう星づつさんの顔色がさっと変わった。よくわからないが、何かやばいモノが来るらしい。エルや芽亜と一緒に席を立つと、俺は慌あわてて身構えた。そして一同が注視する中、空間の歪みから姿を現したのは──意外にも、見み慣なれた制服を纏まとった少年だった。整った笑顔はムダに爽さわやかで、中途半端に長い髪かみはさらさらと揺ゆれており、半はん袖そでから覗のぞく腕はよせばいいのに引き締しまって……って。え？

「う──うそ？　苫とま島しまくんっ？」

「やっぱり……Ｔ三号！」

「どうしてこんなところに──って、か、母さん？　今、なんて？」

「そっ、それはこっちの台詞せりふよ、芽め亜あ！　苫島くんって誰だれ……？」

　全まつたく同時に叫さけんだ直後、顔を見合わせる夢む魔まの親子。どちらも大たい層そうな驚おどろきようだったが、その気持ちは俺おれも同じだった。つーかこいつはどう見たって、いつだったか芽亜に告白して振られていたあの男だ。でも、夕ゆう星づつさんが「Ｔ三号」って呼んだってことは……まさか、そういうことなのか？　ごくりと息を呑のむのと同時に、エルの困こん惑わくした声が耳に届いた。

「ど、どういうこと？　Ｔ三号って夕星と戦ったホムンクルスだよね？　でもわたし、この人、芽亜の学校で見たよ？　ほら、ヴィクターやエオラに会った日に──」

「そう。それはどっちも正解だ」

　ポケットに手を突っ込んだまま、制服姿の少年が口を開いた。その一言で俺たち全員を黙だまらせると、少年は自己紹介するように胸に手を当て、微ほほ笑えんだ。

「俺は苫島であり──そして、Ｔ三号って呼ばれたホムンクルスでもあるのさ。……と言うか、少し調べれば、苫島なんて生徒はあの学園にはいないって、すぐわかったはずだよ？」

　全すべてを見下すような冷たい笑みに、思わず背筋に悪寒が走った。ジェイムズや夕星さんまでもが無言で息を呑んでいるのが、こいつの危なさを象しよう徴ちようしているようで、緊きん張ちよう感を否いやが応おうでも底上げする。何も言えないまま、エルを庇かばうように身構えていると、苫島──Ｔ三号は、ふいに芽亜へと向き直った。

「全く、君には参ったね。五年後──つまり、今から三か月前に飛ばされたあと、せっかく憎にくい仇かたきの肉親を見つけたと思ったのに、まだ夢む魔まとして覚かく醒せいしてないんだから。一応契けい約やくは済ませてたみたいだけど、毎晩ちまちま妄もう想そう補ほ給きゆうしてるだけで、魔力も育ってなかったしね。そんなの吸収してもつまらないからさ、とりあえず交際して、夢魔と契約者の関係になったところを吸収する予定だったのに……まさか、あっさり振られちゃうとはなあ」

「ちょ、ちょっと待て！　お前、そんな理由で芽亜に告白してたのか？」

「そうだよ？　未み熟じゆくな夢魔の魔力が最も高まるのは、契約者から妄念を補充する時だから。それにしても──ふうん、そうか。俺の計画を邪じや魔ましたのは、君か、下しも野つけ巧たく馬ま。会えて嬉うれしいよ」

「いや、俺は全然嬉しくなんかないんだけど……つーかお前、なんの話をしてるんだ？」

　いきなりこっちに顔を向けられ、思わず間抜けな声が出た。ほとんど初対面みたいなものなのに、邪魔なんかできるはずもないだろう。そう視線で訴うつたえると、隣となりの芽亜が「実は」と恥はずかしそうに声を発した。

「彼の告白を断る時、巧たく馬まの名前を使わせてもらったんですよね……。言ってなくてすみませんでした」

「え？　それって確か──目が離はなせない上に手の掛かる人がいるとかいう、あれか？　てっきりエルのことかと思ってたけど」

「ち、違いますよ！　というか！　なんで知ってるんです！　見てたんですか！」

「たまたまだ！　偶ぐう然ぜん食堂のベランダから見えたんだよ！　なあエル！」

「うん。芽め亜あが告白されたのを見て、巧馬、ものすごいブルーになってたよね。芽亜が振ったのに安心した自分がちょっと情けないぜ、みたいな顔しちゃって──もがもがもが」

「しーっ！　やめろ、そこまでは言わなくていいんだよ！」

「え？　そ、それはどういう……」

　慌あわててエルを黙だまらせた俺おれに、芽亜が怪け訝げんそうに問いかけてくる。いやだからそれはだな、深い意味はないのであって……！　とかなんとか、わたわたと弁解する俺を、夕ゆう星づつさんは微ほほ笑えましげに眺ながめると、スッと前に歩み出た。ジェイムズが無言でそれに続く。

「巧馬くんをからかって遊びたいところだけど──そうもいかないわね」

「ええ。Ｔ三号の内ない蔵ぞう魔ま力りよくが増しています。おそらく、また魔物を吸収したのかと」

「正解。あれは確か『ダンドーの猟りよう犬けん』だっけ？　群れていた魔犬をごっそり吸ってきたからね、以前のようにはいかないよ。一匹逃がしたのは残念だったけど」

「ダンドーの猟犬……？　それ、夏休み前に鈴すず女めさんが退治した、あのでかい犬か？」

　そういえば、本来は群れてる魔物だとかなんとか、文ふみ彦ひこが言ってたっけ。道理で一匹しかいなかったわけだと納得していると、魔物を倒すためだけに作られた人造人間は、「さて」と俺たちを見回した。同時に、その両目が青く輝かがやき、全身を銀色のオーラが包む。その輝きを見たとたん、ジェイムズが声をあげた。

「気を付けてください。あのオーラは、触れた魔力を全すべて吸収します！」

「な、何それ？　攻こう撃げきしようがないじゃない！」

「芽亜の言うとおりなんですよね……。と言うかあいつ、ダメージを受けても高速かつ無限に再生しますから、攻撃するだけ無む駄だですよ。設せつ計けいした私が言うんですから確かです」

「偉えらそうに言うんじゃねえジェイムズ！」

　胸を張る眼鏡めがねに怒りを浴びせながら、俺はオーラを纏まとった少年を見み据すえた。

　余裕を見せているのか、今のところ仕掛けてくる様子はないが、このまま逃がしてくれるはずもない。先手を取るにしたって、触っただけでアウトで無限に再生するような化け物相手に通じる手があるとも思えない。となると、夕星さんのやったように、時空の果てにでも追い払うしかないのだろうけれど、芽亜の持ってた鍵かぎはとっくに壊こわれてしまったし──。

「そうだ！　ジェイムズ、確かお前、リヴァイアサンの鍵持ってるよな？」

「まあ、ありますけどね」

　あるにはあるが、だからどうした。そう言いたげな声で告げると、ジェイムズは執しつ事じ服のポケットから見覚えのある鍵かぎを取り出した。

「魔ま力りよくがチャージできていませんからね……。時間移動機能にフルに注ぎ込んだところで、せいぜい三日ほどしか飛ばせませんから、決め手には弱いかと。だいたい、Ｔ三号が時空の穴におとなしく入ってくれるとも思えませんよ。組み付いたら魔力吸われておしまいですしね」

「た、確かに──って、待てよ？　魔力を吸い取るってことは……」

　ふいに脳のう裏りにとあるアイデアが閃ひらめき、俺おれはハッと口を押さえた。

　イチかバチかの手ではあるが、やってやれないことはない……ような気がする。正直、不安は残るものの、このままだと全ぜん滅めつするしかないわけで、それはつまり、せっかく夕ゆう星づつさんと会えた芽め亜あもやられてしまうってことであり──と、そこまで考えるのと同時に、俺は床を蹴けっていた。ジェイムズとの戦いでも使った、背中や足から熱ねつ気きを噴ふき出しての急加速。一いつ瞬しゆんのうちに俺はＴ三号に組み付き、その体を壁かべに叩たたきつけていた。

「よし！」

「何が『よし』だか？　俺を押さえ込んだだけで何がどうなるって言うのさ。それに──君の魔力、どんどん俺に流れ込んできてるよ、サラマンダーくん？」

「そ、そうですよ巧たく馬ま！　いったい何を考えて」

「芽亜！　ジェイムズの鍵を使え！」

　相あい棒ぼうの声を打ち消すように叫さけぶ俺。その間にも体内の魔力は銀のオーラに吸収され続けていたが、あと数秒は保もちそうだ。つーか保ってくれよ不死鳥の力！　思わず必死に懇こん願がんしながら、俺は「早く！」と声を続けた。

「穴を開ける先は三日前、場所は──」

「──あっ、そうか！」

　作戦を言い終えるまでもなかった。芽亜はジェイムズの手から古びた鍵をひったくり、目の前の空間に向かって突きつける。そのままガチャリと右に回せば、観かん音のん開びらきのドアのように時空の穴が口を開けた。その光景を前にして、Ｔ三号が冷たく笑う。

「馬ば鹿かだなあ。たかだか三日の過去に送ったところで、俺はお前たちをすぐに見つけるよ？　ほんの少し、死ぬのが先送りされるだけで──ん。なんだ、この熱気……？」

　時空の穴の向こうから伝わってきた熱に、Ｔ三号がぴくりと反応した。やばいと気付いたようだがもう遅い！　両腕に力を込め、俺は少年の体を持ち上げ、そして叫んだ。

「芽亜の開いたゲートの先は、時間は三日前で、場所はぴったり今と同じだ！　ちなみに苫とま島しま──いや、Ｔ三号！　三日前、この場所には何があったか知ってるか？」

「そんなもの、絶対座ざ標ひようから計算すればすぐに──え？　た……太陽？　貴様、まさか俺を太陽に？　ちょっと待った、嘘うそだろ？　あらゆる魔物を無に帰す、最強最高のホムンクルスのこの俺が──まさか、こんなあっさりやられるなんて、そんな出オチみたいな最後があっていいはずが」

「だらだら長なげえ！　俺おれの魔ま力りよくはくれてやるから──とっとと退場しろ、出オチ怪かい人じん！」

　時空の穴に向かって、俺はＴ三号を力任せに放ほうり投げた。

　ついでに、もうほとんど残っていなかった魔力を右足に集中し、加速を付けて蹴けっ飛ばせば、制服姿の少年は「嘘うそだああああああっ！」とか叫さけびながらゲートに吸い込まれていった。蹴りつけた瞬しゆん間かんの接せつ触しよくで魔力が最後の一滴まで吸い尽くされたのだろう、どっと体が重くなる。ゲートが閉じるのを見ながらそのまま床に座り込めば、ジェイムズが呆あつ気けに取られたように声を漏もらした。

「か、考えましたね、貴君……。いくら不死身のホムンクルスでも」

「さすがに、太陽に放り込まれたらどうしようもないわよね。それに」

「……ええ、夕ゆう星づつさん。元にも戻れて一石二鳥です」

　そう言いながら広げた両手は、炎に包まれてもいなければ、赤せき熱ねつ化かしてもいなかった。

　フェニックスの魔力をあのホムンクルスが根こそぎ奪うばってくれたおかげで、単なる人間に戻れたらしい。芽め亜あたち魔物と違って俺は元来人間なので、魔力を全部吸われたところで、最悪、消しよう滅めつすることはないだろうと見込んでの作戦だったが、予想以上に上う手まくいったようだ。ふーやれやれと大きな溜ため息いきを吐つくと、俺は「それにしたって」と芽亜へ向き直った。

「よく俺の言いたいことがわかったな」

「……まあ、相あい棒ぼうですからね」

　恥はずかしそうに、それでいてどこか誇ほこらしげに微ほほ笑えむと、芽亜は座り込んだままの俺に向かってスッと手を伸ばしてきた。それをぐっと握り返せば、小さな掌てのひらから心ここ地ち好よい温ぬくもりが伝わってきて、思わず俺の胸がどくんと震ふるえた。ああ、温あたたかい。

「……巧たく馬ま、まだエルの魔力残ってるんじゃないですか？　手、熱あついですよ」

「こ、これは緊きん張ちようしてるんだよ！　その──ほら、芽亜の手だから」

「え？　ちょ、ちょっと、そういうこと軽々しく言うのはやめてください！」

「あらあら。母親の前でいちゃつくなんて、芽亜、いつからそんな子になったのかしら」

「世も末ですね。嘆なげかわしい」

「だよねー。育ててもらったわたしが言うのもなんだけどさ、巧馬と芽亜って、急にいちゃいちゃし始めるから気が抜けないよね」

「そこの三人っ！　これ見よがしにひそひそ言うのはやめなさい！　巧馬もいつまで手握ってるんですか！　さっさと立つ！　ほら、用も済んだわけですし、帰りますよ！」

「どうやって？」

　真っ赤な顔の芽亜に、穏おだやかにそう問いかけたのは夕星さんだった。質問の意味がよくわからないのか、きょとんとした娘に向かって、美人の夢む魔まが歩み寄る。しかしこの二人、並んで立つと夕星さんの背の高さとスタイルの良さが際きわ立だつなあ。

「つーか芽め亜あはこの人の娘なんだから、もうちょっと胸とかなんとかならないものか」

「心の声が漏もれてますよ巧たく馬ま！　それより母さん、今のはどういう意味？」

「そのままの意味よ？　だから、どうやって帰るつもりなのかなーって」

　芽亜の問いかけを受け、夕ゆう星づつさんが首を傾かしげる。え、どういうことですか？　思わず尋たずねようとすれば、執しつ事じ服の青年が肩をすくめながら口を開いた。

「芽亜とエルハームが金こ星こに来る時には、左さ道どう衆しゆうの転送符を使ったのでしょう？　あれが使い捨てだってことくらい、知っていますよね」

「あ！　い、言われてみれば……！」

　人を小こ馬ば鹿かにしたような口調での指摘に、芽亜がハッと息を呑のんだ。どうやら今の今までその事実に気付いていなかったらしい。まあ、死んだはずの母親が生きてたり俺おれがサラマンダーだったり苫とま島しまがＴ三号だったりといろいろあったわけだし、帰る手段にまで頭が回らなかったのも当然かもな。絶句する相あい棒ぼうに同情しつつ、俺は「あのさ」と口を挟んだ。

「確かに転送符は片道用かもしれないけど、それしか手がないわけじゃないだろ。ジェイムズが持ってるリヴァイアサンの鍵かぎで、時間はそのままで場所だけ移動するとか」

「なけなしの魔ま力りよくでＴ三号を太陽に送ったばかりだということを忘れたのですか、貴君は。地球への帰き還かんに必要な魔力をチャージするには、金星に漂ただよう魔力が地球のそれより多いことを見越しても──そうですね、最短で半世紀は掛かります」

「そ、そんなに？　だったら──そうだ！　実際、ジェイムズは俺を捕まえたままここまで飛んできたんだし、前から金星と地球をちょいちょい行き来してたみたいなことも言ってたろ？　魔法だか魔術だか知らないけど、それを使えば」

「あいにくですが、それも無理です」

　これなら行けると思った瞬しゆん間かん、ざっくりした否定の言葉が俺の期待を打ち砕くだく。紋もん章しようの消えた右の掌てのひらを俺たちに示しながら、執事服の祓ふつ魔ま師しはこれ見よがしに溜ため息いきを吐ついた。

「対象を光に変えて光速移動を行うには、両手の錬金術式回路アルケミーサーキツトの間で力を呼応させ、増ぞう幅ふくさせる必要がありますが、現在、私の回路は一つだけ。……どこかのサラマンダーさんが、片方を砕いてくれましたからねえ」

「……え」

　嫌いや味みたっぷりの言葉に、俺は思わず目を丸くした。まあ確かに、さっきこいつと戦った時、全力で殴なぐったら紋章が光って砕けたけど……まさかそんな大事なものだとは！　目を見開いたまま「でもそれは」と弁解しようとした俺に、芽亜が食ってかかってくる。

「な──なんてことしたんですかっ！　どうして巧馬はいつもそう後先考えずに……！」

「いや、あの時はそんなこと知らなかったし……つーか！　帰る手段もなしにほいほい金星に来たやつがそれを言うか！」

「わ、わかってて来たわけじゃないですよ！　巧馬のいる場所って願ったらここに飛ばされただけです！　まあ確かに、会長も『世界中どこでも瞬しゆん時じに飛べるはずなのに、必要な霊れい力りよくが異様に多いな。よほど遠くなのだろうか』って言ってましたが」

「さすが鈴すず女めさん！　それに比べて芽め亜あ。お前！　なんでその段階で怪あやしいって気付かないんだ！　考えなし！」

「仕方ないでしょう、こっちだって必死だったんですよ！　母さんを殺した相手に巧たく馬まが連れて行かれたんです、焦あせって当然じゃないですか！　と言うかですね、勢いきおいでサラマンダーになっちゃう人に『考えなし』って言われたくないです！　巧馬の馬ば鹿か！　巧馬の馬鹿！」

「わかったから二回も言うな！　だいたいそうは言うけどな、こっちだって、芽亜とエルを──つーか、主に芽亜を守らなきゃって、それだけで頭がいっぱいだったんだよ！」

「だからなんでそこで落ち着いて考えられないんですか！」

「そりゃこっちの台詞せりふだよ！　つーか、あの状況なら仕方ないだろ！　だってほら、あのな、俺おれは芽亜のことが──」

「わ、わたしだって巧馬のことをですね──」

　と、いつの間にか真っ赤になっていた顔を見合わせ、俺たちが同時に叫さけんだ時だった。

　ふいに、ぶおん、と鈍にぶい音が耳に届いた。それに釣られて振り向けば、夕ゆう星づつさんとエルとが何もない空間に手をかざしていた。魔ま力りよくを籠こめているのだろう、程なくして空間がぐにゃりと歪ゆがみ、丸い口を開ける。ついさっきＴ三号が姿を現した時に使ったのとそっくり同じ、別の場所へ移動するためのゲートを開きながら、二人の魔物は俺たちへ顔を向け、微ほほ笑えんだ。

「はい、どうぞ」

「冷めないうちに早くね」

「あ、ありがとエル、それに夕星さんも……！　さすがベテラン夢む魔まとフェニックス、そんなこともできるんですね！　もう、早く言ってくださいよ！」

　信頼感たっぷりの笑顔を前に、思わず安あん堵どの溜ため息いきが落ちる。てっきりこのまま帰れないものかと思いましたよ、と言い足すと、俺は目の前の相あい棒ぼうへと声を掛けた。

「何をぼけっとしてるんだよ。ほら行くぞ、芽亜。地球だ地球」

「ま、待ってください！　その──わたしたちはいいですが……母さんと、エルは……？」

「何を心配してるんだよ。そりゃ、夕星さんとエルだって、後から」

「……うーん。そうもいかないのよ」

「ね。残念だけど、ここでお別れかな」

　俺の気楽な言葉に、二人の声が被かぶさった。さらりとした口調とは裏うら腹はらな重たい内容で、俺と芽亜とを黙だまらせながら、芽亜の母親である夢魔は、傍かたわらの友人と顔を見合わせ、苦笑する。

「今、あたしとエルハームは、Ｔ三号が使ったルートをもう一度開いてるんだけど……これって、魔力が途切れると消えちゃうのよ」

「そ。ゲートを開く役目が必要なんだよね。というわけでさ、巧馬と芽亜だけでも、地球に帰ってよ。金星は薄うすい魔ま力りよくに満ちてるから、生きてく分には大丈夫だし」

「だ──駄だ目めです、そんなの！　せっかく母さんと会えたのに──それに、エルだって！」

　明るい声での提てい案あんを、悲ひ痛つうな叫さけびが打ち消した。俺おれだって夕ゆう星づつさんやエルと別れたくはないが、その気持ちは芽め亜あのほうがずっと強いのだろう。真っ青な顔で「駄目です」と繰り返す相あい棒ぼうを横目で見ながら、俺はおずおず口を開いた。

「他に手はないんですか？　ジェイムズを生いけ贄にえにするとか！」

「そんな方法があるなら私は間違いなく貴君を犠ぎ牲せいにしていますが。しかし、口こう論ろんしている時間はありませんよ？　Ｔ三号が空間に刻きざんだ痕こん跡せきも消えつつあります。行くならお早く」

「うん。ジェイムズくんの言うとおりね」

　そう言ってきっぱり微ほほ笑えむと、夕星さんは再び俺たちへ──いや、泣きそうになっている娘へと、温あたたかい視線を向けた。

「大丈夫よ。あなたには、ここに送り出してくれたお友達もいるし──それに、あなたのために、平気でサラマンダーになっちゃうような、素す敵てきな相あい棒ぼうもいるでしょう？」

「そうそう、夕星の言うとおり！　それと──不老不死のフェニックスが言うのもおかしいけどさ、この一か月、いろいろありがと。パパとママができたみたいで楽しかったよ。……二人とも、いつまでも仲良くね」

　夕星さんの言葉を受け、一ひと月つき間一緒に暮らしてきた少女は、照れくさそうに微ほほ笑えんだ。

　あのなあ、誰だれがパパとママだ。苦笑しながら反論すると、俺は、隣となりで固まったままの相棒の手を取った。はっとこちらを見た芽亜に、俺は「行こう」とはっきり告げた。行け、と、二人がそう言ってくれてる以上──今は、それに従うべきだ。芽亜だってわかってるだろ？

　そう視線で訴うつたえながら、黙だまって待つこと、数秒間。

　決意が固まったのだろう、芽亜はこくりと首を縦たてに振った。さすが俺の頼れる相棒、決断力も大したもんだ。そんなことを考えながら、ぽんと肩を叩たたいてやれば、芽亜は静かに一歩を踏み出し──そして、夕星さんへと振り返った。

「あ、あの、母さん！　わたし、さっきはひどいこと言ったけど、でも」

「大丈夫。全部わかってるから」

　夕星さんの穏おだやかな声が、芽亜の叫びを打ち消す。言葉に詰まった娘を前に、優やさしい夢む魔まはにっこりと微笑み、そして「あのね」と言い足した。

「最後に、いいこと教えてあげる」
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　ゲートを通ると、夕暮れ時の河原かわらだった。

　寮りようから学校への通学路であり、俺と芽亜が初めて契けい約やくを交わした、よく知っているあの場所だ。エルは俺おれの家の近くに送ると言っていたので、ちょっと送り先がずれたようだったが、まあ、これくらいなら充分オッケーだ。電車で帰ればいいんだし。

　芽め亜あの持っていた携けい帯たい電話で時間を確かく認にんすると、俺がジェイムズに連れ去られた次の日の夕方だった。盛りだくさんな一日だったが、どうやらとりあえず一件落着したようだ。やれやれと肩を回しつつ、西の空を見上げれば、地平線の上に一つ、小さな星が光っていた。

『いいこと教えてあげる。あたしの名前の夕ゆう星づつってね、金星の古い呼び方でもあるのよ』

　別わかれ際ぎわに聞いた言葉が、自然に脳のう裏りに甦よみがえる。同じことを思い出しているのだろう、無言で空を見上げる相あい棒ぼうをちらりと眺ながめると、俺は一際輝かがやく星に視線を戻した。

『宵よいの明星とか、明けの明星って呼び名のとおり、夕方とか朝方に見えるはずだから──だからね、もし気が向いたら、こっちを見てくれると嬉うれしいな。母さんたちも、あそこで元気にやってるんだなって、そう思ってくれるだけで充分。この季節って、金星が一番よく見える時期だから、見つけるのは簡単よ』

　──なるほど、確かに簡単でした。回想の中の夕星さんに相あい槌づちを打っていると、ぐすっ、としゃくり上げるような声が耳に届いた。それに釣られて視線を下ろせば、芽亜の大きな瞳ひとみの端はしに溜たまった涙が、金星の瞬またたきを照り返していた。

「泣いてるのか？」

「……泣いてないです」

　思わずストレートに聞いてしまった俺もどうかと思うが、あからさまに嘘うそを吐つく芽亜も芽亜である。ぼろっ、ぼろっと大きな涙の粒を次々にこぼしながら「泣いてない」もないもんだ。こういう時にバシッと頼り甲が斐いのあることを言えればいいのだけど──と、情けないことを思いつつ、俺は言葉を選びながら口を開いた。

「ええと……泣くのも当然だと思うぞ？　なにせ」

「泣いてないです。泣いてないですから」

「しつこいな！　つーか聞けよ！　だから……せっかく夕星さんが生きてたのに、また別れ別れになったんだし、それにそう、ジェイムズはともかくとして、エルだって──家族みたいに付き合ってきた相手とも、急に別れたわけだろ？　そりゃ泣くよ」

「……泣いて、ないです、から……！」

「まだ言うか！　それにな──どう言うかな、他人の俺だって泣きそうなんだから」

「泣いてないって──えっ？　た……巧たく馬まも、ですか？」

「そうだよ！　こっちだって必死に我が慢まんしてるんだ！　だからな、実の家族と別れることになった芽亜が泣くのも当然だと──」

　と、そこまで言った時だ。

　芽亜は俺にしがみつき、堰せきを切ったように号ごう泣きゆうし始めた。
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　──で、それからだいたい一時間後。

「泣いて当然とは言ったけど、泣きすぎ。しかも顔押しつけすぎ。シャツ全然乾かねえ」

「し、仕方ないでしょう……。それに、途中から巧たく馬まも泣いてましたよね？　あんな極きよく端たんなもらい泣き、わたし、初めて見ましたよ」

「……うん。それについては俺おれもびっくりしました」

　ぼそぼそと言葉を交わしながら、俺と芽め亜あは俺の家に通じる路地を歩いていた。

　もうエルの世話をする必要もないし、芽亜は女子寮りように帰るかと思ったのだが、「今一人になるとまた泣きそうで──ではなく！　そう、荷物も置きっぱなしですから！」という理由でこうして付いてきているのであった。まあ、それは全然構わないのだが──その、なんだ。

　情けない話だが、さっき一緒に抱き合って泣いてからと言うもの、芽亜の顔を見るのがどうにも照れくさくて、まともに顔を見られないのである。向こうも同じような状じよう態たいらしくて、たまに目が合うと、同時に視線を逸そらしたりしているわけで、果たしてこんな状況で同じ家に泊まれるのかどうか怪あやしいもんだ。しかも今夜は二人きりだし。妙にどくどくと激はげしくなってきた鼓こ動どうを強引に押さえ込めば、ふいにエルの声が甦よみがえった。

『二人とも、いつまでも仲良くね』

　──いつまでも、ねえ。

「自分が不老不死だと思って、簡単に言いやがって……。そりゃまあ確かに」

「え？　何か言いました？」

「そうなれば一番いいけど──いやいや、なんでもないです！」

　うっかり心の声が漏もれていたらしい。慌あわてて口を押さえながら自宅へと続く角を曲がれば、木造二階建ての下しも野つけ家が視界に入る。夕ゆう闇やみの中に建つ我が家は、言うまでもなく無人なので、窓まどからは煌こう々こうと明かりが漏れており、わあわあと賑にぎやかな喧けん噪そうも響ひびいていて──って。

「え？　嘘うそ？　ここ──俺んちだよな？　なんで電気が？」

「で、ですよね……？　巧馬のご家族、もう帰ってるんでしたっけ？」

「いや、今月末まで戻らないはずだけど……。じゃあ誰だれだ？」

　玄関先で不ふ審しんな顔を見合わせる俺と芽亜。そして、「ただいま……？」と小声を発しながら戸を開けようとすれば、引き戸が豪ごう快かいに開き、聞き覚えのある声が耳に飛び込んできた。

「おっかえりなっさーい！　てか帰ってくるの遅いよ！」

「え。さ……サニー？」

「他の誰に見えるのさ。ほら巧馬も遠えん慮りよせずに入った入った」

「自分ちに上がるのに遠慮してたまるか！　しかしなんでサニーが……？」

　ギターを担かついだサニーに急せかされ、俺おれたちは居間へと足を踏ふみ入れた。その瞬しゆん間かん、「待ってました！」と歓かん声せいが響ひびき、見慣れた顔がこちらを向く。鈴すず女めさんに湧ゆうに持じ郎ろう、エオラさんと文ふみ彦ひこ、それに夕ゆう星づつさんにジェイムズに、褐かつ色しよくの肌の見知らぬセクシーなお姉さんまで……。

「へっ？　夕星さんにジェイムズ？　さっき別れたはずなのに──」

「ど……どどどどどどどど、どうして──どうして、母さんたちがここにっ？」

　これ以上ないほどに驚きよう愕がくしながら芽め亜あが尋たずねる。その、きわめて当然の疑問をぶつけられ、テーブルに料理を並べていたエプロン姿の夕星さんは「どうしても何も」と微ほほ笑えんだ。

「金星で五十年のんびり暮らしてリヴァイアサンの鍵かぎに魔ま力りよくをチャージした後、五十年前まで──つまり、ついさっきの時間まで戻ってきたのよ。ね、エルハーム」

「そ。で、巧たく馬またちより早くこっちに着いたので、せっかくだからみんなに声を掛けてみたってわけさ。久しぶり、巧馬」

「あ、ああ、こちらこそ──って、え？　エル？　お前──エルなのか？　いや、見慣れない美人がいるとは思ってたけど、まさかそんな──」

「やだねえ、他の誰だれに見えるってんだい？　なにせ、こっちは半世紀ぶりなんだ。いつまでも子どものままだと思ったら大間違いさね。ね、ジェイムズ」

「ですね。かくいう私も、おかげさまで無事に地球に戻ることが──って、おや貴君、どうして怪け訝げんな顔を？　もしかして私のこともお忘れですか？　ジョン・ドゥーⅢ世こと、偽にせガーゴイルのジェイムズですよ」

「知ってるよ！　ついさっき別れたところじゃねえか！」

「こっちは五十年ぶりなのですが。しかし、いったい何をそんなに驚いているのです？　あ、もしかして、リヴァイアサンの鍵がタイムマシンだということを忘れてしまったとか」

「いや、その話も聞いたばっかりだから、覚えてるよ。戻ってきた方法も、聞けば確かに納得できるけども……」

　そんな手があるなら、別れる時に言ってほしかった。

　ぼそっと言い足せば、芽亜が真顔でこくこくうなずいた。だよな、やっぱそう思うよな！　めでたい話ではあるのだけれど、なんだろうこの喜びにくさは！　というわけで無言で相あい棒ぼうと顔を見合わせていると、制服姿の鈴女さんが笑いながら声を掛けてきた。

「エルハーム氏やジェイムズさんから事情は聞いたよ。大変だったようだね。だが、せっかくの祝いの席だ。とりあえず座ったらどうかな？」

「そうそう！　芽亜のお母さんが『娘がお世話になってます』って挨あい拶さつに回って、みんな集めてくれたんだからさ。初めて見たけど綺き麗れいな人だよねー。というわけで湧ゆうが歌います」

「脈みやく絡らくがないぞサニー！　と言うかだな、やはり巧馬の家に勝手に上がり込んで宴えん会かいを始めてしまうのは、問題だったのではないか……？」

「でも、もう始めちゃってるからね」

「そうそう、持じ郎ろうくんの言うとおりです。今さら言っても仕方ないですよ。ねえ文ふみ彦ひこ」

「エオラに一票。しかしまさか、リヴァイアサンの鍵にタイムトラベル機き能のうがあったとはなあ……。ちなみに芽め亜あママさん、半世紀後から現代に、まっすぐ帰って来ちゃったんですか？　どうせなら未来の地球のこととか教えてほしかったんですが」

「寄り道するほど魔ま力りよくはなかったのよ。ただね、最初、加減を間違えて、今から五年後くらいの時間に飛んじゃったんだけど……そこで何を見たと思う？　うふふふふ」

「え。何、何？　何を見たの？」

「それがねえ、聞いてよサニーちゃん。まさか五年経たってもちゃんと告白してないとは思わなかったの。とっくに気持ちは通じ合ってるくせに、どっちもヘンなところで意い気く地じがないんだから──もがっ！」

「夕ゆう星づつ。それは言わない約束」

　何ごとかを言いかけた夕星さんを、エルがすかさず押さえて黙だまらせ、周りのみんなが言えよ言えよと盛り上がる。楽しそうなのはいいのだが、ついさっきまでぼろぼろ泣いていた身としては、どうにもノリに付いていけない。芽め亜あと二人でぽかんと立ち尽くしていると、サニーが「どしたの？」と不ふ思し議ぎそうにこっちを眺ながめた。

「あ！　もしかして今夜は二人きりになりたかったとか」

「何？　そうなのか？　それは済まない、こちらが悪かった！　すぐに引き上げるから、あとは若い者どうしでゆっくりと」

「へっ？　いやいやいやいやいや、帰らないでいいです鈴すず女めさん！　つーか鈴女さんも充分若いですし！　それに夕星さんもエルもサニーも湧ゆうもエオラさんも、へんな気を利かさなくていいですからね！　あ、文ふみ彦ひこと持じ郎ろうとジェイムズはどっちでもいいけど──とにかく、これだけの美人と美少女が俺おれの家に来てくれることなんか滅めつ多たにないんですから、今夜はそれこそ勢いきおい余って脱いじゃうくらい、わーっと盛り上がりいててててててて！」

　テンションを切り替えてハイになった俺の耳を、芽亜の小さな指がぎゅっとつまんで引っ張っている。「ほんとにもうエッチなんですから！」と芽亜が呆あきれ、「今のは失言でした」と俺が謝あやまる。そんな、いつものようなやりとりを交わしたあと、思わず芽亜の顔を見み据すえていた。どうしたんです、と首を傾かしげる相あい棒ぼうを前に、俺は「えーと」と頭を掻かいた。

　──まあ、その、なんだ。

　これからも、いろいろ苦労を掛けるとは思う。

　でも、だけど、まだ言えていないことがあるから──だから。

　そんな諸もろ々もろをひっくるめて、おずおずと口を開けば、

「芽亜。これからもよろしくな」

「それはこっちの台詞せりふです、巧たく馬ま」

　俺の最高の相棒は──俺の大好きな女の子は、穏おだやかに微ほほ笑えんでくれたのだった。
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あとがき




　この作品はフィクションです。実際の伝でん承しようや記録を参考にしてはいますが、ストーリーの展開上、設定の取しゆ捨しや選せん択たくや改変を行っておりますので、ご注意くださいませ──と、いつもの挨あい拶さつはこのくらいにして、こんにちは。二巻から少し間かん隔かくが空あいてしまいましたが、覚えてらっしゃいますでしょうか。峰みね守もりです。峰守ひろかずです。（しつこい）




　さて、おかげさまで『俺おれミーツリトルデビル！』も三巻目、今回はいろいろクライマックスな巻になりました。海で出会った不死鳥少女、エルハームの登場をきっかけに、いろんな事じ態たいが動きます。暗あん躍やくするウロボロスの魔ま術じゆつ師し！　魔物たちが消えたという《あちら》の秘ひ密みつとは！　そして、なし崩くずしに同居するハメになった巧たく馬まと芽め亜あの関係は、果たして進展するのかしないのか！　乞こうご期待！　あとヒロイン勢ぜいの水着にもご期待！　……みたいな一冊です。最後まで賑にぎやかで明るい話になったかなと思うのですが、楽しんでいただけますように。

　なお、このシリーズは、この巻が最終巻となります。巧馬や芽亜たちの物語を最後まで楽しく読んでいただけたのなら、作者としてこれ以上の喜びはありません。本当にありがとうございました。できれば、次に出す本もよろしくお願いいたします（笑）。また、物語をキュートなイラストで彩いろどってくださった犬いぬが洞ほら様、デビュー以来お世話になっております編集様には、この場をお借りしてお礼を申し上げます。




　で、ここから後は、完結編ならではの特別企画！　主な登場人物たちへのコメントだか裏話だかを、ページの許す限り書いてみようと思います。よろしければお付き合いください。なお、三巻の内容に触れておりますので、本編未読の方はご注意くださいませ。




・下しも野つけ巧馬

　主人公。苗みよう字じは「下半身」というあだ名から逆算して、下の名前は「あくま」と聞き間違えそうな音を選んで付けました。好き嫌きらいの分かれそうな人物ではありましたが、作者としては気に入ってます。自制心さえ身に付ければ悪い奴やつじゃないと思うんですけどね。

　というか、後こう輩はい兼けん相あい棒ぼうを守るために憧あこがれの最強美人に戦いを挑み（一巻）、たまたま知り合った女性のために体を張り、ついでに巨大隕いん石せきによる人じん類るい滅めつ亡ぼう計画を防ぎ（二巻）、好きな子のために人間の体を捨ててるわけで（三巻）、思い起こせば意外に立派な主人公だった気もします。美人には勢いきおいで告白するくせに本当に好きな子には思いをなかなか伝えられないという、ムダに純情な男でもありますが、相手もたいがい純情なので、結果的にはいいカップルなんだと思います。お幸せに。




・宵よい待まち芽め亜あ

　言わずと知れたメインヒロイン。苗みよう字じはなんとなく夜っぽい言葉から、下の名前は「夢む魔ま＝ナイトメア」から付けました。最初は、押しに弱くて真ま面じ目めで地味な後こう輩はい少女って設定だったはずなのに、書いてるうちにどんどん強気なしっかり者になってしまったヒロインでした。犬いぬが洞ほらさんのキャラデザインがたいそう可か愛わいかったので、目立たせてやりたくなったんだ、と峰みね守もりは語っています（なぜか伝聞形）。

　いろいろ問題のある相方のお目付役としてだけでなく、生徒会や友人たちの間でのツッコミ役として、最後まで頑がん張ばってくれました。照れながら叱しかる芽亜＆叱られる巧たく馬まというやりとりは、書いてて楽しかったです。これまでもこれからもお疲れ様。そんでもってお幸せに！




・星ほし御み門かど鈴すず女め

　完全無欠の生徒会長にして、向かうところ敵無しの美人陰おん陽みよう師じ。その割にはいろいろ残念な面も見せたりしましたけど、そこも魅み力りよくのうちということで。「相方となる男を必要としない女の子」という発想から生まれたキャラで、劇げき中ちゆうでも恋の噂うわさはありませんでしたが、それなりに興きよう味みはあるんだと思います。また、なんだかんだ言いつつも巧馬のことは評価しているので、巧馬が本気かつ真面目に口説き落とせば、ちゃんと真しん摯しに応対してくれることでしょう。まあ、振られる結果は変わりませんが。




・サニー・ハルシオン＆楠くすのき持じ郎ろう

　ただでさえ軽い作風をより軽くしてくれた友人カップル。過去にはそれなりにいろいろあったんですが、それを表に出さない（というか気にしていない）人たちだったので、楽しくノリ良く書けました。特にサニーは本作で一番セリフの書きやすいキャラでした。

　ちなみに、サニーのネーミングは「ｓｕｎ（太陽）」からの連想です。夜の象しよう徴ちようであるナイトメア（＝芽亜）と対になるよう、昼っぽい名前を付けました。で、朝を告げる鳥である雀すずめ（＝鈴女）は、夜と昼を取り持ったり切り分けたりする存在という意味を持たせてあります。

　持郎のほうは、呪じゆ禁ごん士しという職しよく業ぎようが薬に関するものでもあったことから「くす」の付く字を苗字に、また、女じよ装そうキャラなのであえて男だとわかりやすい名前にしようと思って下の名前を付けたように思います。




・羽う那な原ばら湧ゆう

　バイクを愛あいするボーイッシュなセイレーン少女。変身後は鳥の翼つばさと人魚の尾を持っていることから、鳥っぽい「羽」と、海っぽい「うなばら」という音を合わせた苗字になりました。下の名前の「湧」は、人魚なので水気のある漢字をチョイス。変身を始め、割と見せ場の多いキャラだったとは思うのですが、一番思い出深いのは、オリオン状じよう態たいになった巧たく馬まに迫られてあわあわするシーンだったりします。真ま面じ目めな女の子の戸と惑まどいっていいですよね。ね。




・ジェイムズ

　一言で言えば、美形ねずみ男。気の向くままに顔を出し、好きなことを言うだけ言ったらすぐ帰る、自由度の高いキャラでした。サニーとは別の意味でセリフがどんどん出てくる人でもありました。見せ場があんまりなかったのは申し訳なく思います。ごめんな。（軽い）




・エオラ・オーエン＆埴は生にゆう文ふみ彦ひこ

　腐くされ縁えんの年上カップル。エオラの名前は、いろんな恐きよう竜りゆうを操あやつる人なので、最初期の恐竜である（諸しよ説せつあるようですが）「エオラプトル」から。文彦はなんか「ハ行の音の名前が少ないなー」とか、そんな理由で付けたような気がします。

　なお、二人の所属する祓ふつ魔ま師し集団『篦へら鹿じか亭てい』は、組そ織しきの目的や行動なんかも含めて、あるＳＦ小説がモデルになってます。「宗教的な意い義ぎから魔ま術じゆつを切り離はなし、あくまで技術として研究する」という姿し勢せいは、もっと掘り下げてやれたかなーとも思うのですが、そこを深めるとラブコメじゃなくなっちゃいますからね。そこらへんも含めて、割とお気に入りの人たちでした。って、自分で書いたキャラはほとんど全員気に入っているわけですが。




・エルハーム＆夕ゆう星づつ

　しっかり者のフェニックスと天然気味の夢む魔まのコンビ……のはずなのですが、話の都合上、二人でわいわいやるシーンは全然書けなかったのでした。夕星は出てこないし、エルハームの出番はずーっと子どもだし。でもまあ子どもモードも可か愛わいいですよね、ということで。




　よし。これでだいたいコメントできたでしょうか。むろん、まだまだいくらでも語ることはありますが、本編以外であんまり饒じよう舌ぜつになるのもルール違反な気もします。というわけで、お名な残ごり惜おしいですが、長めのあとがきもそろそろ終わることにします。




　──繰り返しになりますが、この、個性的な主人公とそれに振り回されるヒロイン、そしてその仲間たちの物語に最後までお付き合いいただき、本当にありがとうございました。シリーズはここで終わりますが、巧たく馬まも芽め亜あも鈴すず女めもサニーも湧ゆうもその他も、今後ともわいわいやっていくことと思います。そして作者の私も次の本に向けて頑がん張ばっておりますので、もし機き会かいがありましたら、お手にとっていただければ幸いです。




　ではでは、ご縁えんがあればまたいずれ。お相手は、峰みね守もりひろかずでした。







峰みね守もりひろかず

滋賀県在住。写真は久々の大雪におののく筆者。作中の季節と正反対の風景になってしまいました。気付けばデビュー五年目を迎えましたが、気持ちはまだまだ新人作家。いろいろチャレンジしていきたいので、次作もよろしくお願いします。良き青空を！
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犬洞いぬがほらあん

７月９日生まれ。Ｏ型。名古屋生まれの原画家・イラストレーター。夏がすごく恋しくなりました…早く水着の季節になれ〜ぃ★

http://yaplog.jp/inuan/








電撃文庫

俺おれミーツリトルデビル！３

ひと夏なつのフェニックス





峰みね守もりひろかず
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